
        
            
                
            
        

    



























































変態王子と笑わない猫。６
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１．ぼくたちはひとつになれない




　とてつもなく、ヒマだった。

　まだ陽ひの高い空に浮かぶ新月はどこか冷たい。そこから下に眼めをやると、葉を落とした裸の木々が中庭に立ち並んでいるのがわかる。昼下がりの透明な月に見下ろされ、細い梢こずえを寒がりの少女のように震わせていた。

　ぼくらの学校にも、冬が来ていた。

　……どうでもいいんだけど、『裸の木』ってのは、改めて考えてみるとすごい表現である。樹木から葉っぱを取り除けば全裸、すなわち街まち中なかでの合法的露出！

　最初に言いだした人は変態界の奇才ではなかろうか。露出したいあまりに樹木へ自らの欲望を仮か託たくするだなんて、まっとうな人間には到底たどりつけない領域にある。

　きっとアレだ。冬になるたび擬人化した裸の樹木ちゃんの妄想で興奮して、その理屈だと鉢植えのサボテンはストリップする幼女みたいなものだからオールシーズン興奮して、そのうち裸の木という文字列を見るだけで興奮できるようになって、やがて小説の地の文を興奮しながら書けるようになるんだろう。ぼくもそういう商売で暮らしていく人になりたいです！

　そうすれば、いくらでも時間をつぶすことに難儀しないだろうからね。

　まったくもって。

　どうしようもなく、ヒマなんだ。

　窓の外から視線をずらし、ぼくは最後列の壁際から、大部屋をぼうっと見守った。

　一号館の三階のオープンスペース教室は、いつもの長机とパイプ椅子が片付けられて、茫漠とした宇宙のような空間を現出させている。オープンスペースだけにスペース空間、なんちゃって！　……ごめんなさい今のとこカットで。

　その大スペースを埋めつくさんばかりの、声、声、声！

　集められた高校二年の全生徒が、宇宙と学校のルールを無視した熱気と喧けん騒そうの狂想曲を轟かせる。

　五六時間目ぶちぬきの総合学習の時間だ。

　壇上のホワイトボードに、委員長によって書かれた文字は──




　修　学　旅　行　！




　今まさに、年末恒例、修学旅行の班決めタイムが開始されたところなのだ。

　高一のときの体験を踏まえて言わせてもらえれば、こういうのは出足が肝心。乗り遅れたら一大事。

　みんながみんな浮き立って、オープンスペースのなかをあっちへ行ったりこっちへ行ったり、足の踏み場もない賑にぎわいを見せている。

「一組サッカー部集合！」「八人ならちょうど二班つくれるじゃん？」「スノボ組のグループで空いてるとこあるー？」「人数合ってなくね？　ヤバくね？」「うちらもう昨年からメンバー決めてたから」「ガイドさん美人だといいなあ」「どこか空いてる女子いねー二人組希望」「やだやだゆいゆいと一緒じゃなきゃやだー！」「よーしできたリーチ」「あ、も、もしよかったらお、俺といっしょに」「二日目どこ行こっかー」

　……手に手をとりあって、綺き羅ら星ぼしみたいにはしゃいでいる仲良しこよしの女子集団。

　おたがいすぐには近づけず、意中の相手の周りをゆらゆら回り続ける男女の二連星。

　光り輝く人気者を惑星よろしく取り囲んで、花いちもんめをおっぱじめる取り巻き。

　女の子めがけて散らばっては自然とまた集まってしまう、小惑星帯のような男たち。

　まるでビッグバンのような大混乱だ。

「落ち着いてくださーい！　騒がないでくださいー！」

　小柄な旅行委員長が声を張り上げる。

　旅行委員は修学旅行において全権を委い譲じようされている特別機関だ。班決めの優先権や旅行中の集会権など、さまざまな特権がある。

　その偉い旅行委員の偉い偉い長たる女の子が、ぴょんぴょんジャンプしながらどうにか場を取り仕切ろうとするけれど。

「みんな聞いてー！　聞いてってばー！　聞いてよー！　聞かな──むぎゅう」

　無限に膨張する狂乱のまえに、むなしく押しつぶされていく。

「てやんでえ、きょうか飛鳥あすかの花見時、慌てる桜は貰もらいが少ねえって言うだろうが。そそっかしい男は嫌われるぜ！」

　ポン太たの荒っぽい声が聞こえる。

　そういえば、アフリカの恵まれない子どもたちに資金流用するべく、いろんな委員会活動に精が出るって前にも聞いた。本日もマフィアクラブは活動中です。

「まだ時間ある。黙れクズども。よそに迷惑。口を閉じて話せ。息をとめて生きろ。ばか。おい聞け。人の言うことを聞け。おいばか。おいいたい。おい押すなやめあわわ」

　……つっけんどんなりに、がんばっている声も聞こえた。

　我らが陸上部の誇る、副部長女史も旅行委員だったらしい。ポン太と意外なところで接点があるもんだ。

　ふたりは仲いいのかな。ぼくの幼なじみとぼくの天敵仇きゆう敵てき宿敵は友だちなのかな、どうかな。気になるな。

　でも彼女らには悪いけど、この状況下で立ち止まっていられる人がいるわけもなし。

　なんといっても、高校生活最後の旅行なのだ。

　来年、高校三年生になったら、受験勉強に専念するという理由で学年旅行は予定されていない。この大人数で旅できるのは、泣いても笑ってもこれでおしまい。

　いわば青春の総決算。あるいは九回裏からの恋の大逆転チャンス。そしておそらく、十年たっても二十年たっても往時を振り返ることのできる夢の架け橋。

　なにもかもを詰めこんで、清く正しき青年淑しゆく女じよのためのバスが出る。乗り遅れたら一大事。走れや走れ、急げや急げ、未来に悔いを残さないために。生涯忘れえぬ思い出をつくるために。

　時あたかも師走じゆうにがつの初日。

　だれもが走りまわる季節なら──ひとりぐらい、走らなくてもいいよね。

　青春を粉飾決算されようが、恋の女神にサヨナラデッドボールを浴びせられようが関係ない。『思い出』づくりなんて、このぼくの知ったことか。

「裸の樹きを冷たい瞳で見下ろす月……冷徹攻め×無防備受け……ふむ……」

　月つ×樹き子こちゃんという、攻防無敵の幻想に再び浸ひたるぼくである。

　繰り返すんだけども、修学旅行の班決めタイムなんて、ヒマを固めて煮詰めたような妄想しか出てこないのだった。




　理由はふたつ。

　第一に、横よこ寺でらくんが変態王子だからである。

　べつにぼく自身は変態を誇るつもりも名乗るつもりもまるでなく、どこにでもいる普通の男子高校生なんだけど、不幸な誤解がどうにも解けないんだ。

　いったいぼくがなにをやったというんだろう。同級生の犬になったり、後輩をストーカーしたり、部長の体型に肯定的な評価を加えただけじゃないか。圧倒的に無実なのはまだ裁判に持ちこまれていない事実からも確定的に明らかである。

　なのにいっしょの班を希望してくれる人がまるでいない。

　そして第二の理由。

　唯一、いっしょの班を希望する娘がいてしまったからだ。

「──ねえ、ねえねえ」

「おっと？」

「こっちも、みんなみたいに動かなくてもいいのかしら……」

　斜め下から、制服の脇腹を引っ張られてぼくは思わずよろけた。

　こちらを見つめる、妖精のたくわえた翡ひ翠すい石みたいにきらきらと輝く瞳。彼女をとりまく愛らしいオーラは、さながら神様に祝福された秘宝のよう。荒れ狂う宇宙の片隅にあっても、その気品はいささかも失われていない。

　壁際に行儀よく正座して、小豆あずき梓あずさはプラカードを掲げる。

　いわく──

『小豆梓＆横寺陽よう人と　班員絶賛募集中！』

「……さっきからぜんぜん、見向きもされないんだけど。寒がりのフラミンゴみたいに固まっているだけで、いっしょの班になってくれる人がいるのかしら？」

「大丈夫だよ、大丈夫。待っていればだれかが組んでくれるよ」

　──そんなわけがない。

　男女ふたりでペアを組んでいるってことは、本人たちの意思がどうあろうと、そういう関係だと看み做なされるってことだ。

　ましてや男のほうは変態王子。そこに自ら割って入るなんて、どれほどの空気クラッシャーでも二の足踏むに決まっている。

　だから、ぼくらみたいなカップルが修学旅行をいっしょに過ごすには、事前に交渉しておくしかない。

　別のカップルと密約協定を結んで、二対二の四人班をあらかじめつくってしまう。ダブルデートの要領で修学旅行を楽しむ。そういうリアルスクールライフにおける社交性と政治スキルが必要とされるのだ。

　だけどぼくにはそういう根回しをする相手がいないし、小豆あずき梓あずさにはそういう根回しをする発想がないらしい。

　この娘こは部活にも委員会にも入っていない上に、前の学校でもこっちの学校でもいろいろあったから、そういう細かい人間関係に接する機会がなかったのかもしれない。

　生き馬の目を抜くサバンナスクールライフでこんな娘をひとりにしたら、またぞろ傷ついて社会にポイ捨てされて、小公女ガメラの甲羅よろしく自室のベッドに引きこもることになりかねない。

　あんなのはぜったいにもう勘弁だ。

「ねえ、本当に、こうしているだけで班員は集まるものなの？」

「大丈夫だよ、大丈夫。ぼくに任せて」

　不安げに周りを見渡す小豆梓に、朗らかに笑ってみせるぼく。

　旅行委員のポン太たに話はつけてある。

　班決めタイムが終わるころ、余った生徒のなかからだれかふたりを連れてきてもらう算段だ。正しい交渉とは、その他の選択肢をつぶすところから始まる。

　それでもぼくとの同班を素直に受け入れる人はいないだろうけど、納得してくれるまで暴力的土下座外交を全面的に展開するよ。

「仮にメンバーが見つかったとしても、すぐになじめるかしら？」

「大丈夫だよ、大丈夫。ぼくに任せて」

「一日で動物園や植物園を四つまわる強行スケジュールでもついてきてくれる？」

「大丈夫だよ、大丈夫。ぼくに任せて」

「昆虫うじゃうじゃ博物館も？　毛虫もじゃもじゃ植物園も？　寄生虫うじゃうじゃ観察館も？　ぜんぶ、だいじょぶ？」

「……大丈夫だよ、大丈夫。ぼくに任せて」

　女の子の趣味として大丈夫かどうかはちょっと任せてほしくないですけども。

「だからさ、どーんと構えて待っていればいいんだよ」

「う、うん……あなたがそう言うなら」

　小豆あずき梓あずさはこくりとうなずくと、えいしょ、と募集文を掲げなおす。

　かくして再び、壁際にちょこんと座るプラカード娘のできあがり。

　その素直きわまりない仕し種ぐさはさしずめ、ご主人様におすわりを命じられた忠犬トイプードルといったところ。

「……よしよし」

　なんとなく、撫なでてあげたくなったので撫でてあげた。

「ちょ、ちょっと、なにするの!?」

「よしよし」

「なんなのよ、その掌てのひらの上のリスを愛めでるような眼めは！」

「よしよし」

「だから、なんでなのよう……！」

　ウェーブがかかった栗くり色いろの髪を手ですくうと、繊せん細さいな毛先のひとつひとつが瑞みず々みずしいレモンの雫しずくのように指のすきまからこぼれおちる。甘いリンスの香りが立ち上るような心地がして、なんだか気持ちよかった。
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「よしよし、よしよし」

「も、もう……もう……」

　がるがるわんこはがるがるうつむきながら静かになった。

　スカートの後ろが左右に揺らいで、幻想のしっぽがてれてれ振られている。

　率直に言って、かわいかった。今日のわんこのコーナーに投稿ビデオを送ってお茶の間のみなさんに自慢したいぐらいだ。

「……くそっ。いつでもどこでもいちゃいちゃしやがって……こんな青春ラブコメはまちがっている……」

　たまたまそばを通りかかった陸上部仲間の男子が、水揚げされたはまちのような顔でよろけていく。

　べつに、いちゃってるわけじゃないんだけど──まあ、たしかに。

　傍はたから見たらぼくらもそれなりのコンビとして映るのかもしれないな、とは思う。




　ポン太たが似たようなことを言っていた。

　班員の融ゆう通ずうをお願いしたときのことだ。

『ていうか、ポン太でいいんだけどね。むしろポン太がいい。昨年みたいにポン太といっしょなら楽しくやれそうだよ』

　そう言ったら、ぼくの十年来の幼なじみは、かすかに苦笑いした。

『そいつは酷な相談だぜ。おまえさんとは長い付き合いだけどよ、おれにも了見できることとできねえことがあるんだよ』

『わからないな。なにがダメなの？』

『殺せつ生しようだねえ。皆まで言わせなさんな。小豆あずきさんと組むってんなら、おれにゃあ無理の無理無理かたつむりってことよ』

『……なんか誤解があるかもだけど、小豆梓あずさは悪い娘こじゃないよ』

『んなこた百も承知してらあ。だからこそ、だ』

『うん？』

『おまえさんらの相手をするのは、ちょいとばかり荷が勝ちすぎる。男同士、最後の旅行をむさくるしく一緒に過ごすつもりだったおれにはな。おまえさんがおれを置いてネクストステージに行っちまったんだ』

『……そんなこと』

『おれにはおれの世界があって、おまえにはおまえの世界があるってこったろ。おれたちの世界は、はなっから一つじゃねえんだよ』

『でも、それじゃポン太たは……』

『おいおい、変な顔しなさんな。おれにだって他に組むアテがあるんだぜ。……そうだな、旅行委員仲間とならおれの班も結構盛り上がるんじゃねえか。わりかし、女子でも話のわかるやつがいるんだ』

　ポン太はあっけらかんと肩をすくめたけれど。

　少し、胸が苦しい。

　きっとどこかでフラグを立てそこなったのだろう。女の子ゲームには必ず用意されている親友ルートの可能性が潰ついえたのだ。ああいうシナリオも需要あるのにね。喪うしなわれた女性読者のことを思って、ぼくの胸は大いに痛んだ。

　けれども。

　いっときの思い出作りなんかよりも、今となりにある想おもいを尊重するべきだ。

　試験休みのひとりぼっちのゲームセンターで。夏休みの台風に囲まれた筒つつ隠かくし家けで。九月のイタリアに変わった学校で。秋口の三人でデートした遊園地で。晩秋のタイムリープした過去の世界で。

　いろいろあっていろいろ考え、ぼくは決心した。

　だれひとり、女の子を不幸にさせるものか。

　こんなに無防備な小豆あずき梓あずさもまた、放ほうっておけるわけがないんだ。

　窓の外、新月の下。中庭でさびしげに震える裸の月つ樹き子こちゃんを眺めて、ぼくはぼんやり首を振る。

「……そういえば」

　小豆梓の裸がどうとかこうとかっていう妄想はあんまりしないんだよな、とふと思った。

　この娘を想像のネタにしないのが、良いことなのか悪いことなのか。

　ぼくにはわからない。

　……いや、ていうか、正しいことなんだろうけど！　どう考えても正しいですけど！　十八歳未満の少女の服を脱がすなんて、本来許されないことですよ！

　無表情の女の子の全裸シーンを毎巻挿絵にするような変態ライトノベルがもしもこの世に存在しているなら大問題だ。ぼくは関係各所と協力して、健全な青少年の育成に寄き与よしたいと常々考えております！

「──ねえ、本当にどうしたの」

「うん？　なにが？」

「なんだか、どこか痛そうな顔をしてるけど……」

「……よしよし、いいこいいこ。いいのいいの」

「あううう、もう、もう、洗濯されたチャウチャウみたいに髪をぐちゃぐちゃにしないでよう……！」

　実に、ヒマでのんびりした時間だった。

　周囲の喧けん騒そうとはまるで無縁。青春の思い出づくりもみんなにお任せ。ぼくはぼくの手の届く範囲で女の子を守っていければそれでいいさ。

　小豆あずき梓あずさとふたり、宇宙の隅っこでゆるやかに幸せのかたちをつくっていく。
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　班決めの制限時間が終わるころ、ポン太たが旅行委員の管理ノートを持ってやってきた。

「ごくろーさまです、旅行委員殿！」

　ふざけて敬礼の真ま似ね事ごとをすると、ポン太は背をそらす。

「おうおう、横よこ寺でらよ。頭ずが高いでやがるな。こちとらだれだと心得る。青春の生せい殺さつ与よ奪だつの権利をにぎる、尊とうとき委員様にあらせられるぜ」

「苦しゅうない。よきにはからえ」

「……おまえさんはどういう身分の設定なんだよ？」

　そうやって、ぼくらはふたりで笑った。

「ね、ねえ、仲良しおしゃべりやってる場合じゃないでしょ!?」

　横脇から小豆梓がばたばたとプラカードを振りまわす。

「もうみんなメンバー決まっちゃったみたいなんだけど！　こっちだけ流氷に取り残されたシロクマみたいにぷかぷかしてるんだけど！　こういうのいろいろ思い出すからイヤなんだけど！」

　拳をぎゅっと握り締めて、小豆梓は軽く涙目パニックだ。

　あたりを見回せば、一年に一度の狂想曲はすっかり沈静化。いまや四人ずつで車座になって、各おの々おのの旅行日程を話し合っている状態だ。

「んあ？　なに言ってんだ。小豆さんとこだって、班は決まってるだろ？」

「……え、え？」

「さっき届け出があったからきちっと受理しといたぜ。ほら、ここ見てみ」

　ポン太は言いながら、となりの小豆梓に気づかれないよう、素早く目め配くばせしてくる。

　さすが、持つべきものは友である。うまいこと班員を用意してくれたのだろう。今度ポンジュース一年分でもおごってやろう──まえにもこんなこと言ったっけな？　忘れた。覚えている人はすごい。

「Ｃ─七班。横寺と小豆さんと、残りふたり。ちゃんと書いてあるだろ？」

「うそ!?」

　ポン太が差し出す管理ノートに、小豆梓は首をつっこんだ。そしてすぐに、「ほんとだ……」とつぶやく。

「でもだれだったかしら、この人……見覚えのない名前だわ。なんでこっちと組んでくれたのかしら？」

「小豆あずき梓あずさの献けん身しん的なプラカード姿に心打たれたとかじゃないのかな。そこから始まる恋のぱやぱや的な」

「え、え、えええ!?　やだ、そんな、困るわ……オシドリ夫婦はぜったい浮気しないものだもの……」

「えーと、どれどれ、なんて人？」

　男子だったらいいな。できれば運動部。女の子ゲームが好きだとなおよし。外れかけの肩かた紐ひもの話題で盛り上がれたら最高。……いやまあ余りものには福があるというけど、余りもののぼくが高望みしすぎなのはわかってる。

　最悪でも、せめて、小豆梓のほうだけは嫌わないやつであってほしい。

　信じてもいない神様に祈りながら、栄はえある犠牲者のお名前を拝見。

　ええと、ひとりめは──

「まいまき──って、ぐえっ……！」

　見た瞬間、絶句した。

　よりによってこいつかよう！　ミスキャストにもほどがある！　きゃっきゃうふふの女の子ビデオに人喰いジョーズを放ほうりこむようなものだろ！　ポン太たは悪くないんだけど、悪くないんだけど、やっぱりポンジュースの話はなしな！

「……なんだか興奮してるとこ悪いけど」

　無言で胸をかきむしるぼくに、小豆梓は怪け訝げんと不機嫌の中間ぐらいの角度で眉を寄せた。

「こっちはこの娘このことぜんぜん知らないわ。なに？　あなたの知り合いなの？」

「いや、小豆梓だって知ってるはずだよ！　グラウンドで君がチアガールやってるときに、何回も会ってるよ！　いわゆるひとつのツンデルさんだよ！」

「……え？　それって……」

　ぼくらといっしょに班を組む、ふたりの女の子のうちのひとり。

『舞まい牧まき麻ま衣い』

　またの名を陸上部副部長。

　ぼくの天敵で、鋼こう鉄てつさんラブで、旅行委員のあの娘である。
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　嵐のような班決めが終わり。

　修学旅行前の貴重な準備期間は、あっというまに駆け去っていった。

　旅行先は中部地方。霊山やお寺、神社といったパワースポットがたくさんあることで有名な某県だ。東京都からはそう離れてもいないけど、うちの学校は予算がないから仕方ないね。

　そのかわり。

　ぼくらの学校の旅行は、生徒の自主性を非常に重んじる。

　行き帰りは貸切バスを使うし、二泊三日の宿も学年全員同じだけれど、日中の班別行動はほぼ自由かつ不問とされている。

　そもそもこの年末旅行、一年次にも二年次にも行われることからわかるとおり、たぶん一般的な意味での修学旅行とは違うんだ。

　正式名称も、ちゃんとある。

『総合学習の一環としての地域研究』だ。

　各班が独自に立てたテーマに従って『地域研究』を行い、後日レポート作成および研究発表を行うのである。

　真っ向から研究的なテーマを掲げ、県庁のお役人にアポイントメントを取ったり、地場産業の企業訪問を計画したりするマジメな班もあるけれど、それはもちろんごくごく少数。

『今後の地熱発電と観光業における相互補完性の実地観測』

　と打ち出して日帰り温泉めぐりを企画する班もあれば、

『ユビキタス時代に際しての中部地方と関東地方の流行性の差異について』

　などとのたまってアウトレットモールでショッピングに勤いそしむ女の子たちも多いし、

『日本アルプスの傾けい斜しや角かくに沿った自由落下および風の抵抗に関する物理的考察』

　とかなんとか、まるで意味不明なテーマを振りかざして、スキーとスノボに明け暮れる予定の運動部連中までいる。

　今年一番ひどいと噂うわさになったところでは、

『老舗しにせ旅館のホスピタリティを精査する』

　なんて言いながら宿泊部屋を一歩も動かず、丸三日マージャンをやり倒すつもりのグループもあるらしい。

　あんまりにあんまりなテーマだと、さすがに後のレポート提出で辛い目に遭うんだけども、だいたいのところは学校側も黙認してくれる。

　ともかく、いかにうまいことテーマを捏ねつ造ぞうして、自分たちの好きなように行動するかが鍵なのである。

　で、このテーマ決めってやつが、またやっかいなのだ。

　最初からマージャンやスノボのために集まった班はいい。仲良しグループで思い出をつくろうとしている班も、まあまあたぶん、話し合いで決まるだろう。

　問題は数合わせでいっしょになった班とか、仲良くもないのにその場の流れで組んじゃった班である。ぼくらの四人班のようにね。

　高校生活最後の旅行、最後の思い出づくり。

　急造の班にとって、班決めはただのスタートだ。そこからの半月で、どれだけたがいの意見をすり合わせられるかが、旅行の満足度を決める。

　つまりはぼくらの班も毎日毎日、侃かん々かん諤がく々がく喧けん々けん囂ごう々ごう牛もうもう。

　議論ばかりが活発で、なにもテーマが決まらない。

　なんでもできることは、なんにもできないことよりも怖い──なんて格言があるけど、まったくそのとおり。学校に予定をすべて定められた、自由時間の少ない普通の修学旅行がどんなに楽ちんなことか。

　ない袖は振れないともいうけれど、本当はそういう生き方のほうが幸せなのかもしれないね。袖がなければ脱がしやすくて子作り繁盛、ない袖はエロス！
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　──などと。

　ここ一週間の顛てん末まつをつらつら説明していたら、

「先輩は、日本語を陵辱する変態さんですね」

　カウンターのとなりの席から、氷ひよう槍そうのような一言が刺しこまれた。

　日曜の朝のことである。

　駅前の喫茶店はヒーターがよく効いていて、陽ひだまりのなかにいるように暖かい。

　お客といえばカウンターに並んで座る筒つつ隠かくしとぼくだけ。冬のこの時間は閑古鳥がひかえめに輪唱するばかりで、ケーキセットを運んできたウェイトレスもいくらか眠そうな顔をしていた。

「どうかな、おいしい？　こないだ見つけたばかりのお店なんだ。早起きした甲か斐いがあればいいんだけど」

「……ふん。わたしのグルメな舌のまえでは、まあまあですね」

「まあまあかあ……。失礼ながら、お腹なかが減っていれば椅子でも靴でもおいしく食べられる胃袋をお持ちかと思っておりました」

「ほんとに失礼さんです。靴の革なんて、ぜんぜんおいしくなかったですよ」

「すでに食した経験あり!?」

「それで。修学旅行の話し合いのために、忙しかった。先輩はそうおっしゃるのですね」

　ティラミスをフォークで切り分け、むっしゃむっしゃ頬ほお張ばりながら、筒隠は肩をこつんとぶつけるようにして横脇からぼくを見上げた。

　どこかのわんこの、煌こう々こうと輝く宝石みたいな双そう眸ぼうとは、どこまでも違う。

　玻は璃りの瞳はしっとりと濡ぬれていて、陽光を永遠の迷宮に取りこんで離さない。おそろしく強い引力を持つ瞳どう子しと、アンバランスなまでに小さな唇、細い顎あご。悪魔の気まぐれのような奇跡のもとに、筒つつ隠かくし月つき子こという女の子はこの世界に存在しているのだと思う。

「……修学旅行の楽しい話し合いがあったから、わたしのことなんてほったらかしにしていた。そうですね」

「う、うん？」

　なにせ一週間ぶりに見る筒隠だ。ぼうっと見み惚ほれていたら、当人はつんと顎をそらして、同じ言葉を繰り返した。

　……なんかニュアンスが微妙に変わってますけど。

「いや、語ご弊へいがあるよ！　大変だったんだよ！」

　ぼくは慌ててカウンターをたたいた。

　紅茶の注つがれたティーカップがとぷんと揺れて、アンニュイな波紋をつくりだす。

「修学旅行に対する意識が、みんな一ひと癖くせあってさあ──」




　そうとも、本当に大変だったんだ。

　たとえば副部長。

　一緒の班になってくれたんだから、ひょっとしたらぼくらの仲も雪解けムードかもしれない──と思ったんだけど。

『副部長は地域研究テーマの希望ある？　方向性だけでもいいよ。まったりしたいとか、かっちりしたいとか』

『べつに。どっちでもいい。どれでもいい。どうでもいい』

『そんなんじゃ、どこに行くとかも全部勝手に決まっちゃうよ』

『変態は変態らしく勝手にどくどくいってろ。……また女子にこういうことを言わせる』

『なんで被害者みたいな顔してるの！』

　とくになにも変わってなかった。

『……でもほら、ぼくたちは一緒の班なわけだしさ。これを機会に仲良くするとかさ』

『調子に乗るな変態。え？　乗るのは女の身体からだだけ？　なにを言ってるこの変態』

『なにも言ってないよ!?　ツッコミが亜空間すぎる！』

『日常会話に突っこむとか突っこまないとかそういう単語を混ぜるな変態』

『日常会話からそういう行為を連想するのはやめよう！』

『どういう行為のこと。図解で詳細に説明して。早く』

『……いや、だから、そういうのはやめましてですね。旅行を楽しく過ごすための話し合いをですね』

『うるさい。どうせ楽しく過ごすとかいって女子部屋にまぎれこんだり女湯にもぐりこんだりするつもりだろ。その手には乗るか変態。え？　乗るのは女の身体だけ？』

『もうそのネタは聞いた！』

　建設的な会話はなにもなし。テーマ決めを進行させる意思すら見せず、いつものつっけんどんな顔で、ぼくをじっとにらんでいる。

　でも、そんなにイヤなら、そもそもぼくと同じ班にならなければよかったんだ。

　副部長がなにを考えているのか、ぼくにはさっぱりわからない。

　ポン太たはいったいどういうマジックでもって、この娘この説得に成功したんだろう？




「──なるほど。まえから同じ部活でかかわりの深い女子に、話し合いの最中、じっと見つめられている。そういうことですね」

「……」

　むしゃり、むっしゃり。

　筒つつ隠かくしはいつのまにやらティラミスを食べ終え、ぼくのぶんのチーズケーキにまでフォークを伸ばしていた。

「……えっと。もうひとりの班員、副部長の友だちも独特でさ──」




　彼女は女子水泳部の新部長さんだ。

　陸上部の副部長とは入学当時からの付き合いらしい。すこぶる仲が良く、部活帰りに待ち合わせして一緒に帰るふたりを何度も見かけたことがある。

　運動部仲間なのは好感がもてるし、ぼくと組んでくれたのは好感を通り越して恋しちゃうのもやぶさかではない。

　最初の挨拶からして、これだ。

『よろしくねー。王子くんってどんな人なのかなーって、前からすごーく気になっていたんだよう』

　眠たげな瞳にのんびりした声。ゆるいジャージの袖をぱたぱた揺らす、やわらかな笑顔がチャーミング。

　すごーくゆるゆる、すごーくほんわか、おかげでぼくの心もすっかりぽかぽか。

　恋から一足飛びに、ふたりの愛の既成事実作りに励はげむ日もそう遠くない──かと思われたんだけど。

『最後の学年旅行だし、おーっきなことしたいと思うんだよう。諏す訪わ湖こを泳いで横断してみよーよう』

『冬だよ!?　体育会系すぎるよ！』

『でもー、王子くんも水泳好きなの知ってるよう』

『へ？』

『いーっつも見てるよねー。コンクリート塀のすきまー』

『い!?　いつ、いつからバレ……!?』

『ふふ。どーして震えてるのー。水泳好きだから二年間ずーっと見てたんでしょー？』

　ゆるゆるほんわか笑顔がじっとぼくを見ている。

　なにを言っても笑ってくれる気安さがあるかわりに、どこまでいっても笑っていられる怖さがある。たぶん笑顔と別の感情が同居できるタイプの娘こだ。

『ぜーったいいっしょに泳ごうねー。諏す訪わ湖こー』

『ごめんなさい……勘弁してください……』

『ふふ。ふふふー。どーして謝るのー？　泳ごうよう。泳げばいいんだよう』

　水泳部新部長のもとでは、もはや楽しい覗のぞきの日々は永遠に現れないかもしれない。

　タヌキ似の垂れ目がゆるゆるほんわかかわいいこわい。すなわちタヌキ少女ぽんぽこ。違う。タヌキ少女ほんわか。

　親愛と畏い怖ふの念をこめ、名前をもじって『ほんわかさま』と心のなかで呼ぶことにした。

　とんだダークホースの登場である。




「──なるほどなるほど。水泳部の女子ともねんごろになった。笑顔で見つめあった。とんだダークホースの登場です。そういうことですね」

「……」

　ずちゅー、ずちゅー。

　筒つつ隠かくしはものすごい音を立てて、ミルクティーを飲み干していた。ぼくのコーヒー？　とっくに飲まれたよ。もちろん。

「……最後に、小豆あずき梓あずさ。まあ想像つくと思うけど、動物園めぐりを強きよう硬こうに主張してさ。うちの班はそんなこんなでいまだにテーマが決まらなくて、毎日ずっと話し合ってるんだよ！　いっぱいいっぱいなんだよ！」

「毎日ずっと小豆さんと話しているのですね。いっぱいいっぱい話しているのですね」

「……話しているというか、旅行の話し合いだよ？」

「そうですね。楽しいお泊まり旅行の話し合いですね」

「…………」

「なにか言いたいことがあるですか」

「いや、ええと……。べつにぜんぜん楽しくないんだけど、仕方なくね！　筒隠のことをわざと放ほうっておいたわけじゃないんだよ。どうしようもないんだよ」

「確かに先輩はどうしようもないです」

「……………………」

　おかしいな……。

　さっきからオウム返しに相あい槌づちを打たれているだけなのに、なんだかぼくと筒隠の言っていることが逐ちく一いちズレている気がする……。

「あのう。もしかして筒つつ隠かくしさん、怒ってらっしゃる？」

「いったいなにを怒るというのですか。わたしはとっても心が広い一番さんなのですよ」

「だ、だよね？」

「いったいなにを怒るというのですか。このわたしが」

「ははは！　考えすぎだったかな！」

「いったいなにを怒られていると思うのですか。百字以内で簡潔に説明しなさい」

「……」

「なお、回答には以下の単語（※）をそれぞれ一回以上用いること。抜けのある回答は無得点とする。──（※）『一番』『約束』『色目』『代償』『切腹』」

「…………」

　あれ？　やっぱりぼく、怒られてますか？

　筒隠検定突発試験会場と化した喫茶店のなかはとても寒い。まるで肌の産うぶ毛げが凍りつくようにぴりぴりした冷気を感じる。

　たぶんアレ、ほら、冬だから仕方ないよね。黒々と濁にごった狂風が、しっぽ髪の小さな女の子に纏まとわりつきだしているのも、やっぱり冬の自然現象？　かな？

　横よこ寺でら気象観測所の筒隠予報によると、だいたい五分ぐらい耐えれば落ち着くと思われる。じかにとなりを見たら即死なので断定はできかねますが。




　五分が過ぎて、天気はやっぱり収まった。

　山の神に捧げたジャンボパフェのおかげだとする説もある。

　ともあれ一週間分のご報告が終わると、

「──それでは今週のポイントを集計するですよ」

　明日の天気を発表するような口調で、筒隠は厳おごそかに宣言する。

「班会議中に水泳部の女子といちゃつく。３ポイント。授業中にとなりの席の女子を三回チラ見する。１ポイント。部活中に副部長さんと口くち喧げん嘩かする。８ポイント。下校中に出会った女子小学生とふらふら遊びに行く。12ポイント。深夜に自宅でいやらしい番組を見る。２ポイント」

「……いつも思うんだけど、君はどうやってぼくの行動をチェックしてるの……？」

　衛星軌道上からハイビジョン盗撮でもされているんでしょうか。ぼくの後輩の情報収集能力が阿あ修しゆ羅らすぎる。

　筒隠は黒のエナメルにリボンのついたトートバッグからノートを取り出した。

　おもむろにカウンターの上へ広げられるは、昔懐かしきデザインの緑のノート。

　ジャポニカがくしゅーちょー。

　と書いて、『暗黒魔王の閻えん魔ま帳ちよう』と読む。

　ノスタルジックな香りのなかに、致死量の刑罰がしたためられた一品である。

「合計すると、今週だけで26ポイントか……結構いっちゃったな」

「あと」

「まだあったっけ？」

「……小豆あずきさんの頭を撫なでる。何度も撫でる。７０００００ポイント」

「ななじゅうまん!?」

　愕がく然ぜんとするぼくをよそに、暗黒魔王さんは悪魔のごとき数字を閻魔帳に書き書き勘定していく。

「先週の繰り越し９ポイントを足して、合計７０００００とんで35ポイントですね」

「桁がおかしいよ！　なんで小豆梓あずさのときだけ配点が異様に飛びぬけるの!?」

「逆に訊きくですが、どうして小豆さん相手だけ行動が異様に甘くなるですか」

「誤解だよ、邪じや推すいだよ、大いなる勘違いだよ！　痛くもない腹をおさわりするのは、ベッドの上だけにしてほしいな！」

「意味がわかりません。変態さんなのですか」

「筒つつ隠かくし限定のね！」

「なおさら意味がわかりません。そういうのはいいです。言葉より、行動で示してほしいです」

　つーんとそっぽを向いて、筒隠はあからさまな要求をする。

　こうなったら頑として動かない。動いた試しがない。とびっきり頑固な女の子なんだ。

　完全降伏したぼくが重加算ポイントを受け入れることを伝えると、彼女は無言で人差し指をぴっと伸ばした。

　顔だけ横を向いたまま、開いたノートのなかの表をなぞってみせる。




・１００ポイント……手をつなぐ

・１０００ポイント……足からめる

・１００００ポイント……耳にさわる

・１０００００ポイント……ぎゅっとする




　筒隠の丸っこい字で書かれた、『一番監査基準表』だ。

　要するに横よこ寺でらくん管理表である。

　ぼくの日ごろの一挙手一投足は厳格に監督されていて、他の女の子への行為で貯ためたポイントに応じて、一番の女の子が常に一番になるように調整されるのである。月つき子こちゃんは策士かわいい。

　……結構おかしな事態になっているとは思う。

　女の子ゲームのなかのバーチャルな関係なら、もうちょっと自由に行動できるんじゃないだろうか。でも、リアルの女の子はだいたいこういう仕組みになってるって月つき子こちゃんが言ってた！

「７０００３５点ってことは、七回ぎゅっとすればいいのか……」

「…………」

　心なしか背を伸ばして、身体からだを大きくふくらませようとしている筒つつ隠かくし。

　カウンターの席に座ったまま、ぼくはこの小さくてかわいい女の子を抱ほう擁ようする。

「ん……」

　むずかるような、鼻に抜けるような、曖昧な吐息が聞こえる。

　華きや奢しやな肩がぼくの胸に当たって、筒隠の薄い肉の内側を流れている血液の熱が、じんじんと伝わってくるようだ。

　腕をまわすと、片方の腕だけで一抱えにできそうなほどの大きさ。少し力をこめるだけでばらばらになってしまいそう。壊すのが怖くて、ぼくは筒隠の形を確かめるように何度も掌てのひらで撫なでさする。二の腕。脇腹。腰骨。太ふと腿もも。へその上。やわらかなふくらみ──。

「……そこまでです」

「えっ？」
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　筒つつ隠かくしが手をぼくの鼻に押し当てて、ぐいぐいと引ひき剥はがすように距離を取ってきた。たまらず小さな身体からだを胸のうちから解放するぼく。

「ポイントはすべて換算されました。おしまいです」

「え、でも、まだ一回しか……」

「これで七回分です。わたしがルールブックです。わたしがすべて管理するのです」

　筒隠はきっぱりと言った。

　と思ったら席から転げ落ちた。

　慌てて立ち上がって、内にこもった熱を追い出すように、ぷるぷると身を震わせている。

「これ以上は……変になるからダメです」

「……あのう」

「なんですか」

「ぼくのほうは消化不良気味なんだけど」

「……我慢してください」

「あのときも結局、キスの直前でやっぱりダメだって言われたんだぞ！　焦じらしっぷりが小悪魔すぎる！　たまにはキスまで到達したい！　キスしたい！　キス！　キスキス！　スキトキメキトキス！」

「欲望に正直な変態さんですね」

　そんな具合にキス、ダメ、キス、マダ、キス、ガマン、と一進一退の冬季労使交渉をしていると、

「……あの。他のお客さまもいらっしゃる時間になりましたので……」

　水を注つぎに来たウェイトレスが、『そろそろ出てけよ二度と来んなよ』という眼めをしてたので、ぼくたちはおとなしく喫茶店をお暇いとましました。

　こうして行けるお店が日々減っていくのです。良い子のみんなは真ま似ねしちゃダメだよ。




　冬の歩道に出ると、冷たい風が一気に押し寄せてくる。かじかむ寒さに迫られるようにして、ぼくらは自然に手をつないだ。

　駅前の商店街をぶらぶら歩きながら、ふと聞いてみる。

「あと何ポイント貯ためたらキスできるの？」

「……それは……ひゃく」

「百？」

「百億兆万光年ポイントです」

「せめてノートに表記できる数字にして！」

　餌は与えてくれるけど、肝心のディナーはぜったいにおあずけ。まるで調教そのものだ。小悪魔どころか、いよいよもって魔王の所業に違いない。

　筒つつ隠かくしはぼくの顔をじいっと見上げると、ぐいっと手を引っ張って、

「わたしが悪魔なら、先輩はひどい人です」

「どこがさ!?」

「わたし抜きで班結成するところとか。最後の旅行なのに……ずるい。です」

　むっつりとした声で言った。

　つながった掌てのひらのなかにぐりぐりと人差し指を走らせて、複雑な紋様の一筆書きを描いていく。まるで心のなかのぐちゃぐちゃ具合を直感的に表現したような触り方だ。

「そんなこと言われても、修学旅行はどうしようもないよ」

「……わたしも行きたいです」

「ぼくも筒隠と組めれば組みたいけどさ、学年の違いは不可抗力だから」

「行きたい。行きたい。行きたい」

「そんな聞き分けのないことを言うような娘に育てた覚えは、お父さんないよ！」

「一番って言ったのに」

「た、たしかに申しましたけどさ」

「一番って言ったのに。言ったのに。言った、のに」

「……うう」

「言ったのに言ったのに。のにのに。のにのにのにのに」

　げに恐ろしき、のにのに魔王ちゃんが爆誕した。

　どこまでいっても硬い無表情のはずなのに、もっちりした頬ほおがつきたてのお餅みたいにふくれている気がするぞ……。

　どんなにやんちゃをしたときだって、この一番ポイントを換算実行すれば、たちどころに機嫌を直してくれることが多かった。

　どうやら今日の拗すねっぷりの根は、相当に深いらしい。

　でもたぶん、ぼくにはどうにもできない類たぐいのことだ。

　高校生にとって、学年の違いは永遠の断絶に等しい。社会のシステムが二年生と一年生のあいだに遠く深く隔へだたりを生んでいる。

「あ、あのさあ！　そういえば変わったアクセサリー欲しがってたよね！」

「のにのにのに」

「こないだスカル細工のベルトを扱ってる古着屋を見つけたんだ！　すっごく似合うと思うんだよね！」

「のにのに……」

「それから映画を観みよう！　世紀の傑作、ゾンビの盆踊りセカンド！　今回のキャストも皆殺しだぜ！　ポップコーンを買って、ジュースを飲んで、愉快にスプラッタしようね！」

「……のに」

　のにのに魔王ちゃんの鼻先に大好物のにんじんをぶらさげて、どうにか会話を成立させるぼくらである。

　本日もたいへん楽しいスプラッタデートでした。




「もし、ご迷惑でなければ」

　別れ際、バスの停留所にて。筒つつ隠かくしはぽつりと言った。

「修学旅行のしおりを貸してください」

「いいけど、なにに使うの？」

「先輩の行程表を見て、いっしょに旅をしている気分になるのです」

「ああ、いいね。そういうのは大事だよね」

「今ごろ先輩は宿に着いたかなとか。みんなとお寺を見てるのかなとか、旅行を楽しんでいるのかなとか」

「うんうん」

「小豆あずきさんとどんなお話をされているのかなとか」

「うん……」

「小豆さんと手をつないでいるのかなとか。よもや小豆さんと腕をからめているのかなとか。まさか小豆さんと一線を踏み越えたかなとか」

「旅のしおりが関係なくなってるよ！　人生という旅に行程表はないんだよ！」

「先輩の人生に行程表があったらとっくに管理しているです。のに」

「その『のに』は文法的におかしい！　発言内容も倫理的におかしい！」

「一番って言ったのに」

「戻っちゃった！」

　ぼくは自分の頭をがしがし掻かく。

　……筒隠はこのごろ、自分からすこぶる要求するようになった。

　こないだのタイムリープとその結果が、良くも悪くも、彼女に影響を与えたのだろう。

　それを喜びこそすれ、そこから逃げていいはずがない。

　過去の思い出と引き換えに、未来の想おもいを誓ったんだから。

　一番だって約束したんだ。

　だから一番の女の子はずっと一番であり続けなければならないのだ。一番監査基準表を持ち出すのは、筒隠の当然の権利なんだ。

「わたしには、なにもできることがないですから」

　筒隠は小さな声で言う。

　──だから、そのかわりに──。

　続く言葉はよく聞こえなかった。

　ぺこりとしっぽ髪を下げて、バスのタラップに乗りこんでいく。

　後ろ姿を見送ってから、ふと頭上を仰あおぐと、太陽は薄い雲のなかでかすんで見えた。

　修学旅行先はこの季節、空気が冴さえ冴ざえと澄み渡るそうだ。都会の街で見るより、日輪の形もくっきりと見えるかもしれない。

　こないだのオープンスペースであったような青春の喧けん騒そうが、その高い空の下で花火みたいに広がっていくのだろう。

　どうしてぼくらは同い年で生まれなかったんだろうな、と考えても詮せん無ないことを考えた。
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　ところで、最近は本当に忙しい。

　連日の班会議もあるし、陸上部もあるし、期末試験の勉強もある。それからもちろん、一番の女の子の要求にどう応えるか考えないといけない。

　正味の話、だれかさんが不安視するほどには、行きずりの女の子と戯たわむれたりなんだりする余裕はないのである。

　心配された結果として管理されるのは、まあ、悪い気はしないけどね。時代の最先端を生きる、草食家畜系男子と呼んでくれ。

　ただ、そんな魔王さんの監視のもとで、ポイント制度からも唯一お目こぼしをいただいているお仕事がある。

　受験生、筒つつ隠かくしつくしの専属講師だ。




「……さて、本日の勉強のお時間なわけですけど」

「で、あるか」

　鋼こう鉄てつさんは腕組みして、深々と眼めを瞑つぶった。そうすると睫まつ毛げが驚くほど長いのがわかる。

　この時期、放課後の図書室は自習の生徒で大おお賑にぎわいだ。あんまり大声を出せなくて、自然、ひそひそ声の会話になる。

「こないだ出した課題はやってきましたか？」

「是非におよばず」

「いやあの」

「人間五十年、下天のうちを比ぶれば、課題のひとつふたつなど瑣さ末まつなことなり」

「つまりできてないんですね……」

「うむ！　さっぱりわからんかった！」

　鷹おう揚ように首を上下させる鋼鉄さん。

　濡ぬれ羽ば色いろのポニーテールは艶つややかにまとめられ、目もとは涼やか、顎あごのラインもとってもシャープ。ボディラインではしなやかな筋肉とやわらかなふくらみとが、健康的な友好関係を結んでいる。

　圧倒的なカリスマ性と凛りんとした美貌とを兼ね備えた、戦国武将さながらの雰囲気をもつ佇たたずまい。それが、筒つつ隠かくしつくしという女の子の外見だ。

　ほんともう、見た目だけなら完璧美人。容姿的にもぼくの初恋にして理想どおりの女の子なんだけどなあ。

「おまえも忙しいさなかに大義であるが、むやみに根を詰めても仕方あるまい。今日は休みとしよう」

「根も詰めてないし知識も詰めこんでないじゃないですか……」

「おそらく勉強場所に難のある可能性がある。学校でなければ本気だす。私も修学旅行いきたい」

「本気出す気が一切ないな！　部長は昨年行ったでしょ！」

「毎年、行き先は違うではないか。今年はどこだ？」

　地域研究対象の県を答えると、鋼こう鉄てつさんは瞬まばたきして考えこんだ。

　しばらくして、「善ぜん行こう寺じ、兎と隠がくし神じん社じや、諏す訪わ大たい社しや？」と首を傾かしげる。

「そうです、なんだかお寺とか神社とかがいっぱいあるみたいですね。行ったことがあるんですか？」

「昔、誰ぞから聞いたことがある。……あれはだれだったか、私がお参りするのはよくないとかなんとか」

「なんですか、それ？」

「ううむ……こう、喉に引っかかるようなそうでもないような……たぶん現地に行けば思い出せる気がしないでもないような……。なので私も修学旅行いきたい」

「結局それが本音か！　部長は自分の状況を認識してください！」

「……言わんとするところがよくわからんな。率直に言うがいい」

「もうすぐセンター試験なんですけど」

「あいや待て。率直に言われると傷つくかもわからんので、やっぱり陸上で喩たとえるがいい」

「いいから勉強して！　勉強しろ！　勉強、勉強、さっさと勉強！」

「陸上で喩えろと言ったのに！」

　鋼鉄さんは耳をふさいでじたばたする。美人なのに、しゃべると一気に幼くなってしまう人なのである。




　彼女の勉強の面倒を見始めて、もう一ヶ月になる。

　もしかしたら、なにを無駄な努力をしているんだろうと笑っちゃってる人がいるかもしれない。

　でも彼女と彼女の優しいお母さんの名誉のために訂正しておこうかな。

　鋼こう鉄てつさんは、決して、勉強ができないわけじゃない。

　たとえば国語。現代文こそ平均以下だけど、古文漢文は鼻歌まじりに全問正解もザラだ。

　社会は日本史頼り。中世までは無双状態。ただし、蒸気船に乗ったペリーさんが浦賀にいらっしゃるあたりから漂流しだす。世界史や地理は東アジアに強い反面、漢字圏から一歩でも外に出るとおしまい。

　数学は初しよ等とう幾き何かの図形問題までは問題なかったらしいが、方程式の分野に入って、ｘとかｙとかπとかサインコサインタンジェントが出てくるあたりで爆発。

　理科は地学物理生物化学、どれも等しく消息不明。

　……英語？　頭からダメだと決めつけるのはよくない。七つまでなら書けるようになったよ、アルファベット。

　というわけで、つまり。

　鋼鉄さんは勉強できないわけじゃなく、まったく勉強していないだけだ。具体的には七歳ぐらいから。

　今もなお十年前の知識のみで戦っているのだから、むしろこれは超絶天才といっても過言ではない。たぶん幼稚園でお受験したら天下を取ってた。

　残念ながら時は過ぎ行き、一月のセンター試験まであと一ヶ月。

　論理的に考えると百パーセント詰んでるんだけども、かつての神童つくしの潜在能力を考えれば奇跡が起きないとも限らない。

　ぼくと月つき子こちゃんとふたりで、ダメっこお姉さんをまっとうな大学にもぐりこませようと悪戦苦闘しているんだ。




「そういえば、スポーツ推薦の話は来なかったんですか？」

　なにも一般入試だけが大学への道じゃない。

　鋼鉄さんはこう見えて、インターハイ女子やり投げで全国三連覇だ。

　さらっと言ったけど、これ、結構ガチですごいことだよ。陸上界ではかなりの有名人で、雑誌の表紙を何度も飾っている。美少女アスリートとして在京キー局の取材まで受けたこともあった。引く手あまたでもおかしくないはずなのにな。

「来たには来た。担当者が雁がん首くび並べて菓子折り持参でぞろぞろとな」

「へえ！」

「だが、即日お断りさせていただいた。私の決断力に酔いしれるあまり、月子も感動して泡を吹いておったぞ」

「……ちなみにどこ大学です？」

「早……なんとか大学だったか、明……なんとか大学だったか。よく覚えておらんが、さして聞いたことのない大学名であった」

「バカー！」

　ぼくは机を引っくりかえした。

「あ、あわわ、なにをするのだ！」

　鋼こう鉄てつさんは涙目になって、ノートやらなにやら拾い集める。だが涙目なのはぼくも同じ。むしろぼくのほうが泣いてる。殴られたやつも痛いけど殴った拳も痛い理論。

「なんで断ったの!?　いいじゃんそこで！」

「だ、だって私にも人生設計というものが……」

「いつまでもマサチューセッツばっかり言っててどうするんですか！　このままじゃどこにも行けずに月つき子こちゃんのぐうたらヒモ生活へ一直線ですよ！」

「心外だ！　私とて、まさちゅっちゅ大学はいささか難易度の高いこともとうに自覚しておる。第一志望だけが受験ではない。手ごろな地元の大学を滑り止めに考えているのだ！」

「な、なんだと……」

　ぼくは眼めを擦こすった。なんか今、鋼鉄さんが受験生っぽいことを言った！

　手ごろな大学、だってさ！

「滑り止めという発想はあったんですね。よかった、ごめんなさい。見誤ってました」

「いやなに、私も言葉足らずであった。きちんと現実を見据えていることはわかってくれるがいい。受験生たるもの、夢見る子どものままではいられないのだ」

「偉い！　さすが高三！　大人っぽい！　お姉さんの魅力！」

「いやいや、照れるな……もっと言うがいい」

「年上妻！　包みこむ優しさ！　姉さん女房は金かねのわらじをはいてでも探せ！」

「たはは、参った参った、うむうむ……うむうむ……」

　ぼくが手放しに誉ほめそやすと、鋼鉄さんはむふむふむふと身をくねらせた。満腹になった獣の仔のような、邪気のない笑い方だ。

「で、地元の滑り止め大学ってどこですか？」

「これは異なことを言う。我々は由緒正しき東京都民であろう」

「まあ、そうですね」

「なれば地元の誼よしみを考えるに、あれを置いて他にあるまい」

「……どこです？」

「なんだなんだ、知らんのか。ほら、東京だいがく？　とかなんとかいうとこ」

「…………」

「なあに私の学力をもってすれば、あんな学校なんぞお茶の子さいさい」

「うおっしゃらーい！」

　ぼくは机を引っくりかえした。

「あわわわ、だからなにを！」

「さっきのは月つき子こちゃんの分。そしてこれは今も必死に戦っている受験生の分だ！」

　ぼくは今超泣いてる。泣きながら鋼こう鉄てつさんの机を二転三転七転八倒ころがしころがし。今ここで成敗しなければ、全国のみんなに許してもらえない気がする。

「近頃の横よこ寺でらは凶暴だ……やはり勉強は人を変えてしまう……」

　鋼鉄さんはしょげかえって、散らばったノートやら駒こまやらを拾うのだった。




　……駒？

　よくよく見たら。

　鋼鉄さんのテーブルの上には、明らかに勉強道具ではないものが載っている。

　なんか高そうな盤と木彫りの像が並んでいる。ありていに言えば、手作りの和風チェスみたいな代物だ。

「なんですか、これ？」

「よくぞ聞いてくれた。先日机に向かっていたとき、ふと天啓が閃ひらめいてな」

「はあ……」

「そこから艱かん難なん辛しん苦くの末に編み出した、世界に唯一つの競技！」

　鋼鉄さんは思わせぶりに指をひとつ立てて、

「──『筒つつ隠かくし奨しよう棋ぎ』だ！」

「あのですね部長、『これはなんですか』って質問には、これは勉強と関係あるんですか、っていう非難のニュアンスが含まれているんですけど」

「あるわけないだろうおまえはなにを言っているのだ」

「えー……」

「これは私が全精力を費やして彫り上げた盤駒である。八種類二十個の駒を操って敵陣を制圧するのだが、各おの々おのの駒に力関係がある。たとえば『槍』は『猫』に強く、『猫』は『太陽』に強く、『太陽』は『槍』に強い。そして全階層の最上位に君臨するのが『月子』だ。どうだこの月子駒、いーってしてる顔がよく似ていると思わぬか。これを彫り出すのには並々ならぬ時間が必要であった。日付にしてざっと一ヶ月──」

「……一ヶ月って……」

　ぼくは自分の頭がテーブルに突っ伏す音を聞いた。

　筒隠奨棋の素晴らしさを語る鋼鉄さんの声が、上から滔とう々とうと降ってくる。いわく、家内安全。いわく、延命長寿。いわく、開運招福。あげくのはてには、目先の勉強に拘こう泥でいする愚かしさまで話が発展する。

　スカイブルーの涼やかな眼まな差ざしは、どこまでもイノセント。悪気は皆無。ただシステマチックな現代社会に適合できないだけである。

　もう無理だ。この人に受験とかぜったい無理だ。

　だれか、彼女を引き取って永久就職させてやってください……。
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　下校時刻を知らせる鐘が鳴るころには、あたりはすっかり闇のなかだ。

　冬の校舎はどこか薄気味悪くて、生徒たちもあんまり長居したくないらしい。夜の到来を示す静かな暗がりが、廊下の隅から忍び寄ってくる。

　二年生のロッカー前で、ぼくは肩を落とした。

「……どうしよう」

　両手の上には筒つつ隠かくし奨しよう棋ぎ。

　結局、すべてをあきらめて、鋼こう鉄てつさんと楽しく遊んでしまったのだ。

　とても盛り上がった。盤上で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに暴れる月つき子こ駒ごまをどう抑えるかが勝負のポイントだった。最終的には月子ちゃん無双すぎて禁止駒に指定されていた。本人にバレたら、魔王ポイントがもりもり貯たまってしまう気がする。

『この一式はおまえにやるから、旅行中に特訓しておくがいい』

　ご満悦の鋼鉄さんからゲーム一式まで押しつけられてしまった。

　いや特訓するのはいいんですけど、ぼくが修学旅行に行っているあいだ、鋼鉄さんは勉強をですね。うん。しないよね。

　茶色い巾着袋のなかから、駒を適当につかみあげる。

　まったく、無駄に力作だ。

　高さは十センチ、幅は五センチぐらいの木彫りの像。荒削りながら、どれもこれも精魂こめて作られている。鋼鉄さんは彫刻刀さばきが上う手まいのかもしれない。

　そういえば、一本杉の丘にある猫像も、大昔に彼女が彫ったって言ってたっけ？

「おっと」

　つかんだなかに、そのミニチュア猫の像が混ざっていた。

　意識しているのかしていないのか、ちゃんと二種類ある。手招きしている猫と、その反対、手を自分側に向けている猫。

　筒隠家には二種類の猫神がいる。

　引き渡す猫と引き寄せる猫。いい猫とわるい猫。

　ツカサさんがぼくにそう教えてくれたはずだった。筒隠姉妹の優しいお母さん。昔のぼくが、大好きだったはずの人。

　今のぼくはもう、彼女への気持ちを本当の意味では覚えていないけれど。覚えておけなかったというこの胸の痛みすらも、いつか忘れてしまうのだろうけれど。

　ぼくの思い出はすべて消える。いっさいがっさい、なにもかも。

　そういうふうにできている。

「……？」

　なんだか、一瞬、手のなかで。

　ふたつの猫の駒こまが動いた──ような気が、した。

「いや、まさかね……」

　見れば見るだによくできている。駒の細かいところに陰影が入って、まるで生きているかのようだ。

　表情も違っている。うっすら笑っている猫と、まるで笑わない猫と。

　そのうち、どちらかがしゃべりだしてもおかしくない雰囲気。

　……うん。

　このゲームはちょっと仕し舞まっておきましょう。

　君子危うきに近寄らず。いい加減、ぼくも学ばないとね。

　巾着袋と盤をロッカーに押しこんで、ぱんぱん、と手を打ってお払いのポーズ。

　一仕事終えた気分で振り返ると、




「…………ふうん」




　暗がりのなかにジャージの赤がぼうっと浮かんでいる。

　階段の手前で、副部長がじっと立ちつくしていた。

　崇すう拝はいする鋼こう鉄てつの王おうを真ま似ねした短めのポニーテールは、いつものつっけんどんな雰囲気を漂わせる。

　だけど、なぜだか黙ってぼくを測るように見つめている。その眼めになにが映っているのかよくわからない。

「……どうしたのこんなところで。ぼくに用事？」

「そんなわけない。なんなの」

「いつもと微妙に違うから。なにか怒ってるのかなって」

「考えすぎ」

「そうかな……」

　短い言葉は必要最低限の応答で、やっぱりどうにも居心地が悪い。

　男子たるもの、心地よい居場所は自分でつくるに限る。相手が女の子ならなおのこと。ぼくの爽やかコミュニケーション能力をごらんあれ。

「ところで、君って部活終わりのときによくプリン食べてるよね」

「それがなに」

「プリンのぷるぷる加減は発育に影響あるのかな？　どう思う？」

「は？」

「だから、君のプリンがいい形をしているなって」

「……──っ」

　副部長は眼めを丸くした。それからばっと自分の胸をかかえて、

「変態。死ね。即席人民裁判だ。なにがプリンだ。ばか。見るな。考えられるかぎりの残虐な刑にあえ。殴られろ。蹴られろ。縛られろ。斬られろ。捻ひねられろ。捩ねじられろ。刈られろ。削られろ。炙あぶられろ。煮られろ。茹ゆでられろ。千ち切ぎられろ。齧かじられろ。食べられろ。捨てられろ。埋められろ。掘られろ。集められろ。纏まとめられろ。売られろ。飾られろ。いろいろられろ。らりるれろ。なにがらりるれろだ。ばか。変態。くたばれ。くたばれろ」

「なんという過剰防衛……」

　一の石投げに百の爆撃で報復する、マシンガン罵ば倒とうが返ってきた。

　でも、これですよこれ。彼女の芸風はこうじゃないとね。変態とか死ねとか言ってくれない副部長なんて、調子が狂ってしまう。いやべつに罵ののしられて興奮する趣味はないんですけども。

「……笑うな。なんで笑う。ばか」

　副部長はふいに黙ると、眉み間けんにしわを寄せた。

　片手でなにか放ほうってくる。キャッチしてみると、それは今しがた仕し舞まったばかりの駒こまのひとつだった。

「そのゲームの駒。あたしももらった」

「うん？　ああ、君も部長に誘われたんだ」

「先にもらった。あたしが先にもらった」

　副部長はつっけんどんに繰り返した。

　やっぱり、妙に雰囲気がおかしかった。わざわざ強調しなくたって、君らが仲いいことはわかっているのにね。

「大丈夫だよ。ぼくなんか、無理やり押しつけられただけだからさ。受験生とあんまり遊ばないでやってね」

　ぼくが肩をすくめると、副部長は不機嫌そうに眉をつりあげる。

　副部長もたいがい鋼こう鉄てつさんが好きすぎるから、悪い遊びの相手になっていてもぜんぜんおかしくない。そういや筒つつ隠かくしすごろくなんてゲームもあったな。懐かしいな。

　あのときも最終的には、部長のためとはいえ、ぼくと親睦を深めようとしてくれたんだっけ。

　なんだかんだいって、この娘こは仲間思いのやつなのである。たぶん。

「修学旅行さ」

　ぼくは手を差し出した。これから仲良くやろうという意味をこめて。

「なんとかテーマ決まってよかったね。小豆あずき梓あずさが言ってたよ。君が一緒の班になってくれたおかげで、楽しめそうだって」

「べつにあたしは。話に乗っただけ」

「うん。でも小豆梓は本当に喜んでたんだ」

　ほほえむぼく。手を差し伸べ続ける。

　友だちの女の子、放ほうっておけない大事な女の子を、楽しませてあげることができる。

　その一点だけでもう、ぼくと副部長は仲間のような気がするんだ。

「だからべつに。あたしは」

　副部長は唇を噛かむ。明らかな苛いら立だちを示す。

　隠し通してきたことをつまびらかにするかのように。

「修学旅行なんか行きたくなかった」

　──だから関係ない、と。

　旅行委員だったはずの彼女は、手を振り上げ、ぼくの手を音高く払った。

「……なにが、どこが気に入らないの？」

「なにもかも。どこもかしこも」

「楽しみじゃない？」

「楽しみじゃない」

「少しも？」

「少しも」

「……そんなこと言わないでくれよ。小豆梓は旅行をとっても楽しみにしててさ」

「はっ」

　ぼくの言葉をハサミで断ち切るように、副部長は鋭い息を出した。

「こないだ見た」

「……見たって、なにを？」

「日曜の朝。街。おまえが女子とべたついているところ。カノジョでも部長でもない人と」

「なっ……」

「口出しはしない。したくもない。でもカノジョと旅行の楽しい計画なんて言って。その口で別の子と校外でデート。あげくのはてに部長とも学校でいちゃいちゃ。なんでそんなことできる」

「…………」

「おまえ、いったい──なんなの？」

　にらむ副部長。うつむくぼく。

　ぼくと小豆梓は付き合ってるわけじゃないんだよ、なんて説明したところでどうせ同じ。最悪の男から最低の人間に方向性が変わるだけだ。

　短い沈黙のあとで、

「あたしとおまえは違う。おまえのようにあたしは考えない。あたしが考えることはおまえにはわからない。あたしはおまえになれない。おまえはあたしになれない」

「そんなの、わかってるけどさ……」

「わかってない。わからない。ずっとわかりあえない」

　きっぱりと背を向けて、

「あたしとおまえは異邦人。いつまでも他人だ」

　階段を下りていった。

「…………」

　ひとり取り残されたぼくは、はたかれた痛みが残る手で、そっと自分の心臓のあたりを擦さする。

　副部長と話すときは、罵ば倒とうのないほうがつらい。

　冷えて固まった敵意をぶつけられている気がした。
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　だれかのためにどんなにがんばろうとしても、だれにもわかってもらえるわけじゃない。

　人の根っこの気持ちを百パーセント伝えることはできない。

『ほとんどだれとも、一つになんかなれない』

　かつてドストエフスキーが予言し、村むら上かみ春はる樹きが固めた概念だ。

　自分と他人のあいだには、透明な膜が張られている。

　普段は意識できないぐらい薄いけれど、その障壁を完全に取り払うのは、友達にだって恋人にだって親子にだってできやしない。

　陸上部期待のホープがどれほど快足を飛ばしても女子高の校門は決して乗り越えられないように、どこかに必ずコミュニケーションの限界点がある。

　まったくさ、女の子ビデオのなかのモザイクを消し去るほうがよほど簡単だ。機器さえあれば、わくわく女の子ランドをスイッチひとつで堪たん能のうできるからね。やっぱり時代はバーチャルですよ。爆はぜろリアル！　弾はじけろブラウス！　のボタン！　セクシャルハラスメント・ディス・ワールド！

「……やれやれ……」

　いいんだ。

　副部長にわかってもらえなくたって、いいんだ。

　ぼくにはやらなきゃならないことが多すぎる。

　だれをも幸せにするためには、きちんと人生の行程表を定めるところから始めなくちゃいけない。

　だけど時間は待っちゃくれない。

　ぼくがぼんやり考えこんでいても、地球は勝手にぐるぐる回っていく。

　下校の鐘は鳴り続けるし、容赦なく学校の門は閉じられる。家に帰ればもう夕飯。お風呂に入って机に向かってあれこれ悩むうちに真夜中で、夜が終われば朝になる。




　──そして、青春行きのバスが出る。

　高校生活最後の旅行が始まるのだ。














２．ふたりがひとつになったなら




　家に帰るまでが修学旅行です。

　というお決まりのセリフがあるけど、逆に言えば、家を出たその瞬間から修学旅行モードにならなくちゃいけない。

　旅行初日。

　朝から気持ちは張り詰めて、学校に来るだけでもいっぱいいっぱい。

「……逆向きのふくろにしがみつくコアラの赤ちゃんみたいにくたびれちゃったの！」

　といったようなことを主張して、小豆あずき梓あずさはバスのなかでくうくう寝始めた。

　まだ出発して十分ぐらいのときだ。

　高校二年生をいっぱいに詰めこんだ、四台の旅行バス。車窓に流れるのは見覚えのある景色ばかりで、東京都どころか、ぼくらの街すら脱出していない。

「やっべ着替えのパンツ忘れた！」「カラオケしようぜカラオケ」「ていうか席替えしねーの？」「今日晴れてよかったねー」「ダブリーハイテイツモマンガーン」「お菓子まわすから適当に食べて」「ガイドさんケータイ番号教えてください！」「酔っちゃった……」「撮るよー、はい、チーズ」「最初はどこのサービスエリアだっけ？」

　わーわーぎゃーぎゃー、バスのなかはどこもかしこも騒がしい。

　後ろからトランプとポテチも回ってきた。パーティーゲームをしようということらしい。

　みんなで全方位打ち上げロケット的に盛り上げていこうよって雰囲気が車内に充満している。楽しい楽しい修学旅行の匂いでむせ返りそうなぐらいなのに、

「にゃふり……」

　ひとりだけ小豆梓は寝こけている。座席と座席のあいだの隙間に頬ほおをうずめて、周囲の熱気とはまるで断絶されている。いいのかな、これ。

「ふふー。さーっそく旅のロマンを満喫してるよう」

　前の席の背もたれの上から、ほんわかさまがほわんと笑顔を見せた。

　制服の袖をだらんと垂らして、ゆるーい手つきで小豆梓の頬をつっついている。

「集合時間の一時間前に学校来たら、アズアズはとーっくにいたよう」

「早すぎるよ……」

「昨日の夕方からテントを張って、徹夜で校門に並んでたんだってー」

「早すぎるよ！　いくらなんでも早すぎるよ！」

「なにがなんでも遅刻するもんかーって鋼の意思が感じられるよう」

「鋼はがねの意思が重すぎる……。こんなに荷物いらないと思うんだけど」

　畳まれたテントに寝袋、お土産を入れる用の超巨大ボストンバッグ、ガイドブックと釣つり竿ざお、ザイルにアイゼン、水着に花飾り、各種マンガとカップラーメン、ミネラルウォーター空き缶猫缶非常食。

　小豆梓の席のまわりだけ、異様に積み重なった荷物の山で狭苦しい。明らかになにかの空気が違う。冬の山でサバイバルするとか、夏の海へバカンスに行くとか、そういうプランはいっさい予定してないんだけどな。

「やっ……」

　ぼくらのひそひそ声の横で、小豆あずき梓あずさはわずかに身じろぎした。

　自己主張しないとっても謙虚な胸の前には旅のしおり。決して失ってはいけないパスポートのように、繊せん細さいな指がぎゅっと握りしめている。

　──ああ、そうか。

　ぼくは少し笑う。

　小豆梓という転校生の女の子にとって、修学旅行というのは特別な意味を持つ。まえの学校ではいろいろあったんだよね。旅行、本当に楽しみだったんだよね。

「……よしよし」

　しおりの上に掌てのひらをかぶせると、小豆梓の指はゆっくりとほどけていく。

　いくらか姿勢がリラックスして、ぼくの肩にしなだれかかってくる。

「えへへ……」

　どんな夢を見ているのか、口もとがくぷくぷと幸せそうにゆるんだ。

　ウェーブがかかった髪がさらりと揺れて、なんだかくすぐったい。肩に乗せられた頭はほんのりと温かかった。

　ぼくは小さな息をつく。それを見て、ほんわかさまはゆるゆると笑う。

「王子とアズアズ、ふたりはー」

「うん」

「一周まわってお似合いのカップルだよう」

「一周まわってお似合いなら、まわるまえからお似合いなんじゃ？」

「ふふー。さすが王子くーん。さらっとノロケみたいなこと言っちゃうよう」

　──チッ！

　ほんわか空気を割り裂くように、前方から爆撃機のような重低音が響いてきた。

　と思ったら副部長の舌打ちだった。

　ほんわかさまのとなりの席に座る彼女は、今日も朝からご機嫌ななめ。ぼくらのほうをつっけんどんに見ては、冷たい敵意を投げこんできている。

「ふふふふー、マイマイってばもー、ヤキモチー？」

「ばか」

「王子くんとばっかり話してて悪かったよう、マイマイのことはこれからいーっぱい構ってあげるよう」

「触るなうるさい。おい。どこに手を。おい。おいこら」

「いーくーよーうー、わーきーばーらーシェイプー！」

「ばかやめばかおいばかやだばか」

「ぷにぷにー！」

「ばかばかばかばかばかばか」

　タヌキ似の女の子とキツネ系の女の子による、いちゃいちゃキャットファイトが前の席で始まった。もはや辛抱たまらない。ぼくも女の子とのプロレスごっこを専攻分野にしているんですけど、おたがい知見を深めるために共同研究しませんか？

　……やれやれ、とぼくは席に座りなおした。

　女の子の人間関係、ってやつはよくわからないけれど。

　たぶん、ほんわかさまとツンデルさんは、いい友だちなんだろう。昨日よりも少しだけ、副部長の憎悪が薄まっているような気がした。

　最後の旅行で喧けん嘩かなんかしたくないんだ。本当のところ。

　いくらか身体からだから力が抜けて、ぼくはとなりの眠り姫に体重をあずける。

　今回の目標は、小豆あずき梓あずさに楽しい思い出をつくってあげることだ。

　ただただ平穏のうちに修学旅行が終わればいい。だれも哀かなしまない。なにも喪うしなわない。なにかのドラマは起こりえない。

　山なし落ちなし意味なし、猫の不思議な力なんていっさいがっさい蚊か帳やの外。

　そういう優しい話があったって、たまにはいいと思わない？
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　だからどうか──どうかこのまま、みんなを幸せにできますように。

　ぽかぽかの暖気につつまれたバスのなか、小豆あずき梓あずさとふたり、肩を並べて少し眠った。
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　祈りが通じて、修学旅行は平和裏に終わりました。

　おしまい。




　なんて感じで、ここから先のページは鋼こう鉄てつさんに妹観察ぽわぽわ絵日記でも描いてもらってお茶を濁にごせたらどんなにいいかと思うんだけど、残念ながらそうは問屋が卸さない。リアルに卸してもらえない。

　物語には必ず山があって谷がある。ハッピーエンドはカタストロフィのあとに。優しいだけの話は物語たりえない。そういうものなんだ。

　波乱の兆きざしは、宿に着くころにはもう芽を出していた。

　初日に班別行動はなく、全体行動で資料館やお寺を訪問するだけである。高速道路から一般道に下りて、ＪＲの大きな線路を横切ると地域の資料館がある。

　そこから少し走れば『善ぜん行こう寺じ』という古こ刹さつに到着する。最初にして最大、今日のメインスポットだ。

　なんでも善行寺には、むかし善行を積み重ねた偉いお坊さんがいて、困っている人に自分の財産やらなにやらどんどん分け与えていったのだけれども、最終的には無一文になってひとりぼっちで死んじゃった──という伝説があるらしい。

　オスカー・ワイルドの『幸福な王子』、日本バージョンといったところか。どこの国にも似たような話が伝わっているものである。

　自分の大切なものを他人に贈り続けて、最後は消えてしまう幸福な王子。

　きっとだれにでも起こりうる、ごくごく普通の、ありふれた出来事なんだろう。

「んー……」

　専用の駐車場でバスから降りて、大きく伸びをする。サービスエリアの休憩やら資料館の見学やらを眠ってやり過ごしたおかげで、身体からだの節ふし々ぶしが痛い。

　まだおやつどきだというのに東京とはずいぶん気温が違う。吐く息は白く、肌を刺すような冷気がまとわりついている。四方八方、どこを見ても山ばかりで、みんな決まって雪の帽子を冠している。

　集合時間を告げられて、ぼくらは思い思いに散った。

「あの、あのね……」

　景色を眺めて歩いていると、小豆梓にそっと脇腹をつつかれた。

「……ん」

　ぼくは少し考えて、掌てのひらを差しだした。

「えへへへ！」

　小豆あずき梓あずさはぎゅっとにぎってくる。

　顔をくしゃくしゃにして、身体からだ中じゆうでうれしそうに笑っていた。

　──とくん。

　心臓がふいに大きな音で鳴る。

　この胸の鼓動は、もしかして。

　幸せにしたい女友だちと手をつなぐなんて、世の高校生ならだれでもやっていることだ。こんなことに深い意味なんてないはずなのに勘違いしないでほしい。勘違いしたら死んじゃうんだから。死んじゃうっていうか、殺されるんだから。むごたらしいお仕置きで殺されちゃうんだからね！　この胸の鼓動は明らかに恐怖！　やめて助けて魔王ちゃん！

　そうやってふたりでのったらのったら参道をゆく。

　このあたりは典型的な門前町だという。駐車場から坂を上っていくと、三十人三十一脚で百メートル走のできそうな大きな参道があり、両脇に土産物屋や料理屋が軒を連ねている。瓦屋根の昔ながらの佇たたずまいが歴史を感じさせる。

「あれなにかしら！　なにかしら！　ね！」

「なんだろうね。ふしぎだね。おもしろいね」

「ちょっと寄ってもいいかしら！　いいかしら！　ね！」

「いいよいいよ。好きなところ行きなよ」

　小豆梓は見知らぬ道を散歩するわんわんみたいに、ぱたぱた尻尾しつぽを振るようにしながら、視線を忙しく左右へ向ける。次第に参道をあっちへ行ったりこっちへ行ったり、そのたびにぼくもリードよろしく繋つながる手に引っ張られて、そっちも行ったりどっちも行ったり。

「そういえばね、横よこ寺でら」

「うん」

「なんだかバスのなかでとってもいい夢を見ていた気がするの。たしか、ビーバーのお姫さまが魔法の指輪を手に入れて、中つ国のエンジェルフォールをめぐる冒険に出る夢よ」

「ロマンがあるね」

「それでね、それでね、嵐の火山に王子さまを閉じこめる暗黒魔王と死闘を繰り広げて、さっぱりきっぱりぱりぱりに燃やして勝っちゃうの！」

「最高の結末だね。正夢になるといいね」

「う、うん！　えへへ……」

　土産物のキーホルダーを見比べながら、ふたりしてなんでもないところで笑う。

　幸せフィーバー状態の小豆梓を見ていると、こっちまで幸せ確変モードに突入しそうだ。フロイト教授に夢を診断させたら、どういう深層心理が抽出されるのかは興味深いところではあるけどね。

「チッ……」

　ぼくらのごくごくとなりで、なにかのキーホルダーを握りしめながら、同じ班の副部長がにらんできていることなんてもうぜんぜん気にならないよ。正味の話。




　坂道の中腹まで差しかかると、シャッターの閉まったお店のまえに半円状の人だかりができていた。

　外国人の陽気な笑顔、フラッシュの光、それに手拍子と拍手。

　歓声が人を惹ひきつけ、人が歓声を拡大再生産して、老ろう若にやく男なん女によ、多種多様な国籍の観光客で局地的な盛り上がりを見せていた。

　歴史あるお寺のことだ、油売りや講釈師のたぐいでもいるのかもしれない。もしくはちょっと特殊な客寄せをするお坊さんだろうか。比び丘く尼にの不謹慎な魅力にうら若き高校生が籠ろう絡らくされていく、爽やか王子の新境地開拓ルートはありますか？

「……なにかしら？」

「……なんだろね？」

　小豆あずき梓あずさと新婚夫婦よろしく、もしくは忠犬とご主人よろしく視線をかわして、ぼくらは人ごみのなかに入っていく。

「──くるくるミラクルクルリンパ♪　ラブラブラビットピットイン♪」

　なにやら脳髄を蕩とろけさせてくれそうな歌声が聞こえた。

　人だかりの中心には、物販でもなく、お坊さんでもなく、魔女っ娘こルックの少女がいる。

　日曜朝の女児向け番組に出てきそうな、いまどきの魔法少女だ。

　フリルのついたステッキを振りながら、もっとフリルのついたワンピーススカートの裾を無邪気に左右に振っている。

　背格好から見たところ、小学生か中学生。

　ぼくの知り合いでたとえるなら、例の宇宙怪獣ツインテール。

　ポルラローラさんちのエミとだいたい似たような年齢だろう。

「キュートにハートをぎゅーっとしちゃうの！　マジカルロジカルエマヌエーラ、かれーにきれーにかきくけこーりん！」

　というかエミ本人だった。

　神出鬼没、天使で悪魔でときどき天あまの邪じや鬼く。でもいい子。ぼくの昔の友だち。

　地中海の陽光きらめく鮮やかな髪に、くりっとした人懐こい瞳。頬ほおがぷにぷにしていて、つついたら柔らかそうだ。背伸びして浮いた踵かかとが宙に躍り、そのたびにワンピースの裾がエンジェルの羽みたいにめくれあがる。

「あのねあのね、マジカルエミのおはなし、みんなにちょっと聞いてほしいの！」

　にひー、という砂糖菓子のような笑顔を周囲に振りまいて、周囲の大人におねだりコミュニケーション。

「オウジーザス！　ジャパニーズテンプルファッキンゴッド！　目線コッチクダサイ！」

「にひひ、はいチーズ？」

「オウオウオウ！　イッツアカワイイ！　ファッキンモウイチマイ！」

　一眼レフカメラを構えた外国人のお友だちも爆釣りである。アメリカもアジアもアキバも世界はひとつ、親近感がわくね。

　……でも、エミはこういう層に媚こびを売ることが苦手だったはずなんだけど。いつから宗旨替えしたんだろう？

　マジカルロジカルエミは、ステッキを振って一回転。

「みんなにお願いなの。ぜんこーじのね、なるべく裏手には──!?」

　そしてぼくと眼めがあい、すべての動きがぴたりととまった。

「やあ、お楽しみのところ、悪かったね」

「…………」

「教会の聖歌隊に所属する子がお寺のまえで魔女っ娘コスプレするのって、敵の敵は味方みたいな感じなのかな。その発想は悪くないと思います」

[image: ]




「…………」

「あ、ぼくも写真とっていい？　旅の記念に一枚」

「………………」

　バッグを開けてカメラを探しだしたあたりで、エミはぶるぶる震えだした。

「な、なんでここに……!?　ちがッ、これはちがうの、ぜんぜん違っ！」

「いいんだよ。なにかのアニメの真ま似ねをしても恥ずかしいことなんてないよ。君の年頃ならぎりぎりアウトだよ。そこがまたいいんだよ」

「だから違うんだっつーの！　あたしはこんなことやりにゃくなふっ！」

「おや噛かんだ。かわいいかわいい」

「子ども扱いすんにゃー！」

　つやつやの髪を撫なでぐり撫でぐりしてあげると、魔女っ娘こエミの頬ほおがみるみるうちに真っ赤に染まった。うーん、マンダム。

　紳士の読者諸しよ兄けいも意見を同じくしてくれるところだと思うんだけど、羞しゆう恥ちにもだえる幼女を見ていると、表現の自由と司法の限界のラグランジュポイントを探索したくなるよね。イエスロリータ、ゴータッチ！

「離せやにゃ！　これにはわけが！」

「いいんだよいいんだよいいわけしなくていいんだよ」

「いいわけないだろ聞けっつの！　へ、変なとこ撫でんな！　ここはとてもよくないんだって！」

「よくない？」

「そう！　すっごくよくないの！　それでパパがあたしをむりやり！」

「すっごくよくない？　よくないパパがむりやり？　ありだねそういうプレイも。今日からぼくが君のパパだ」

「こいつぜんぜん話聞いてないっ!?」

「聞いてるよ聞いてる。そういえばパパの話ってあんまり聞いたことなかったけど、やっぱりそういう系のご職業なのかな？」

「そういうってどういうのだ！　ふつーに大学教授！　民俗学の！」

「ああ、マジカル界のチャーム学とかそういう……」

「違うっ！　話を聞っぐにゃー！　だ、だからどこ触ってるんだっつーの!?」

　エミの小学生ボディを欲望のおもむくままに玩具おもちやにしていると、

「……こっちもいいかしら。撫でてもいいかしら」

　となりで、うずうずと身体からだを揺らす女子高生型撫でぐり予備機がひとり。

　女の子は大概かわいいものと小さなものが好きである。ついでに小豆あずき梓あずさはアニマル喫茶のエースメイドさんであるからして、コスプレにも造ぞう詣けいが深い。つまり小さくてかわいくてコスプレしているエミなんて、鬼も金棒でホームランをかっとばす絶好球なのだった。

　小豆あずき梓あずさが伸ばした手はしかし、

「──やっ！」

　びくっ、と首をすぼめたエミに弾はじかれた。

「あ、あら？　撫なでられるのはイヤだったかしら……」

「……っ！」

　エミはこわばった顔で唐突に口を閉ざし、ぼくと小豆梓を見比べる。

「ああ、えーと。修学旅行なんだ。ぼくら一緒の班で──」

「…………！」

　ぼくの説明なんて聞いちゃいなかった。

　マジカルロジカルエマヌエーラは地面を強く蹴ってジャンプ。ぼくの身体からだを軸にした、アクロバットな人力インメルマンターン。

　唖あ然ぜんとする小豆梓を置き去りにして、人垣をかき分け、脱だつ兎とのごとく逃げていく。

「オウ……ミラクルプリティーガールファッキンバイバイ……」

　滂ぼう沱だと流れる涙とともに、熱い別れに感動している外国人のお友だちと、

「……アマゾン川でワニを見たような眼めつきをされたんだけど、どうしてよう……」

　別の意味で泣きそうになっている小豆梓がそこに残されるのであった。

　ぼくは小豆梓の頭を撫でておく。ぼくの右手は女の子を撫でるお仕事で商売繁盛満員御礼である。

「まあまあ、あの娘こも見かけのわりにいい大人だからさ。そんな悪い意味はないと思うよ」

「悪くなくてなんで逃げるの？」

「たとえばほら、小豆梓を見てたら急にワニ革のバッグが欲しくなってアマゾンの買いものに出かけたとかそんなんじゃないかな」

「慰めかたがあまりにおざなりすぎるでしょ!?　ううう、嫌われてるのかな……」

　悄しよう然ぜんとうなだれている、わんわん改めワニ子さん。

　でも、仕方のないことだ。

　ワニ子さん自身覚えていないし、もうみんなも忘れていると思うのだけど、小豆梓のなかにはよくない猫の神様が入っていたことがある。そいつがエミをひどく怖がらせたので、かっこいいぼくがかっこよく成敗したのである。

　そう──大鐘の鳴り響く時計塔のてっぺん、地中海の香りを纏まといながらの丁ちよう々ちよう発はつ止しの冒険活劇。ぼくの人生で五本の指に入るぐらいの名シーンだった。

　覚えてないよ、という人はべつに思い出さなくていいです。読み返す必要もない。横よこ寺でらくんのかっこいい見せ場があったと記憶に上書きしてくれれば幸い。真実は投げ捨てるものだ。

　ともかく、それ以来、エミは小豆あずき梓あずさをひどく苦手にしている。目もつ下かのところ、解決する方法は見つかっていない。

　友だちと友だちが友だちになるのは、世界平和と同じぐらい難しいことなんだ。たとえどんなに心を砕いたって、ぼくらはとなりの人とさえ一つになれやしない。

　やれやれ、とぼくは小豆梓の背中を押して歩いていこうとして、

「……？」

　魔法少女を失って崩れていく人垣のなかから、突き刺さるような視線を感じた。

　落ちくぼんだ眼めをした、年齢不詳の男だ。

　皺しわのよったパーカーを着こんで、ほつれたフードを目ま深ぶかにかぶって、大きなマスクをして、ふたつの瞳だけを垂らした前髪の間から覗のぞかせている。

　一言も言葉を発さず、一瞬も視線を離さず、じっとぼくらを見ていた。

　彫りが深く、整った顔立ちだとは思う。テニスプレイヤーかレースドライバーあたりとしてテレビで紹介されれば人気を博しそうな西洋風のイケメンだ。

　だけど、昏くらい眼孔の奥に潜む光には、ねっとりとした蜘く蛛もの糸で捕らわれていくような錯覚があった。なにかよどんだ泥でい濘ねいに踏みこんだように足元が粘ついている。

「……ねえ、行くんじゃないの？」

「あ、うん……」

　散歩したくてたまらない小豆梓わんわんに手を引かれて、ぼくも歩き出す。

　見た目で人を差別するやつは最低だ、というのが横よこ寺でらくんちの家訓である。

　ぼくは女の子ビデオに出てくる女の子を愛している。どんな面めん貌ぼうの女の子だって愛せる自信がある。

　天は人の上に人をつくらず、人の下に人をつくらず、女の子の下に女の子を作らず、ぼくの上に女の子を作るべき。天上天下女性万歳の原則にのっとり、他ひ人と様さまの風貌をつべこべ言うような人間にはなりたくない。

　……そこのところを踏まえて、なお言うけれど。

　なんだか──いやな眼の男だな、と思った。
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　善ぜん行こう寺じの巨大な二階建ての山門に辿たどりついて、小豆梓とそろって楼ろう上じようの額を見上げる。

　ぼくのひいおじいさんのひいおじいさんのそのまたひいおじいさんの生まれるまえから掲げられているらしい、善行寺の名前。くすんだ歴史の色が観光客たちを静かに見下ろしている。

「……大きいわね。横寺の背中ぐらい、大きいわ」

「……大きいね。その喩たとえはよくわからないけど」

　小豆あずき梓あずさの比ひ喩ゆのレパートリーに横よこ寺でらくんも加入したよ。喜ぶべきなのかどうなのかよくわかりませんが、楽しんでくれているようでなによりです。

　記念に写真をとろうとしたところで、カメラをバスに忘れたことに気がついた。

　幸福を証明するには、形に残る証拠が必須である。副部長とほんわかさまに小豆梓のことを頼んで、思いっきり舌打ちされたけどまあいいや、いったんバスまで戻ることにした。




　参道を下り、表通りから一本外れたところに、善ぜん行こう寺じ専用の大きな駐車場がある。

　何台も観光バスが止まっていて、未来の移動式集合住宅のようだ。

　喫きつ煙えん所で煙草たばこを吸っている運転手さんやヒゲダルマ先生と目礼を交わして、ぼくはバスの合間をすり抜けていく。

「……うん？」

　ちょうど遠目にぼくらのバスが見えたときである。

　不自然に、バスの周囲でうろちょろしている人影があった。

　学校の制服ではなかった。もちろん教師の背格好でもない。

　フロントガラスにはぼくらの高校の名前が掲げられているのだし、前方の座席には、小豆梓の持ちこんだテントとか寝袋とかがごろごろしているのだから、バス間違いならすぐに気づけるはずだ。

　なのに、開けっ放しのドアから中の様子を窺うかがってみたり、ぐるぐる回ってみたり、ステップを登り降りしたりなんだり。

　ファー付きのダッフルコートとカーキ色のズボン、深い帽子に濃いサングラス、それに顔の半分を覆おおうマスク。

「さっきの……とは体格が違うけど」

　先刻の男を縦に縮めたような風貌が、自分は怪しいものだと全身でさけんでいる。

　そういえば観光スポットには、不ふ埒らちなことをたくらむ不ふ逞ていの輩やからが出没するらしい。無人のバスのなかにはたくさんの荷物が置かれたままだ。

　小豆梓の幸せな旅行史に、いっぺんの染みたりとも垂らしてなるものか！

　ぼくの心にふつふつとたぎっていく正義の友だちパワー。心がガソリンを燃焼させて、陸上部元期待の星の脚力タービンを回転させる。

　陸上界におけるベン・ジョンソンばりの低い姿勢でロケットダッシュ、敵は目前、思ったよりもぜんぜんちっちゃな女の子。しっぽ髪が揺れる頭にいざタックルし──っぽ？

　しっぽ髪？

「…………え？」

　すんでのところで突撃中止命令を下したぼくのことを。

「…………む」

　しっぽ髪の女の子がじっと見ている。

　やがて、マスクをぺろりと剥はがして、

「……先輩。こんなところで偶然ですね」

　ぼくらの街から、山越え谷越えはるか西に二百五十キロ。中部地方の一大都市においてたまたま感動の再会を果たした体ていで、筒つつ隠かくし月つき子こは平然と言った。




「よし……誤解がないように、ひとつひとつ整理していこうか……」

「そうですね。誤解されては大変ですからね」

　人目を避けた、バスのなか。

　一番前の席にちょこんと腰かけた筒隠に、尋問を開始するぼくである。

「どうやってここまで来たの？」

「お小遣いを使って、青春十八切符を利用しました」

「学校は？」

「お休みをいただきました。一年生の旅行は一週間後ですし、休むタイミングとしてはちょうどよいです」

「……なんでここに？」

「家の地図にダーツを投げたら、たまたまここに刺さりました。先輩はどうしてここに。あ、なるほど修学旅行ですか。そうですか。考えてみれば、ここのお寺さんは観光予定にあったですね。これはびっくり。ぜんぜんさっぱり意識してなかったです」

「……ところで、どうして眼めをそらしているのかな？」

「そんなつもりはまるでまるきりまるまるなかったのですが、これではわざわざルートを調べて押しかけてしまったみたいですね。軽い気持ちで先輩の旅のしおりを借りたのが、こんなところで疑われる原因になるとは、とっても遺い憾かんの極きわみであるですよ」

「月子ちゃん？　なんで窓のほうを向いてしゃべってるの？」

「それにしても、たまたま同じ時間に偶然こんなところで運よく出会うなんて、予想だにしていませんでした。わたしの意思はちっともこっきりさっぱり関係していなかったとはいえ、神様はときに恐ろしいことをするですね……」

「ぼくの眼を見て言おうね!?」

　うそつきは雄ゆう弁べんになるというのは本当だ。

　無感動の瞳はかたくなに遠くを見つめ、固ゆでの一本調子にしゃべるばかりである。

　肩をがっくがっく揺さぶったけれども、がくがくと小さな身体からだが前後に揺れて、何の抵抗もない。しらばっくれているとも言う。

「……あのね筒隠。言いたいことはいろいろあるんだけどさ」

「そうですか。わたしからはあんまりないので大丈夫です」

「いくらなんでも、いくらあれがそれでこれでも、いくら月つき子こちゃんが月子ちゃんをするとしても！」

「ふむ」

「学校をサボってまで修学旅行に先回りしちゃうのは、さすがに反則だと思うよ……」

「ちょっとわからないのですが、『月子ちゃんをする』とはどのような用法ですか」

「月子ちゃんがたいていの月子ちゃんをすることは構わないんだけどさ、こんなふうに月子ちゃんをするのは月子ちゃんのためにもならないよ」

「ちょっとまだわからないのですが、わたしがわたしをするという用法は、ひょっとすると失礼さんな活用をされているのですか。変態さんですね」

「変態ではない！　ぼくが変態なのでは断じてない！」

「それではいったい、だれが変態さんだというのですか」

「聞いちゃう？　真実を明らかにしちゃう？」

「どういうことですか。わからないことをいう先輩ですね」

　人差し指を立てて、まったくもう、みたいに叱る真ま似ねをする筒つつ隠かくし。

　その仕し種ぐさはたいへん可愛かわいらしいのですけれども。

　冷静に考えて、かなりギリギリのラインまで近づいているからね。修学旅行先に来るって言うのはね。ぼくが逆の立場で月子ちゃんみたいなことやったら大変だよね。白と黒のパンダカーで即刻護送されて、対象の半径百メートル以内の接近を禁ずる系の判決が出てもおかしくないよね。

「……ほんとに、違うのです」

　筒隠はぷすっと短い息をついた。

「ここで会うつもりはなかったのです。わたしもＴＰＯぐらいわきまえているですから」

「てぃーぴーおー……つつかくし・ぱふぱふ・おっぱい？」

「話を聞いてください。思いつきだけでしゃべらないでください。思いついたら我慢できない変態さんですね」

「その変態さんの使い方は正しいよ！」

「どうして少しうれしそうなのですか。変態さんで喜ぶ変態さんなのですか」

「どちらかといえば、君が正しい側に回ることへの安心感かな……」

「意味がわかりません。でもともかくそういうことなのです。たまたまうっかり駐車場まで来たはいいものの、先輩が見当たらなかったので、うっかりたまたま迷って近づいてしまっただけです。遠目に様子を見たら、本当はすぐ帰るつもりだったのです」

　わかりにくい言い方だけど。

　修学旅行を眺めたかっただけで、顔を出す意思まではなかった。そういうことなんだろうか。

「わたしは、付き合いの長さも深さも一番になれないですから──」

　筒つつ隠かくしは不意に口を滑らせた。

　正確に言えば、口を滑らせたふうに見えた。自分の口を小さな掌てのひらで覆おおったけれど、続きの言葉も聞こえてしまう。

　──せめて近さでは一番にならないといけないのです。

　そう言おうとしたはずだ。確かに。

　ぼんやりぼくを見上げている筒隠。

　その表情は依然としてわかりにくい。だけどもちろん、彼女は無感動のアンドロイドではないし、ましてや鉄仮面の魔王様でもない。

「……やっぱり、ご迷惑でしたか」

「あ、いや……」

「……ごめんなさい……」

　筒隠月つき子こという淋しがりやの女の子は、小さな肩をすぼませて、小さな声で言った。

　荷物だけが転がる、空っぽの青春旅行のバスのなか。とっくに解いたはずの迷路にまた迷いこんで、自らの在あり処かを見失ってしまった迷い猫のよう。

　何年経たっても永遠に埋められない年の差をまえにして、独りぼっちで無人のバスに取り残されている。

　その姿がなんだかとてもかわいくて──かわいそうで、ぼくはそろそろと手を伸ばし、

　──とたん、ケータイが鳴った。

　小豆あずき梓あずさだ。

　反射的に、電話をとってしまうぼく。

「も、もしもし？」

「もしもし！　ずいぶん時間かかってるけど、カメラ見つかった？　大丈夫かしら？」

「う、うん、べつ、べつに、ぜんぜん大丈夫だけど……」

「………………」

　通話口を掌でおさえるぼくを、筒隠は大きな瞳でじっとり見上げてくる。

　──あ、ず、き、さ、ん、ですか。

　さっきまでの視線とは明らかに違う。なにやら謎のプレッシャーを感じるのはなんででしょうね！　わかりません！　わかりたくありません！

「いまどこなのかしら」

「ど、どこって、まだバスだけど」

「本当？　あのね、舞まい牧まきさんがね。ずいぶん帰りが遅いものだから心配しちゃって。横よこ寺でらは変態で女たらしだから、リョコウバトの火遊びよろしく、バスのなかで女の子と楽しんでるんじゃないかって。様子見てくるって息巻いてそっち行っちゃったの」

「…………」

「そんなこと、あるわけないじゃない、ねえ？　まあでも、こっちもそろそろ見学終わりの時間だから、ちょうどいいからバス戻っちゃおうかなって。あら、聞こえてるかしら？　もし、もしもーし？」

　ぼくはケータイを耳に当てたまま、おそるおそる、首を窓に向けた。

　駐車場の入口に副部長が見える。

　軍規に厳しい鬼上官のごとく、厳しい顔つきでこちらをまっすぐに目指してくる。

　一方、バスのなかにはぼくらだけ。

　修学旅行中、なぜかこっそり逢あい引びきをしているぼくらだけ。

「こ、この状況は……」

　……どんな状況だ。よくわからない。

　よくわからないが、なんだかとってもまずい気がします。

　旅行中に生徒が犯した不始末は、全権を委い譲じようされた旅行委員たちの緊急会合によって、糾弾かつ収束させられる。不始末かどうか判断に難しい事案における委員招集の有無も、ひとりひとりの旅行委員の胸三寸で決まる。

　ただでさえ、副部長には睨にらまれているのだ。

　よからぬ想像をもとに騒ぎ立てられ、旅行委員の特権行使、すなわち緊急会合で修学旅行をめちゃくちゃにされかねない。

　小豆あずき梓あずさの幸せな旅を阻害する要因は、断固としてつぶすしかない。

　でも、なにをつぶすっていうんだ？　月つき子こちゃんをつぶす？　そんなバカな。手乗りサイズになった筒つつ隠かくしは持ち運びしやすくて便利かもしれないけれども、どっちかといえばもっとあちこち大きく育ってほしいのです。栽培的成長促進派。

「──って、そんなこと想像してる場合じゃなくて！　まずい、まずいぞ！」

「むっ」

　一方、席に腰かけたまま、真顔でファイティングポーズをとっているリトルボクサー筒隠さん。

「えっと、君はなにをして？」

「お気になさらず。どうやらわたしの本気を見せるときがきたようですね」

「どうしてそんなにやる気満々なの!?　むやみに戦乱を巻き起こすのはよくないよ！」

「平和に犠牲はつきものです。先制攻撃ドクトリンによって、現代社会に強固な秩序と序列が作り上げられていくのです」

「どこの独裁者だ！　危険だからそういうこと言うのはやめようね！」

　周しゆう章しよう狼ろう狽ばいしているあいだも、刻一刻とデッドラインが近づいてくる。

　だがしかし、こう見えて、ぼくは冷静沈着な判断ができる男である。

　理知的に物事を把握し、論理的に状況を分析し、クールにピンチをエスケープ。

　親愛なるみなさまにおかれましては、横よこ寺でらくんのそういう華麗な活躍を何度も眼めにしてくれていることと思う。

　今だってそうだ。

　ぼくはぼくがもちうるかぎりの胆力でもって即断即決即行動。

　つまり、筒つつ隠かくしの小さな身体からだを抱え上げたのだ。

「せ、せん、ふあっ、なにを」

「いいから全部ぼくに任せて！」

「まかせてうまくいったことが──」

　事態は極きわめて切迫している。

　１．迫りくる副部長に見つかるわけにはいかず、

　２．ガチンコファイトクラブ月つき子こちゃんに乱暴はできず、

　３．幸せいっぱい小豆あずき梓あずさを悲しませてはいけない。

　この難題を切り抜ける方法はただひとつ。

「少しだけだから！　少しだけ、なかに入れるだけだから！　痛くしないから！」

「なむ、な、よう、と、あふもぁうぁぅ──」

「ちょっときついかもだけど我慢してね！」

　筒隠をボストンバッグに詰めこむしかない。

　小豆梓が持参した荷物のひとつ、ありあまるお土産用の空間がこんなところで役に立った。ぱちぱち瞬まばたきして固まるばかりの筒隠には、少し苦しい思いをさせることになるかもしれない。まあでも、月子ちゃんはこういう狭いスペースに潜もぐりこむのを性癖にしてるところがあるから問題ないよね！

　バッグのチャックを閉めて荷物の山に押しこんだとたん、

「おい。なにをしている」

　間一髪のタイミングで、副部長がバスのなかに上ってきた。

「ご、ごめんごめん。カメラがリュックの奥に入ってたみたいでさ。どたばたしてたらテントが崩れちゃって、ちょっと荷物整理してた」

「…………」

　副部長は不審げに鼻を鳴らして、バスの後方まで見回っていく。無人の車内には、もちろん潜む人影などあるはずもない。

「いま。だれかと話していなかったか」

「え、そ、そう？　気のせいじゃない？　誰と話すっていうのさ。もうひとりの自分と？　見えない妖精さんと？　それとも頭のなかの女の子？　ぼくの脳内にはどんなニーズにも対応できる、七種の属性の女の子が取とり揃そろえられているよ！」

「うるさいばか。くたばれ変態。……おかしい。人影ふたつ。あったのに」

　副部長は釈然としないように首をひねっていたけれど、やがて黙って自分の席に腰かけてしまった。

　窓の外では、大勢の生徒たちが三々五々、バスへと戻ってきていた。

　どうやら出発する時間が近づいてきているらしい。小豆あずき梓あずさとほんわかさまの姿も見える。

　それからいくばくもたたないうちに、バスは人数点呼を終えて動き出した。




　筒つつ隠かくしはぜんぜん暴れなかった。

　まるでお出かけ用の鞄かばんに入れられた仔こ猫ねこのように、ボストンバッグのなかですっかり息をひそめてくれていた。

　ぼくの脳内プランとしては、次の休憩所で隙を見計らってキャッチアンドリリース。

　ボストンバッグから放出された月つき子こちゃんは、電車を使っておうちに帰る。小豆梓には気づかれない。副部長も不愉快にさせない。

　まあ横よこ寺でらくんは仔猫に噛かみつかれるかもしれないけど、それぐらいの犠牲は許されるよ。最大多数の最大幸福。ぼく以外のみんながみんな幸せ。

　ただ、キャッチしたあとのリリースの時間が与えられなかったことが最大の誤算だった。

　バスは私道をとろとろ走ってすぐ止まる。

　善ぜん行こう寺じの裏手がそのまま今日の終着点、ぼくらの宿だったのである。

　旅のしおりをろくすっぽ読まず、月子ちゃんに渡したのが仇あだになった。人生という旅に行程表はないのだが、修学旅行で予定を把握できていない学生って正直ろくな大人にならないと思う。あるいは大人になるまえに痴ち情じようのもつれで刺されて死ぬ。

　すっかり夕暮れの刻限だった。

　西日が山の稜りよう線せんを茜あかね色いろに染め、地面に伸びる影の領域を徐々に大きくさせていく。

　善行寺の裏手の林に隣接しているせいか、古くひなびた日本旅館には必要以上に昏くらい影が差している。

　窓にはまだ灯あかりのともされていないところが多く、黒々とした玄関が巨大な顔のように口を開けて広がっていた。

　小豆梓は車窓にべたっと鼻の頭を押しつけて、瞳をきらきら輝かせる。

「すてき！　象の墓場みたいに雰囲気のある旅館ね！」

「そうだね。象が墓場だね。ひょっとしたら墓場の象なのかな。象すなわち墓場。あ、少し荷物持つよ」

　おざなりにもほどがある返事をして、ぼくはボストンバッグ（in 月子ちゃん）を慎重に肩に担ぎ上げる。

　窓ガラスに淡く反射するその姿は、まさしくクリスマスのサンタさん。世が世ならぼくも聖ヨコデラウスとして崇あがめ奉たてまつられてもおかしくないのだが、千七百年ぐらい遅く生まれたせいでどうやら未成年者略取監禁罪に該当してしまう気がする。

　かくなるうえは、みんなとはぐれたふりをして列を外れ、旅館の地下室とか、どこか人目のつかないところで月つき子こちゃんおよび犯罪歴をリリースするしかない。

　列を外れることにかけては、横よこ寺でらくんはプロみたいなものである。なにせ人の道を外れっぱなしだからさ。

　旅館の玄関には『ペット持ちこみＯＫ』の看板がかかっている。考えてみればバッグ入りの女の子も広い意味ではペットみたいなものだよね。人の道は外れても旅館のルールは守ろう！

　ぼくはみんなと一緒にバスを降りて、堂々と旅館に入り、あれよあれよとロビーの端で整列させられ、班ごとの点呼を受け、先生のありがたい訓示を受けて、割り当てられた部屋を目指して階段を登る。

　列を外れる？　いつからそんなことができると錯覚していた？

「旅館！　すごいわ、すごいわ、お土産がいっぱい！」

「点呼！　すごいわ、すごいわ、人間がいっぱい！」

「階段！　すごいわ、すごいわ、段がいっぱい！」

　箸はしが転んでもおかしい年頃の小豆あずき梓あずさが、テンションあげぽよでぼくのとなりをがっちりキープしているんだもの。この娘は今までどんな世界に生きてきたのかな？

「…………近い近い近いです…………」

　ぼくの肩の上に鎮座ましますボストンバッグが、胎動する火山のごとくぐらぐら揺れている。なにかの抗議みたいに揺れている。

　ぎしぎしと軋きしむ階段を登ることしばし、三階が小豆梓たちの部屋だ。廊下の突き当たり、『梅の間』。

　気づけばぼくの周りは女の子だらけになっていた。

「あのー。王子くん、なーんでここにいるのー？」

「なんとなく……」

「男子と女子の泊まる階は違うよう。王子くんは女の子になりたいのー？　ちょんぎってあげるよう」

「な、なにを!?」

　ほんわかさまが横脇からほんわか笑顔でぼくを見てきた。なお、ほかの女子はスリッパの裏のベンジョコオロギを見るような眼めでぼくを見ていました。

「王子くんは肌がすーべすべだから、女の子姿も似合うと思うよう」とほんわかさま。

「言われてみればありかも？」「だめだめむりー」「百聞は一見にしかずだし！」「そうです実際に先輩の着替えた姿を見てみないとわからないです」とそのへんの女子たちの声。

「似合うとか似合わないとかどうでもいい。摩すり下ろしてしまえ」と副部長。

「その手つきは女の子がしてはいけない！」とぼく。

「そ、そんなの困るわよ！　暴力反対！」と小豆あずき梓あずさ。

「そうですまだ使い道がたくさんあるです」とボストンバッグ。

「なんの使い道だなんの──……。誰だいまの」と副部長。

　みんながぼくを見る。

　世にも珍しいしゃべるバッグさんが慌てたようにくしゃみのふりをする。けほん、けほん。ほにゃん。にゃっほん。もういい、わかった。黙れ。黙ってください。

「おい。まさか変態。まさかその中身」

「いや、違う、違うんだよこれは！」

「にゃほん。にゃん。にゃーん。です」

「………………」

　そして世界に永えい劫ごうの沈黙が降りた。

　凍りつく空気と刺さりまくる視線の嵐のなかで、ぼくはぎこちなく笑って、肩の上のボストンキャットさんを担ぎ直す。

「じゃ、じゃあ、そろそろこのへんでお暇いとまをですね……」

「──まあ待て。変態。部屋でゆっくりしていけ」

「そうしたいのはやまやまなんですけど田舎の母が宇宙のクジラで急用がですね」

「いいから。とっとと来い。その猫バッグごと」

　副部長が冷ややかな表情でくいくいと手招きしていて、ぼくはそれでなにもかもあきらめた。
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　梅の間は十二畳ぐらいだった。

　宿の部屋割りは男女ごとに分けられていて、旅行班の数字の若いほうから機械的に六人部屋を埋めていくようになっている。たとえばＣ─七班のぼくは、六班や八班の男子と五階あたりに泊まるはずだ。

　この部屋は小豆梓と副部長とほんわかさまに加えて、Ｃ─六班の女の子たち三人が利用するらしい。

　テーブルを隅に退どければ、たぶんなんとか六人分の布団は敷けるだろう。その程度の広さだ。

　申し訳程度の床の間に掛け軸が飾られていて、障子の向こうの窓辺には板敷の床に椅子と机が置かれている。壁際に重量感のあるテレビがあり、その前の木目の浮いたテーブルには急須と湯のみが用意されている。

　そんな変哲もない和室が、いまや取とり調しらべ室しつに早変わり。

「ほんとーに連れこんだのはツッツーちゃんだけなのー？　余罪があるなら自供したほうがいいよう」

「そんなに何人も持ちこむほど頭おかしくないよ！」

「修学旅行に後輩一人を拉致してきちゃう時点で、王子くんはじゅーぶんとんでもないんだよう……」

「……むしゃくしゃしてやった。今は反省している」

　ぼくは床の間に正座させられて、膝の上に座布団と枕を大量に乗せられている。危うくテレビとテーブルまで重石おもしに追加されるところだった。女の子はときに残虐である。男の子はときに被虐心豊かである。つまりご褒美ですね。

「はー。まさかここまでやる人だったなんて、マイマイがいつも言ってるだけあるよう」

　ほんわかさまがつくづく感心したように、ほんわか笑う。

　一方、部屋の反対側で丁重にもてなされているのは筒つつ隠かくし。

「大丈夫？　ひどいことされてない？」「ちょーかわいそー」「許せないし！」

　同室の女の子たち三人によって、脱出に失敗したマジシャンのようにボストンバッグから引き出されながら、

「先輩を責めないでください。先輩は悪くありません。悪いのはわたしです」

　うなだれて真実を告白している。

「いやほんとさ！　よく考えたらぼくはベストをつくしたんじゃないかなって！」

「そうです。なにもかもわたしの責任です。許してください」

「もちろん許すよ！　だからみんなもぼくを──」

「……さすがに王子くん、被害者に罪をなすりつけるのは最低だよう」

「あれえ!?」

　ほんわかさまが神妙に首を振って、座布団の重石を追加しだした。

「後輩ちゃんはいいこだなあ、もう！」「ちっちゃくてかわいー」「これも食べるといいし！」

「ありがとうございまふ。もふ……先輩は悪くなもっきゅもっきゅ……」

　先輩の女の子たちからお茶菓子を大量に振舞われて、真犯人筒隠はハムスターみたいに頬ほおをいっぱいにさせている。ダメだこれ、良心が食欲に負けるパターンだわ。

　真実は密室のなかでかくもたやすく隠いん蔽ぺいされてしまうのである。取調室の可視化が早急に求められます。

「……ふふ」

　眼めがあった小豆あずき梓あずさがくすっと笑ってくれて、なんだか救われたような気分になった。




　女の子たちによる話し合いの結果。

　修学旅行のちょっとした冒ぼう険けん譚たんのひとつとして、この梅の間で筒つつ隠かくしは匿かくまわれることになった。

「見回りに来たら布団に潜もぐってね！」「どきどきすぱいすー」「今のうちにお泊りセットとか買い出しにいくし？」

「ジャージをパジャマにするつもりだったから、ツッツーちゃんは余った浴衣を使うといいよう」

　ほんわかさまと女の子たちは、小さくてちょこまかしている筒隠を構いたくて仕方ないらしい。放ほうっておけば、包んで畳んでシーツを敷いて抱き枕にしてしまいそうな勢いだ。

「すみません。助かります。ご飯も買いに行きます」

　筒隠はいちいち頭を下げながら、少しためらうように視線を流した。

「……あの。構わないですか」

　目的語のない言葉の向かう先には小豆梓。

　のんびりお茶をすすっていた彼女は、あいまいな筒隠の問いかけに、きょとんと首をかしげた。

「なんのことかしら」

「わたしが、お邪魔しても」

「どうして？　もちろん、いいに決まってるじゃない！　旅は道連れゾウの群れ、話し相手が増えるのはうれしいもの！」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなしに、小豆梓は花が咲くように笑う。

　そういえば、ほんわかさまたちの会話にはあんまり参加できてなかったね。人見知りするタイプなんですよね。そっと涙するぼく。

「そうですか。ありがとうございます」

　筒隠はひょこんと首をすぼめた。

　小さな拳に視線を落として、ぐにぐにと座布団に押しつけている。どこまでも無表情だ。小豆梓の優しさに対する照れ隠しなのかもしれない。生きつ粋すいのファイターとしてパンチの練習をしているのかもしれない。

　……できればパンチのほうじゃないといいなあ。

「じゃあ申し訳ないけど、筒隠のことを頼みます」

　ぼくがみんなに頭を下げると、筒隠はこちらを見て目くばせ。メッセージ受信。

　──計画通りですね。

　いやいやいや、そういう計画じゃなかったよね！　とアイコンタクトするぼく。まだぼくはいまいち釈然としないところがあるんだけど！

　──大丈夫です、お茶菓子おいしいです。とむしゃむしゃ筒つつ隠かくし。

　ダメだこれ。ぜんぜん伝わってない。ぼくらのコミュニケーション能力がピンチ。ついでにこの部屋の食糧事情も大ピンチ。

　しかしまあ、とにもかくにも、めでたく筒隠はぼくらの旅行に合流できたわけである。

　こんな簡単に関係者全員の了解がとれるなら、あんなにバスのなかで焦る必要はなかっ──あれ？

「──ちょっと待った！　副部長はどこ!?」

「マイマイ？　旅行委員の会合に出席してくるーって、ずいぶん前に出てったよう」

　ほんわかさまがゆるーい手つきで廊下を指さした。

「ま、まずいって！」

　ぼくは慌てて立ち上がった。座布団の重みで足が痺しびれて、くらくらする。

「どしてー？」

「先生に報告しに行ったのかもしれないじゃないか！」

　旅行委員には旅行を監督する責務がある。おまけにぼくのことが嫌いだ。後輩持ちこみ事件なんて、緊急会合を開くには充分すぎるじゃないか。

「だから、どーしてそう思うのー？」

　ほんわかさまは制服の袖をゆるゆると振った。

「だ、だって！　ことが発覚したら、少なくともぼくは謹慎処分を食らって、旅行どころじゃなくなるかもしれないし！　目障りなやつがいなくなって万々歳じゃないか！」

「んー。マイマイは王子くんにそんなことしないよう」

「するよ！　嬉き々きとしてするよ！　だれよりも率先してするよ！」

「でもマイマイが誘ってきたんだよう？　王子くんと一緒の班になろーって」

　ほんわかさまは心底不思議そうにゆるゆる袖を振っている。

「なのにわざわざ引っくりかえすよーなことしないと思うよう」

「え……」

「そうだよ、本当は私らのグループと食べ歩き旅行するはずだったのに」「ざんねんむねーんはらきーりー」「だから他の人誘って班を組み直したんだし？」

　Ｃ─六班の女の子たちも口々に加勢した。

「……それはポン太たが頼んだからじゃ……」

「頼まれたのはそのとーりだよう。でもねー、何ヶ月もまえから約束してたのに、ちょーっと頼まれたからって簡単に予定を変えると思うー？　マイマイにその気がなかったら、こーいう班構成にはなってないよう」

「そんな……」

　頭がくらりと軋きしむ。足元の踏み台をとつぜん外されて、視界が歪ゆがんでいるかのようだ。ぼくの世界の副部長像とほんわかさまの世界の副部長像がさっぱり合致していない。

　言葉を見失ってしまったぼくの後を継いで、「つまり！」と小豆あずき梓あずさが猛然と手をあげた。

「舞まい牧まきさんは横よこ寺でらが好き！　とか！」

　……この娘はどこに眼めをつけてるんですか。いくらなんでも、それはない。なんでも好き嫌いの感情に押しつけていいのは、少女マンガの登場人物だけだよ。

　そんなふうにしらっとする空気のなかで、恋愛マンガも大好きな小豆梓さんは大興奮。

「反目する二人の間で不死鳥みたいに燃え上がる感情！　それが恋だと気づいた瞬間、ロマンチックがノンストップでフルスロットル！　きゃー！」

「ううんそれは百パーセントないよう」

「でもでも、でも！　まさかのまさかで！」

「『たとえ地球最後の二人になってもクラゲと交尾したほうが子どもができないぶんマシ』ってマイマイ言ってたよう」

「あうう……」

「『生理的に無理だし理性的に無理だし理由が無くても無理なものは無理』ともマイマイ言ってたよう」

「そこまで言わなくても……いいとこだっていっぱい……」

　噴き上がる恋愛脳に水をぶっかけられて、小豆梓はしょんぼり引き下がっていった。「むしろ逆によかったではないですか」とかなんとか、筒つつ隠かくしによしよしと頭を撫なでられて慰められている。

　ただし本来慰められるべきはぼくだと思います。告白してもいないのにこっぴどく罵ののしられたぼくだと思います！　だれか早く慰めてあげてよ！

「……でもー、それは恋愛対象じゃないよーっていうだけで」

　ほんわかさまがちらとぼくを見る。

「王子くんもあんまりマイマイを誤解したらかわいそうだよう」

「誤解ってぼくはべつに、一方的に嫌われているだけで」

「だから、それー。それだよう」

「それって、どれさ」

「マイマイはほんとーはすごーく優しい子だよう。簡単に人を嫌ったりしないよう」

　ほんわかさまはほんわか笑った。袖をゆるゆる振り回して、この世に敵など存在しなそうな無敵の笑顔を見せる。

　言わんとすることはわかる。だけど──わからない。

　旅行前日にぶつけられた強い視線は錯覚ではない。ぜったいに。決定的にぼくを憎むような敵意があった。

　ほんわかさまの意見は、友だち想おもいの女の子による、バイアスのかかった見方ってだけじゃないんだろうか。

　ふと視線を感じて顔を上げると、筒つつ隠かくしがじっとぼくを見ていた。二つの黒曜石に似た大きな双そう眸ぼうだ。口以上に物を言うそれはたぶん、こう言っている。

　──砕けるまえに声を出せ。

　困ったときは、しゃべって、行動して、そうやってコミュニケーションしていくしかないんだ。

　でも。

　それは、どんな相手にも有効なんだろうか。冷えた敵意をぶつけてくる相手にも。わかりあえそうにない相手にも──？

　なんだか得体のしれない感情に襲われて、ぼくはがりがりと頭をかく。

「ごめん、ちょっと席を外すね」

「うん……というかー、王子くんの部屋はここじゃないよう。べつに戻ってこなくてもいーんだよう」

「わー！　いつのまにか普通に話しちゃってた、もう！」「おぶつはしょーどくだー」「部屋のカギを交換とかしてもらうし？」

　女の子たちにすこぶる温かく見送られて、ぼくは梅の間をあとにした。泣けるわ。ていうか泣いた。廊下の隅で軽く泣きました。
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　旅館の玄関から出ると、すっかり日が暮れていた。

　びっくりするほど寒い。月つき子こちゃんの冷ややかな眼まな差ざしを受けるときと同じぐらいに寒い。なんだ要するにご褒美か。

　人工灯から一歩離れていくたび、靴の先が原始の夜にぴちゃぴちゃと浸ひたされていくような気がした。

　善ぜん行こう寺じと旅館は林をはさんで隣同士だということは、フロントに置かれた地図にも書いてあった。ただ、実際に見てみないとわからないこともある。

「……なんで神社？」

　旅館に面した道を渡った向こう、善行寺の林のなかには、そうと言われなければ見逃してしまいそうな大きさの鳥居が立っていた。

　石造りの灯とう篭ろうからこぼれる明かりのおかげで、どうにか境内が見渡せる。参道とも呼べない獣道の先に、小さな社やしろが建立されている。その侘わびしい佇たたずまいは、暗がりのなかに小動物がうずくまっている姿を連想させた。

　錆さびた案内図を読み解くに、『皆みな神かみ神じん社じや』というらしい。由来は一切記されていない。文明の陰に置き忘れられた神社だ。

　うちの近所でもたまに見かけるけれども、寺の近くに神社があるのはなぜだろう。本地垂すい迹じやくとかいう用語がうっすら思い出されたが、ぼくは世界史に情熱を注ぐタイプだから詳しくは忘れた。どうでもいいけど本地垂迹をポンチ衰弱って誤読するとなんだかいやらしいワードに思えますね。まったく修学旅行は油断も隙もないな。

　ところで、修学旅行といえば温泉イベントが定番だけれども、だからといって覗のぞきに行くのは素人のすること。そんなのは近所の銭湯でもこなせるわけで、ぼくも昨日のうちにお勤めを済ませておいた。

　修学旅行で女の子のかわいい姿を見るなら、いの一番に肝試しだ。怖がらせスポットといえば寺や神社や林であるわけで、つまりこれは立派な実地調査なわけである。

　だからべつに。

「副部長を捜してこんなとこまで来ちゃったとか、そういうことじゃないから」

「……ふん」

　見知った姿に声をかけると、聞き知った声が返ってきた。




　副部長は小さな社やしろの石段の一番上にしゃがみこんでいた。

　その足元から、ぶちの猫が小走りで逃げていく。

　真っ白な尻尾しつぽの先端が印象的な猫だ。毛並みが整えられていたから、だれかのペットかもしれない。

「邪魔しちゃった……かな？」

「べつに。あたしは猫が嫌いだから。踏んで苛いじめていただけ」

「わりと最低だ！　ここは顔に似合わず猫を猫ねこ可愛かわいがりして猫語とか使っちゃって、ぼくをキュンとさせちゃうシーンじゃないの？」

「くだらない漫画の読みすぎ。というか顔に似合わずってどういう意味。白はく濁だく顔面男のくせに失礼」

「白濁顔面男ってなんだ!?　横よこ寺でら陽よう人とくんのことなんですか!?　もはや君は失礼を通り越して犯罪だろ！」

「なにが横寺陽人くんだ気持ち悪い。おまえもいいかげん変態のことを横寺と自称するのやめろ」

「い、一理ある……が、待て！　よく考えたら逆だった！　自称じゃないから！　法的に認められた立派な名前だから！」

「さんざん罪を犯しているくせにいまさら法律に頼るなんてちゃんちゃらおかしい」

「ぐぐぐっ、無駄に説得力がある……」

「変態露出罪でとっとと自首しろちんちん男」

「でもそれはアウトー！　完全にレッドカードだろ!?」

「ちんちん電車によく乗る男という意味なのにおかしなことを考えるな変態」

「そんな理屈が裁判で通ると思ったら大間違いだぞ……！」

「うるさい変態」

　地じ団だん太だを踏むぼくを見上げて、副部長はくくっと喉の奥で転がる音を立てた。まるで笑い声のようだった。

　というより、どこからどう考えても笑い声そのものだった。

「え？」

　──チッ！

　聞き返すと、副部長は声を消してつっけんどんに舌打ちする。今日は何度も聞いた舌打ちだ。

　だけどそれはよく聞けば、爆撃機のような代物ではなく、正しくは。

「……ちぇっ」

　ただ単に、そのへんの感情表現が不器用な男子女子がよくやる、ささやかな照れの表明のようなものだった。

　ぼくも少し笑った。肩の力が抜ける。

　眼めを凝らせば、ひび割れた石段の上には、猫じゃらしがわりの雑草となにかのミニチュアの置物が転がっていた。

　案外、本当に猫を可愛かわいがりでもしていたのかもしれない。そういうところがある娘こだ。

「……なに」

　副部長が不機嫌そうに眉根を寄せるので、ぼくはそのまま気楽に首を振った。

「ううん。ただ、ぼくと一緒の班になってくれてありがとう」

「は？」

「ってのを、まだ言ってなかったなって。わざわざ、友だちと組む予定だった班を抜けてきてくれたんだって？」

「べつに。あたしはあたしのために」

「いいってもう、そういうの。……帰ろうよ。そろそろ部屋のみんなも君を捜し始めるころだよ」

　ぼくは副部長に手を差しだした。

　旅行委員の会合なんか、今日は本当はなかったんだ。

　学年主任のオールドミスに確認したら、変な顔をされたあげくに『旅行委員のだれかを狙っているんですか？　狙っているんですね!?　だれを毒牙にかけるつもりなんです!?』って危うく出張職員会議になりかけたからまちがいない。ぼくの信頼度が底辺すぎる……一応同じ生徒なんですけどね。

「…………」

　しばらく副部長はぼくの掌てのひらを見つめて──やっぱり、手をとってはくれなかった。

　旅行前の再来のように。

　あるいは、旅行前よりもはるか遠くにあるように。

　彼方かなたの星からやってきた異邦人をガラス越しに眺めるような態度で、ぼくとぼくの掌を見ている。

「……副部長？」

「あたしは。あの部屋には帰りたくない」

「な、なんで……」

「正確に言えば。おまえのカノジョと後輩のいる部屋にはいたくない」

「なんでさ!?」

　思わず、ぼくは副部長に詰め寄った。

　筒つつ隠かくし月つき子こと小豆あずき梓あずさ。その二人と一緒にいたくないということはすなわち、今のぼくを否定することに等しい。

「旅行中の姿を見ていればなにかわかるかと思ったけど。だから旅行委員の補充に応じてまで同じ班になってみたけど。こんなことになるとは思わなかった。ここまでだとは思わなかった。もうおまえのことをわかる気がしない」

　副部長はぼくの剣けん幕まくに構わず、まだ近くて遠くにある眼めつきで宙を仰あおいでいる。ぼくの身体からだを通して、夜空の彼方の星を眺めているようですらあった。

「おまえたちの関係は強すぎる。あたしにはわからない。あたしには持ちえない」

　蔑さげすんでいるのではない。疎んじているのでもない。

　義憤にかられているわけでもなく、理解を拒絶しているわけでもなく。

「おまえ、いったい、なんなの。なんでこんな──他人と関係を築ける？」

　副部長はただひたすらに、悔しそうだった。
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　修学旅行が終わったらもう受験生だ、と副部長は言った。

「なんとなく勉強するようになって。なんとなく違う進路をとって。なんとなく離れ離れのレールにのって。それで卒業したら全部おしまい。たまに同窓会で会ってあのころは楽しかったよねーって笑って近況報告したりして。離れても友だちだよって平気な顔で言いあってそれで満足。そんなの嘘うそっぱちに決まっているのに」

「ウソ？」

「離れたら友だちなんかじゃない。ただの昔の知り合い。自分の人生には二度と関わってこない通過点。記憶のなかの古い標識。それがわかっているのにごまかしている」

「……みんながみんな、そうなるわけじゃないよ」

「そうなる。あたしはそうなる。必ずそうなる」

「でも。あの娘こらなんか、仲がよさそうじゃないか」

　ぼくはほんわかさまや同室の女の子たちの名前をあげた。

　副部長は首を振る。

「仲はいい。でも深いところで繋つながっているわけじゃない。あたしはあの娘たちの趣味を知らない。あの娘たちのことを本当はなにも知らない。あたしも変なことは言わない。白はく濁だく顔面男なんてぜったいに言えない」

「それはさすがに、ぼくにも言ったらいけないワードなんですが……」

「うるさいばか。……だからあの娘たちといま仲良くても先のことなんかわからない。学校がなくなったら繋がる場がなくなる。きっとだめになる」

「今からそんなこと言ったって、そんなのわからないじゃないか」

「わかる」

「なんでさ！」

「ずっとだめだったから。中学校のときもだめだった。小学校のときもだめだった。幼稚園のときからだめだった。今でも覚えている。あーちゃんっていうリボンの似合う友だちのこと。違う小学校に行っても一生仲良しでいようねって何度も指切りしたのに。引っ越して二三回手紙のやりとりをしたらおわり。連絡は二度とこなかった。あたしは深い関係を築くのが下手なのかもしれない。ずっと同じ世界にいないと友だちでいてもらえないのかもしれない。思い出なんか何の役にも立たない。だから」

　だから──修学旅行なんか、ちっとも楽しみじゃなかった。

　そんなふうに。

　副部長は珍しく、冗談の入らない普通の言葉で長くしゃべった。

　夜空に弧を描く月光は寒々しく、林に囲い繞にようされた境内にはとても届かない。副部長のうつむく顔は夜の帳とばりに覆おおわれて、深い闇のなかに塗りこめられている。

　ぼくは少しため息をつく。

　同じクラスで同じ部活で同じ旅行班の彼女が、こんなことを考えているなんてちっとも知らなかった。

　ぼくとは違う世界に生きているみたいだ。

　まったく、本当に、ぜんぜん違う世界に。

「あ、あのさあ！」

「…………」

　なにかしゃべらなくちゃいけないと思って、

「なんだろうな、ほら、それってもしかしたら、ぼくともできれば一緒にいたいっていう気持ちもあったりするのかな……？」

　努めて明るく訊きいたら、

「いやおまえに関してだけは一刻も早く疎遠になりたいと思っている」

　一ミクロンも笑っていない素の声で返されたので、なんか元気そうだなあって思いました。もう帰っていいかな。帰ってポン太たの胸で泣いてもいいかな。

「──でも。おまえの周りはそう思っていないことはよくわかった」

　副部長は膝を抱えて石段に腰かけ、プリーツスカートの折り目を指先でぐちゃぐちゃと乱していく。それはまるで、自分の身体からだをことさらに痛めつけていくような手つきだ。

「あんなに人目を気にせずいちゃいちゃできるカノジョがいて。そのうえ別の学年の旅行に無理やりついてくる子がいる。おまえはあんなに自分を曝さらけ出しているのに。どんなに変態なことを言っても許してもらっている」

「いや、べつに許してもらってるわけでは……ブリザードな視線を浴びることもわりと多いですよ？」

「でもだれも離れていかない。今回の旅行でよくわかった。おまえならきっと卒業して学校という枠がなくなっても繋つながりあえる。ちっぽけな思い出に頼らずにいられる。この猫像だって」
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　指先がついと石段に伸びる。

　ひび割れた隙間に、猫と戯たわむれていた道具が転がっている。猫じゃらしの雑草と、なにかのミニチュアの置物──いや、あれは。

「部長が彫った、猫の駒こま……」

「そう。あたしは部長にさんざんねだってねだったのに。それでようやくしぶしぶ。余った駒を二つだけもらったのに。それでもうれしくてうれしくてたまらなかったからいつも持ち歩いて大事にしていたのに。おまえは」

　──『ぼくなんか、無理やり押しつけられただけだからさ』。

　副部長はぼくの声を真ま似ねして、かすれた笑い声を肺はい腑ふの隙間から押し出した。

「一事が万事そういうこと。おまえはどんなことをしても。どんなことをしなくても。周りから変わらず好いてもらえる。他人との関係が違う。絆きずなの強さが違う。あたしとおまえは違う。あたしはおまえのことがわからない。おまえのようにあたしは動けない。あたしはおまえになれない」

　そうして、闇に濡ぬれた瞳でぼくを見上げる。

「あたしは──おまえがうらやましい」

　いっぺんの混じり気もない、真心の注そそがれた杯からこぼしてしまったような囁ささやき声ごえだった。まったく、本当に、違う世界から羨むような眼めつきだった。




　短い沈黙が降りた。

　副部長は瞬まばたきする。最初は怪け訝げんそうに、やがて不機嫌そうに。

「……なんなの。なにがおかしい」

　最終的には気味悪そうに瞬きする。

　ぼくが笑みをつくっていたせいかもしれない。いや、顔だけじゃない。腹を抱えて境内を笑い転げたい気分だったんだ。

「ぼくが、うらやましい。本当にそう思うの？」

「……ばかにするな。ばか」

「バカになんかしてないよ。打ちのめされていただけだよ」

　笑うふりをして気を紛らわせないと、暴れてしまいそうだったからね。

　だって、そうじゃないか──ひどい話だよ。この娘こは、まったく、本当に、なにもわかっちゃいないんだ。

「君はなにか勘違いしてるよ」

「なにかってなに」

「ぼくのことを『思い出に頼らずにいられる』って言ったけど、ぜんぜん違うよ。正反対だよ。思い出なんかすぐに消えちゃうんだよ」

「言ってる意味がわからない」

「おかげで、ぼくにはなにもないんだよ。なんの役にも立たない思い出すらない。なーんにもないんだよ」

　ぼくのなかは空っぽだ。

　たとえば、どこかの教会で遊んだはずの少女のこと。あるいは保育園で話したはずの少女のこと。いつか保健室に運んだはずの少女のこと。幼い世界でいっとう好きだったはずのツカサさんのこと。

　なにもかも。

　ぼくのなかから喪うしなわれている。

「それでも本当にうらやましい？　思い出を確かに残せるぶんだけ、ぼくよりはるかにマシじゃない？」

「だから。言ってる意味がぜんぜんわからない」

「わからないだろうさ。君にぼくのことなんか、わかりゃしないんだ。ぼくに君のことがわからないようにね！」

　深く繋つながれないなら深く繋がろうとすればいい。

　先のことがわからない仲なら、先のこともわかるぐらいの仲になればいい。

　だれかと仲良くなって幸せになりたいなら、だれかと仲良くなって幸せになればいい。

　それだけの話じゃないか。

　やろうともしていないくせに、やれないなんて言うな。

　深く繋がったあとの痛みも知らないくせに、ぼくをうらやましいなんて言うなよ。

「……本当に大切なことは頭じゃなくて心に残る。そう信じてはいても、立ち止まって考えると猛烈に叫びだしたくなるときがあるんだ」

　幼い陽よう人とくんの選択に、後悔はぜったいにしていないけれど。

　想おもいを重ねていくたびに、積み重ねられた重さのぶんだけどんどんどんどん怖くなる。

　思い出を持ち続けられないのなら、やがてだれかを哀かなしませるんじゃないか。

　だれをも幸せにしたいのに、だれかを幸せにすることそのものが、いずれ必ずそのだれかを不幸にさせるときがくるのではないか。

　どうしようもない矛盾が、ぼくに刃やいばを突きつける。

「だから頼むよ。簡単にうらやましいなんて口にしないでくれよ。君のほうが、よっぽど」

「……よっぽど？」

「……よっぽど……いい、よ」

　思い出を確かに残せる人のことを、なのに青春行きのチケットを無駄にしてしまう副部長のことを。

　いつのまにか、うらやんでしまっている、なんてさ。

　そんな後ろ向きの気持ちに、向き合いたくはなかった。
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「……わからない。おまえの言っていることはわからないことばかり」

　副部長は苛いら立だったように自分の頬ほおを擦こする。

　指の隙間から、ぼくを測るような眼めつきでじっと見返した。キツネのようなつりがちの瞳が、白い手の甲のあいだにぼうっと浮かび上がる。

　なにか言いかけてから、戸惑ったように首を振る。あきらめて口をつぐむ。

　両方の人差し指でくしくしと目尻を擦って、

「だいたいうらやましいとか。あたしの言葉まで盗むな。下着で満足していろ変態」

「理不尽!?　いろいろ誤解を生むからその言い方はやめようね！」

「なにが誤解だ。あたしの靴下をさんざん凌りよう辱じよくしたくせに」

「さんざんもしてない！　ためしに一回やってみただけだ！」

「変態はみんなそう言──え？　……いっかい？」

「あ、い、いやっ！」

「……一回は凌辱したの……」

「なんかほら、せっかく靴下もらった以上は礼儀かなって……」

「ごめんなさい。話しかけないでもらえますか」

「敬語はやめよう！　猛烈に距離を感じるから今までどおりフランクにやろう！」

「それで横よこ寺でらさんはあたしがうらやましいということでしたけれどもちょっとわかりかねる。ますね」

「そのまま話を進めようとしないで！　ここ大事なとこだから！」

「なら死ね」

「ひどいよ!?　ていうか、君がしろしろしつこく言うから、どれどれそれじゃあためしにやってみますかねっていう気分に陥おちいったんじゃないか！　ぼくは悪くない！　靴下を攻めているようで、むしろ精神的には受け！　すなわち襲われ攻め！　受動的な凌辱だ！」

「気持ち悪い」

「いや──」

「気持ち悪い。変態。気持ち悪い。くず。変態。くず。ばか。無神経。変態。うすのろ。変態。下着フェチ。まぬけ。気持ち悪い。ばか。気持ち悪い。靴下狂い。変態。すっとこどっこい。気持ち悪い。変態。無神経。ばか」

「……うん……我ながら若干そう思わないこともないです……」

　そんなわけで、罵ののしりボイス詰め合わせトラックをリピート再生でしばらく聴くことになった。副部長は冗談抜きで結構ほんとに気持ち悪そうで、この娘こも女の子だったんだなあと思いました。

　いいかい、みんな。

　どんなに周りの女の子があたしのを使ってもいいよって朗らかに言ってきたとしても、それを鵜う呑のみにしたらドン引きされるよ。本音と建前の境界線をきちんと勉強しておこうね！　本音と建前の学習教材におすすめ、『爽やか王子と笑わない猫。』コミックス一巻～四巻、全国書店で好評発売中！




　閑話休題。

　言いたいことを全部言ってしまうと、副部長はある程度すっきりしたようだった。

　猫の駒こまを大切そうに拾い上げると、腰を浮かせてスカートについた土を払う。膝小僧が前に突き出されるような格好になった。丸くて小さくて乳白色で妙に艶なまめかしいな──と思っていると、副部長はスカートの裾を伸ばして隠すような仕し種ぐさをした。

「おい変態。どこを見ている」

「ただの膝だよ！　靴下は見てない！　いやそもそも靴下を見ていようがいまいが、いまさらなんら恥じることなどないのではないか！」

「うるさいばか。……本当に。小豆あずきや後輩や部長はこんな男のどこがいいのか」

「いや本当にね。それはぼくも思わないでもないよ」

「おまえは贅ぜい沢たくだ。男ならだれしも垂すい涎ぜんの環境にいるくせに。あたしのほうがうらやましいだなんて」

　そして結局、話が戻る。言いたいことを全部言うと、最終的にどうしても譲れないところが浮き彫りになってくるらしかった。

　おまけにそこは、ぼくの気持ちの根こん幹かんにかかわるところでもある。

「だから、違うんだよ。なんというか、そういう状況であればあるほど、どうしようもなく辛くなるというか……」

「贅沢な悩みだ」

「そういうことじゃないんだけどなあ」

「あたしがおまえだったらこの世界でもっと上う手まくやれるのに」

「……ぼくが君だったら、この世界をもっと楽しめると思うよ」

　やれやれ。

　ぼくらはたがいにたがいを見て、ほとんど同時にため息をついた。

　分厚いガラス越しにしゃべっているような感覚がある。言葉だけではどこまでいってもわかりあえない気がした。

　ぼくと副部長の世界は違う。

　どんなに相手のことを理解しようと近づいても、自分と相手の間に張られた透明な膜を飛び越えることはできない。

　他人は永遠に他人のままだ。どこかに必ずコミュニケーションの限界点がある。

　ぼくらはどうしたって一つになれやしない。

「おまえにあたしの何がわかる」

「君にぼくの何がわかるっていうのさ」

「あたしよりおまえのほうがいい」

「ぼくよりは君がいいはずだよ」

「おまえはわかってない」

「君こそわかってないよ」

「わからないのは──」




　どちらかがどちらかに言いかけたときだった。

　懐中電灯のまばゆい光が、参道を鋭く走った。

「そこにだれかいるのかあ？」

　間延びした声が聞こえた。男性特有の野太い声だ。聞いたことがある。

「そろそろ晩飯前の集合の時間だぞ。俺を差し置いて逢あい引びきしている教師不幸な生徒なんかいないだろうなあ？」

「──ヒゲダルマ！」

　ぼくらは揃そろって飛び上がった。

　我らが高校の数学教師、旅行に付き添っている担任団のひとりだ。期末試験の補習ではお世話になりました。変態王子への対応では数少ない融ゆう和わ派に属する。

　いや、ぼくはいい。ぼくの評価なんかこの際どうでもいいのだけど、副部長はまずい。

　旅行委員が初日から宿を抜け出して変な男子と会っていたなんて、彼女の今後のためにもならない。

「……こっち！」

　ぼくはとっさに副部長の腕を引っ張る。

　伸びてくる懐中電灯の光を避けて、参道を外れ、社やしろの後ろにまわりこむ。

「んー……声が聞こえたような気がしたんだがなあ……俺の嫉妬心が見せる幻影……いやはや……」

　ふたり身を縮めて息を殺し、見回りヒゲダルマが去るのを待つ。

　心臓の鼓動が痛いほどにうるさい。寄せ合う肩がぶつかる。

　となりを向くと、吐息が感じられそうなほどの距離に副部長の唇があった。副部長の短いポニーテールが頬ほおをくすぐる。掌てのひらのなかの副部長の手首の、どくどくと流れる血潮の熱さだけがぼくの体温に混ざり合う。

　眼めと眼が合う。

　暗闇の世界にはぼくと副部長だけ。たがいにたがいだけが五感の届くところにある。

「なにか。なにか」

　眼を大きくしていた副部長が、やがてじたばたと暴れだした。

「これはいや。この構図はいや。なにかいや」

「ちょ、し、静かに……」

　善意でもって口をふさごうとすると、副部長はいっそう両手を振り回す。熟れたリンゴのように顔がぼっと紅あかくなっている。

　おいおい、これじゃあぼくが女の子を押し倒そうとしているみたいじゃないか！　心外ですよ！　そういう振る舞いをしたのは、神に誓って三回ぐらいしかないというのに！

　──背の高い木々のおかげで、感覚がわからなくなっていたのだけど。

　善ぜん行こう寺じは坂道の途中に建立されている。

　駐車場から山門にかけて、山門からその先の本堂にかけて、本堂から裏手の旅館にかけて、ずっと勾配がついている。

　つまるところ皆みな神かみ神じん社じやの周辺も坂が多く、坂が多いのに境内を平へい坦たんにするということはどこかに段差が必要だということで、それがすなわち、社やしろの後ろにひっそりこしらえられていたこの石の階段ということで──。

　ふいに、がくんと視界が傾いた。




　そこから先はスローモーションのようだった。

　踏み外される階段。軽くなる足元。空をかく指先。流れる景色。もつれあう副部長とぼくの腕。宙を舞う猫の駒こまたち。

　猫がふたついる。副部長の手から離れたものと、あとひとつ。

　ぼくのポケットからこぼれでたもの。もうひとつの猫の駒。確かにロッカーに封印したはずなのに。いや違う。あの日副部長から放ほうられたほうの駒をどうした。確か返すのを忘れてそのまま。そんなばかな。

　一瞬は永遠で、そして短い。

　落下する。落下する。落下する。地面が迫る。奥歯を噛かむ。副部長がすぐ眼前に。手を伸ばす。支え抱える。やわらかい感触。彼女の口が動く。変態。いやいや。地面が迫る。背中を強こわ張ばらせる。落下する。落下する。落下する。

　宙を舞い続けるふたつの猫像。徐々に近づいていく。ドッキング間近の宇宙飛行士のよう。やがてそのときがくる。コツン。猫像と猫像の頭が軽くぶつかり──同時に、ぼくの頭も激しい衝撃を覚えた。

　そして世界は闇に落ちる。
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　気絶していたのは一瞬のことだったと思う。

　遠くでヒゲダルマの声が聞こえたような気がしたから、おそらく一分も経たっていまい。

「いっつ……」

　ゆっくり、顔をあげる。視界が少しゆがんでいる。

　口のなかがざらざらする。自分の声じゃないみたいだ。節ふし々ぶしが痛い。まともに階段から転落したのだろう。振り返ると、社やしろの屋根がずいぶん高い位置に見えた。

　頭がずきずきと痛む。恐る恐る撫なでると、繊せん細さいな髪のあいだに、ぷっくらとふくらんだコブができていた。

　掌てのひらを握ったり開いたりして四し肢しが動くのを確認。身体からだが重たい。胸のあたりに鉛が詰めこまれたような錯覚がある。

　でもそれを除けば五体満足、大きな怪け我がはないようだ。まるで奇跡だと思う。

　茂みの低いところで、夜の鳥がさえずっていた。ちちち、ちちちち。なんだか天使の祝福のようにも聞こえる。ああ、生きているってすばらしい！

「ううん……」

　ぼくの身体の下から、うめき声が届く。

　よくよく見れば、ぼくは地面に寝転がっているのではない。副部長の胸の上に転がっているのだった。やだ、温かい。そして硬いわ。副部長さんったら案外筋肉がついているのね。男前だわ惚ほれちゃう。

「って、げげげっ！　そうじゃなくてごめん！」

　ぼくは慌てて半身を起こす。あんまり驚いたせいか、悲鳴が女の子みたいに高くなってしまった。もうちょっと訓練すればセルフ喘あえぎ声を録音できそうだな。作業がいろいろ捗はかどりますよ。

「……」

「……」

「……あれ？　副部長？」

　図らずも押し倒した格好になっているわけだから、いつ五月雨さみだれ式しきに罵ば倒とうを浴びてもおかしくない。全身の快楽変換回路を総動員させて、なにを言われてもとりあえず悦よろこんじゃおうと準備していたのに、いつまでたっても副部長は騒ぎ出す様子がなかった。

「あ、あ、あ──」

　ただ、瘧おこりのように震えてこちらを見上げている。

　そうしてぼくもようやく異変に気がつく。

　ぽっかり開けた林のなか。幻想的な月明かりに映し出される光景は、三月ウサギのお茶会みたいになにかがとんでもなく狂っている。

　まるで透明な膜を突き破って、水面の向こうの異世界に飛び出してしまったように──ぼくの下に、ぼくがいた。

　横よこ寺でらくんの顔をした横寺くんが、横寺くんの眼めでもって呆ぼう然ぜんとぼくを見ている。

　その横寺くんの瞳に映る、このぼくの姿は──

「ふ、副部長……!?」

　本能的に自分の胸を見る。バランスのいいふくらみがふたつ、果実のように形を盛り上げている。こんな脂肪が平然とくっついているわけだから、そりゃ身体からだも重たくなるわけですね。女の子って大変だ、今度コマメちゃんに自慢してやろう。

　いや、いやいや──いや、待てよ。待て。抱腹絶倒コマメちゃんジョークでごまかせる領域をとうに超えている。

　横寺くんの身体は副部長になっていて、ぼくに押し倒される副部長が横寺くん。

　ぼくが副部長で副部長がぼくってことは、つまり──どういうことだよ？

「……入れ替わった……」

　副部長が、副部長のはずの女の子が、横寺くんみたいな声でつぶやく。

　茂みの低いところで、夜の鳥がさえずっていた。ちちち、チチチチ。チッチッチッチ。チッチッチッチッチ。悪魔を歓待するかのごとく、いつまでも鳴きやまない。

　それはまるで、不吉で不快な猫の笑い声のようにも思えた。
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３．わかる人、わからない人




　筒つつ隠かくし家けには、ふたつの猫がいる。

　引き渡す猫と引き寄せる猫。

　そいつらは月つき子こちゃんの表情を奪ってみせたり、台風やイタリアを引き寄せてみせたり、過去に飛ばしてみせたり、ここ数ヶ月、七難八苦の大試練もしくは八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍を見せていた。

　どちらが正義なのかはわからない。そもそもふたつが相争うべきものかどうなのかも知らない。

　だけど、たとえば。

　なんらかの理由でそのふたつの能力が同時に同場所で発現したとしよう。

　引き渡すものと引き寄せるもの。ぼくと月子ちゃんの関係さながらに相性ばっちりだ。異論は認めない。引き渡したいものは瞬時に引き寄せられ、引き寄せたいものが瞬時に引き渡される。

　さて、ここに引き寄せる猫と引き渡す猫のシンボルをそれぞれ手に持つふたりがいる。

　おたがいがおたがいのようになりたいと、心の奥底から強く願ってしまったらどうなるのか──。

　猫神の力はぜったいだ。良くも悪くも、悪くも悪くも。

　おかげでありがたくも、おたがいの身体からだを入れ替えていただけることになるのではなかろうか。




　それが、ぼくと副部長がさんざん討論した末に導きだした仮説だった。
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　人気のない、一階の遊戯室。

　ジュースの自動販売機とふた昔前のクレーンゲーム、それに赤茶けた卓球台がいくつか設置されている。ラケットとボールはフロントで貸してくれるというので、夕方ごろは運動部の面々が列をなして並んでいたけれど、全体集会の時間とあって今はだれもいない。

　部屋の壁に立てかけられたパイプ椅子を卓球台の傍かたわらに引っ張り出せば、即席会議場のできあがりだ。

「──その猫神？　猫像？　がこれだというのか」

　掌てのひらのなかの猫駒ごまを弄もてあそびながら、横よこ寺でらくんボディの副部長は胡乱うろんな眼めをする。

　あらやだふしぎ、横寺くんたらそんなワイルドな目つきもできるんですね。やだもう照れちゃうな。惚ほれ直しちゃう……それはないな。

「いや、猫像の本体は別にあってさ。それは鋼こう鉄てつさんが勉強逃れで彫っただけの、ただの駒こまのはずなんだけど……」

　副部長ボディのぼくが応じると、副部長はもぞもぞと居心地悪そうに肩をゆすった。「変なふうにしゃべるな。ばか」とつぶやく。

　自分の身体からだが目の前で動くというのは、やっぱり向こうも向こうで奇妙奇天烈な感覚があるらしい。

　こんな状態ではとても人前には出られない。

　体調が悪いと言うと、夕食前の集会は問題なく欠席できた。ズル休みなどしたことない旅行委員さんの鬼の攪かく乱らんとして、先生に心配されたぐらいだ。

　本当は部屋で安静にしていなくちゃいけないんだけど、作戦会議をするべく、ぼくらはこうして落ち合っているわけである。

「駒以外にもわからないことがある」

　副部長は恐る恐るといった態ていで、横よこ寺でらくんボディの制服を引っ張った。

「あたしはおまえのようになりたいと思っただけ。おまえそのものになりたいと思ったわけじゃないのに」

「そういう仕組みなんだ。願ったことを、願いもしない形で叶かなえてくれる。世の神様のコア部分に搭載されている基本システムらしいよ」

「理解できない。納得もできない。……けど」

　ため息をつく副部長。なんだか物憂げで頭のよさそうなため息だった。まるでぼくがぼくじゃないみたいだ。それとも、ぼくは普段、他人から見たらこんなふうにため息をつくんだろうか？

「自分の身体が実際にこんなふうになったら信じないわけにはいかない。のか」

「まあね……。ただ、猫はとことんアンフェアなんだけど、ある意味ではフェアでさ。キャンセルはいつでも可能のはずなんだ。なんなら、もう一度頭をぶつけてみる？」

「ううん……それもいい。かもしれない。と思う」

　副部長はなんだか煮えきらない返事をした。言いたいことがあるのに、切り出し方に迷っているような声だ。

「なんだろ？　はっきり言いなよ」

　どうせ今さら困ることなんてないんだからさ。

　ぼくがそう言うと、副部長はこくんとうなずいた。

「──お手洗いに行ってくる」

　ついと視線を落とした先は、横寺くんボディの急所だった。腿ももの付け根の秘境に建設されている、やんちゃなサファリパークを制服の上から眺めている。

　なるほどお手洗いですか。なるほどなるほど。生理的欲求だもんね。それは仕方ないですよ。実に自然な成り行きだ。

　副部長のわくわくした顔を除けばね。

「…………」

「…………」

　三秒間の完璧な静寂のあと。

　ガタ、と横よこ寺でらくんが椅子から立ち上がり、ガタ、と副部長が椅子から立ち上がる。

　オフェンスは副部長、ディフェンスはぼく。

　ここに新生陸上部両巨頭の、竜虎相搏うつ図の完成を見た。

「そこをどけ。道をふさぐな。少し個室にこもって観察するだけ」

「観察ってなんだ！　なにをだ!?　やめろ！　やめてください！」

「乱暴に扱わない。約束する。乱暴に扱しごかない」

「漢字の読み方が変わってるじゃないかよ!?　その手つきがすでに未み曽ぞ有うの恐怖しかもたらさないよ！」

　なにを考えているのかと思えばそんなことかよ！

　副部長は獲物をむさぼらんとするキツネのようであった。手がわきわき動いている。見たこともないような蠢うごめかせかただ。

　全身が総毛立つというのは、こういうときに使う言葉だ。いやな予感しかしない！　断じて副部長をひとりにさせてなるものか！　ぼくの純潔がぼくの知らないところで奪われちゃうよ！

「手洗いごときでなにを怯おびえている。減るもんじゃなし。有効活用してやるだけ」

「有効活用って単語が出てくる時点で、すでにお手洗いという行為になにひとつそぐわないんですけど！」

「身体からだがもどったら今まで思いもよらなかった部位が開発されているとかおまえにもメリットがある取引だろう」

「よし！　たとえ制服のズボンをどれだけ汚すことになろうとも、ぜったいにここを通さないと決めた！」

　もはや一瞬の油断すらも命取り。

　じり、じりじり、とにらみあう。額から汗がしたたりおちる。瞬まばたきすらもためらわれる。相手の一挙手一投足にいちいち指先が反応する。鼓動が苦しい。呼吸が重い。闘いだけが人生だ。

　どちらからともなく、卓球台の周囲をまわりだす。時計まわり、反時計まわり、また時計まわり。一触即発の距離を保ったまま、わずかな間隔で押し合いへし合いせめぎ合い。

　やがて遊戯室の入口をじりじりと歩き出て、ロビーへと決戦の舞台を移す。

　そこに、

「──あなたたち、何をしていますか！」

　先生の声がかかった。

　ぼくらは反射的にそちらを振り返る。

　学年主任のオールドミスが、怖い顔をつくって大股で近づいてくる。変態王子を蛇だ蝎かつのごとく嫌う、変態排斥派の急きゆう先せん鋒ぽう。今までに何度も呼び出されて反省文を書かされたことがある。

「くっ──」

　横よこ寺でらくんボディの副部長が唇をかむ。

　同時に、ぼくも気づく。学年主任の厳しい眼めは明らかに横寺くんボディのほうをロックオンしているのだ。

　そうか、と思う。日頃にらまれる側だったからわからなかったけど、教師からの信頼度が高いのは副部長ボディ、すなわち現ぼくだ！

　この勝負、もらった！

「助けて先生！　あいつが変態王子です！　あいつを捕まえてください！」

　ぼくが副部長ボイスで副部長を指さすと、よしきたとばかりにオールドミスが眼鏡を光らせる。

　二対一となって戦況は一変。あえなく壁際に追いつめられた副部長はしかし、にやりと笑った。

「──げへげへ」

　その口から、聞いたこともないような横寺くんボイスがまろびでる。

「ど、どうしたの……？」

　ぼくの背中に寒気が走る。戦場で死神に遭ったような震えがした。

　よく考えろ。よく考えるんだ。ぼくが副部長ボディで信頼度の高さを謳おう歌かできるということは、逆にいえば、信頼度底辺の横寺くんボディの副部長は、いまや恐れるものなどなにもないということで──。

「げへげへ。女の子のパンツ食べたい」

「ぎゃー！　なに言っちゃってんの!?」

「げへげへ。舞まい牧まき麻ま衣いは食べごろ。おまえのパンツは煮込んだら旨うまそう。だぜ」

「やめてええええ！　横寺くんはそんなこと言わない！　横寺くんの評価をみだりに失しつ墜ついさせないでくれないかな!?」

　のたうちまわるぼくに、学年主任は怪け訝げんな眼を向けた。

「舞牧さん、どうしてあなたが横寺を語るんです。まったくもっていつもと同じ、鬼畜の横寺じゃありませんか！」

　あげくに真顔でのたまってくれる。

　となりでは副部長が、モノマネ成功、みたいなしたり顔でうなずく。ぼくって普段こんなふうに見られているの!?　浅間山の火口に身投げしたくなるんですけど！

「おい学年主任。他ひ人と事ごとみたいな顔していていいのか」

　副部長は思わせぶりに舌なめずりして、

「おまえの熟れたパンツも見せろ。油で揚げてテンプラにしたら僕のビッグマグナムが火を噴く。ぜ」

「いやああああだれか、サスマタを持ちなさいな！　いえ鈍器！　二度と口が動かないようにしないと！」

「いやああああ先生おちついて！　横よこ寺でらくんの身体からだを傷つけないであげて！」

「だから舞まい牧まきさんはどうしてそんなにこの猛獣をかばうんですか！」

　オールドミスとぼくとのけたたましい悲鳴の二重奏のおかげで、すぐに応援が駆けつけてくる。

　そのうちのひとり、ヒゲダルマはあきれたように首を振り、横寺くんボディの副部長を確保した。

「旅行委員の会合の有無を執しつ拗ように確認する事例が発生したとは聞いていたが、横寺はやっぱり舞牧を狙っていたんだなあ……。先生が責任もって男と男の話し合いをしておくから、もう大丈夫だ」

「大丈夫じゃないです！　やめて先生！　それこそがあいつの狙いなんです！」

「舞牧は疲れているんだ。部屋にもどって安静にしていなさい」

　大きな掌てのひらでもって、ぼくの女の子の頭がぽんぽんと撫なでられた。いやだ優しくしないで！　今そんな場合じゃないんです！

　副部長は両腕を抱えられるようにして、教師の詰所に連行されていく。ぼくの手の届かないところに隔離されていく。

「先生。お説教はあとで聞くからお手洗いに行かせろ。ください」

「なんだなんだ腹でも下したのか？　夕飯もやめとくかあ？」

「三十分ぐらいこもればすっきりする。はず。げへげへ……」

　両腕をとられながら、副部長は最後にこちらを一いち瞥べつした。もはやヒト科の眼めをしていなかった。原野に解き放たれた野獣の愉悦を、ぼくは確かに見た。

「……おヒゲ先生の優しさは罪です。どんな生徒もぶち殺さずに済ませるなんて」

　学年主任のオールドミスが、同僚へのささやかな不満もしくは教え子への明確な殺意をつぶやきながら、そのあとを追っていく。ヒゲダルマは教師間でもやっぱりヒゲ呼びなんだ、なんて笑う余裕もない。

「だからダメだって……本当ダメなんだって……」

　その場にくずおれるぼく。

　副部長との入れ替わりとか、ここ最近で最低最悪の所業じゃあるまいか。パパとママからもらったぼくの清らかな身体からだはいったいどうなってしまうのでしょうか。

　他人と入れ替わっていいことなんて、なにひとつないじゃないか……。

　ロビーの絨じゆう毯たんにがっくりと肘と膝をつくと、ゆさ、と身体の下でなにかが揺れた。

　よつんばいになったおかげで、重たい脂肪の塊が重力に引かれて下向きに突き出されている。

「……」

　ぼくは少し考える。考えた結果、掌てのひらで、そうっと自分の胸を持ち上げてみた。

　もにゅ。もにゅ？　もにゅ……もにゅ。もにゅ！　もにゅもにゅもにゅ。もにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅもにゅ。

「……ふう……」

　まあ。

　たまには、入れ替わりもいいよね！
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　部屋に戻ると、筒つつ隠かくしだけがいた。

　全体集会や食事にはもちろん参加できないから、買ってきたおやきや串団子をひとりさびしくもしゃもしゃ食べていたようだ。

　一瞬かわいそうだなあと思ったけれど、向こうはそんなことを微み塵じんも思っていないらしかった。

「む……こんふぁんは……でふ……」

　ぼくを見た瞬間、ばっと口にすべての食物を詰めこむ月つき子こちゃん。

　ハムスターよろしく頬ほおを限界までふくらませたその姿から察するに、明らかに自分の食事が減るのを警戒している！　未来のナイスバディのためにはいっぺんの栄養分すら取り逃さないという国家政策が感じられます。

「……もふ……そういえば、横よこ寺でら先輩が探していたですが」

「え!?　あ、そ、そう！　会えた会えたっ」

　頬袋を徐々に小さくしていく筒隠から、いきなりぼくの名前が飛び出してくる。思わず肩を震わせたけれども、ぼくの口がつむぐのは、紛まごうかたなき副部長のつっけんどんな声質だ。

「……む……」

　筒隠は首をかしげた。

　小さな手が、そっと傍かたわらに伸びる。黒のエナメルにリボンのついたトートバッグから、ごそごそと取り出したるは見覚えのある緑のノート。表紙に躍る、ジャポニカがくしゅーちょーの文字。

　いわゆるひとつの、暗黒魔王の一番日記。

　そうして黒曜石の大きな瞳が、ぼくをじいっと見上げる。吸いこまれるほどに深く、逃れられないほどに強く。ぼくの身体からだのすべてを飲みこんで、決して離さない。

「つ、筒つつ隠かくし──」

　ぼくの奥歯ががたがたと鳴る。

　なにを勘違いしていたんだろう。外見の取り違えなど、この眼力のまえではすべて無意味じゃないか。

　なにもかもを理解している閻えん魔ま様のまえで、己おのが罪を告白する咎とが人にんのごとく。ぼくはすべてをあきらめ──

「舞まい牧まきさん。いつも姉がお世話になっています。信頼の置ける方だと、常々お聞きしているです」

「え？」

「少しお話をおうかがいしたいのですが、横よこ寺でらさんとどこでどのようなことをお話しされたのでしょう」

　──筒隠は、あっさりと視線を逸そらした。

「え、えっと……その、表の神社で。旅行のこととか。友だちのこととか」

「旅行。友だち。ふむ」

　かりかりかり、と熱心にペンを走らせる姿は魔王ではなく、そこらの記録魔の女の子のようである。もしくは未来の裁判に備えて証拠を集める検事さん。

「コイバナはされたですか」

「いやそういうのは全然！　あれとはそういう関係になるのはありえないから！」

「なるほど。……三ポイントぐらいですか……」

　こっそり覗のぞきこむと、帳ちよう面めんが各種サインペンでびっしりと埋まっている。横寺横寺横寺、見たことある苗みよう字じを主語にして、日時ごとに書かれているのはまさしく人生の行程表。

　思ってたより、めちゃくちゃ細かく書いてある！　ピンクの傍線ひかれたり真っ赤な棒線ひかれたりぐちゃぐちゃゴールドで塗りつぶされたりしている！　どういう意味なんでしょう！　わかりません！

「あの、筒隠さんはなにを書いてるの……」

「個人的な記録です。来るべき日に、先輩にぐっさぐっさと突きつけるのです」

「効果音が不穏!?」

　わかりませんが、また借金が積みあがってしまったことはわかりました！

「つ、筒隠さん、なにか困ってることはない……？」

「というと」

「前納制度で負担を軽くしたいんです！　なにかできることがあれば！」

「どういう意味ですか。舞まい牧まきさんの冗談は変わっているですね。……でも、実は、お頼みしたいことがあったのでした。お言葉に甘えてもよろしいですか」

「もちろん！　なんでもします！」

「ありがとうございます。では少し服を脱いでください」

「……へ？」

　筒つつ隠かくしはぼくの──というか副部長のブラウスのボタンをいそいそと外し始めた。

　呆ぼう然ぜんとするぼくをあられもない格好にさせると、筒隠は在野の芸術家のような態度でうむうむうなずく。

「両腕を胸に寄せてください。前かがみになってください。唇を突き出してください。ウインクしてください」

　矢継ぎ早に繰り出される要求に、ぼくはあわあわと付き従う。

　小さな芸術家さんはまたもやふむふむうなずいて、新しいページにこの姿をスケッチしていく。

「あ、あの、筒隠はなにを……」

「せっかくの機会なので、今後の参考にさせてほしいのです。わたしと舞牧さんは体型も似ているですから」

「えっ」

　うっかり聞き間違えた。

　似ても似つかないふたりの体型が似ているとかどうとか、まさかそんな、ねえ。よっぽどぼくは動揺しているらしい。

　筒隠はあげくのはてに、

「……あふん……」

　自分もまた両腕を膝につき、前かがみのポーズをとってこちらを見上げた。究極的な無表情のまま、上半身をぐるんぐるん回転させる。

　なんだこれ！　いかなる芸術精神の発露なんだ!?

「どうですか。イチコロですか」

「いちころ!?」

（中学校）イチ（ねんせいの女の子が）コロ（びかけている）ポーズにしか見えないどうしよう！

「ひょっとしてイチコロではないのですか。同じポーズをしているはずなのにおかしいですね。わたしの魅力が足りていないのですか。正直に言ってください。ウソをつかれるのは嫌いです」

　ぐるんぐるん子ちゃんがずずいと迫ってくる。無感情の眼めが限りなく本気で怖いよう！

「い、イチ……ねん……コロりんだとは思います！」

「イチねんコロりん。どういう意味ですか」

「イチコロの究極形態、ネンリンを刻んだ大木も一刀両断、略してイチねんコロりん！」

「……ふむん……」

「でも、筒つつ隠かくしさんはそんなポーズに頼らなくても、あるがままで魅力的だよ！　大事なのは身体からだじゃないよ！　おたがいの気持ちだよ！」

　ぼくがわかったようなことを必死に言い募ると、

「……むう……そうですか。そうです。そうなのです。一番大切にされているわたしの気持ちが一番大事です」

　筒隠は満足げな息を吐き出して、ぐるんぐるん運動をストップした。

　丁寧にぼくの服を整えてくれたあと、ぺこんと頭を下げる。

「とはいえイチコロポーズも完璧に習得できました。ありがとうございます。わたしと舞まい牧まきさんは体型も似ているだけあるですね」

「ごめん、聞き間違えちゃった。体型がなんだって？」

「うっかり言い間違えました。わたしと舞牧さんは体型も似る予定なだけあるですね」

「えっ……」
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　筒つつ隠かくしはノートに関数グラフのようなものを描びよう出しゆつし始める。

　縦軸には六十から百、横軸には十二歳から二十歳と記され、いくつもの曲線が引かれていく。そのうちのひとつ、極度に不自然な上昇カーブを描くラインを指さして、

「これがわたしです。現在の体型に姉さんの曲線から導き出される数値を代入していくと、舞まい牧まきさんの曲線と来年あたり交わることになるですね」

「お、おう」

「つまり数学的に考えて、わたしと舞牧さんは実質的にはほとんど同値です。未来において限りなく等しいです。ニアリーイコールすなわちイコールです」

「お、おう……」

「わたしの未来は明るいですね。そうですね」

　ふんすふんすと意気ごんで、小さな胸を力いっぱい張る筒隠さん。幸せいっぱい、夢いっぱい。将来設計は完璧だ。

　ぼくにできることはもはや、新たな公理が発見されるのを祈るのみである。

　……なお関数グラフのなかに、ひとつだけぽつんと離れて異様な低空飛行を誇る直線があり、その直線には「ＡＡ」という謎のアルファベットが記されておりました。お客様のなかにこの暗号を解読できる方がいらっしゃいましたら、どうかＡＡさんのお墓に花束を供えてやってください。

「──ていうか、そうじゃなくて」

　ぼくは頬ほおをかいた。

「ぼ、あたしを見て……なにか思うこととかない？」

「む……」

　しっとりと濡ぬれた、いつもの瞳がぼくを見上げて、

「とくになにも。普段の舞牧さんですが」

　考える時間も迷う様子も皆無。判定はすぐに下される。

　驚くほどにあっさりと、筒隠はぼくの入れ替わりを見逃してくれたのだった。
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　その夜はすぐに眠った。

　大浴場あたりを利用して、人体の神秘に関する学術的な研究調査をするにやぶさかではなかったのだけど、メモ魔月つき子こちゃんによる、横よこ寺でら先輩の日常に関する膨大な質問がぼくを解放してくれなかったのである。

　そのうちに疲れたと言って敷かれた布団のなかにもぐって寝たふりをして、食事から帰ってきた女の子たちの話し声を聞きつつタイミングを見計らっているうちに、うっかり眠りの国にさまよいこんでしまった。

　もっとも、それでよかったんだと思う。

　筒つつ隠かくしのお願いはいい洗礼になった。あれに動揺してしまうあたり、ぼくはまだまだ女の子には程遠いのだ。

　女の子。それは外見のみの概念にあらず。たおやかな仕し種ぐさにしとやかな歩き方を身につけ、女の子よりもよっぽど女の子らしくなって、初めて真の女の子を名乗ることができる。それが女の子に対する礼儀ってやつだよ。

　寝入った時間が異様に早く、バスのなかでもうたた寝していたおかげもあって、目覚めたときはまだ未明だった。

　もちろん、寝て起きたあともぼくの身体からだは副部長のままだった。理由もなしに猫神が戻してくれるはずはない。

「……今なら……」

　太陽も起きてこない真っ暗な空のもとで、ぼくは無人の女湯に入った。

　だれかといっしょの入浴というのは、いくらなんでも気が引ける。

　巷ちまたでは、女の子になったら誰々ちゃんと女湯に入るぜうっほほーい、なんてご褒美イベントを妄想する向きがあるが、ぼくに言わせればそんなものは邪道である。社会的リスクを冒して女の子の世界を覗のぞき見みるからロマンが生じるのであって、騙だまくらかした女の子とノーリスクで入浴するんじゃただの豚だ。変態としての美学に欠けるね。

　大浴場の洗い場は男湯のそれよりも広いような気がする。美人の肌をつくるという源泉かけ流しの湯をたっぷり堪たん能のうした。借りたものは洗濯して返す主義であるからして、身体の隅々まで洗っておいた。

　……どんな感触だったか？

　そんな、子どもも見ているんですよ！　やめてください！　幸せでした！

　自分の身体を洗うだけだというのに、倒とう錯さく的な欲求とのめくるめく戦いを強いられたおかげで、あっというまに朝の六時。

　梅の間に戻ったら、みんなが起きだすころだった。

　十二畳にいっぱいに敷かれた布団の上で、蓑みの虫むしたちがもそもそと動いている。

「タオルどこだったかなあ、もう」「あいむすりーぱー」「超寒いし……へっくし……」

　乱れた浴衣のまま朝風呂の準備をする女の子。寝ぼけ眼まなこでナチュラルメイクを施ほどこす女の子。大胆な格好で制服に着替え始める女の子。異性の眼めがないからか、みんなの姿勢があけっぴろげだ。

　どうにも眼のやり場に困って、部屋の隅で静かに体育座りしていると、爪先になにか布状の物体が引っかかっているのに気づく。

「こ、これは！」

　下着だ。だれのかはわからない。このなかのだれかの下着であることはまちがいない。

　すなわち、シュレディンガーの下着である。持ち主に観測されない限り、重ね合わせの可能性を持つだれもの下着として世界に存在し続ける。

　そろそろと下着を折りたたみかけた瞬間、

「おーはーよーうー」

「うひぁ!?」

　後ろからにゅっと伸びてきた手が、浴衣の脇腹をくすぐってきた。

　振り返ると、やっぱりだぼだぼの浴衣に身をつつんだほんわかさまが、袖のなかに掌てのひらを差しこんできている。遠慮なしに腋わきやらなにやら鷲わし掴づかみ。

「ひゃあああ、そこはらめえ！」

「マイマイー。おはよーのちゅーはー？」

「ちゅ、ちゅ、ちゅうですか!?」

　ほんわかさまは眠たげな垂れ目でほんわか笑って、悪戯いたずらっぽく頬ほおずりをかましてきた。ぼくの頬がほんわかさまの形と体温に撹かく拌はんされる。ものごっつい勢いで、首ねっこがぎゅっとされている。

　いまどきの女の子はここまで風紀紊ぶん乱らんなんですか！　けしからうらやましい！　わくわく女の子ビデオで学んだバーチャル知識がリアル教材に上書きされてしまいます！

「……マイマイー？　なんだか、いつもと違うよう……」

「そうかな!?　あたし！　ふつう！　よゆう！」

「んー…………」

　ほんわかさまは訝いぶかしげにぼくを見つめた。右に左に上に下に眺めまわして、ふいにほんわか笑う。

「まだ調子悪いのかもー？　今日はあんまり運動しないほうがいいよう」

「う、うん！　そうする！」

「髪も変ー。おいでー。結び直してあげるよう」

　ほんわかさまは自分の膝をぽんぽんとたたいて、ぼくの背後にまわった。

　恐る恐る背中を倒すと、胸元で抱きとめてくれる。

　副部長のトレードマークであるところの短いポニーテールが解ほどかれて、細い指できゅきゅっと引っ張られて纏まとめられていく。

　ほんわかさまのあえかな吐息がうなじに降りかかる。指先がからかうように耳じ朶だをくすぐってくれる。ほんわかした身体からだのラインが押し当てられて、ぼくの背中でふにゃりと形をゆがませる。

　寝るときは下着をつけない女の子がいるって俗に言うけれど、実際のところはどうなんでしょうか。確かめようと思えば確かめられてしまう。でも確かめないほうがいい気がする。これすなわちシュレディンガーの下着。同じ概念を多用するぐらいぼくが動揺していることがわかってもらえれば幸い。

　ほんわかさまの身体からだからは、柑かん橘きつ系けいの優しい香りがした。

「おおう……」

　なんという多幸感。もうぼく、ここんちの子になる。一生女の子でいいや。

　モロッコ行きの決意を新たに拳を突き上げたところで、ピンポーン、というチャイムみたいな目覚ましが鳴った。

　夢を断ち切るその音に反応して、近くの布団のなかでむくり、小さな人影が上体を起きあがらせる。

「……朝になってしまいましたか……むう……」

　筒つつ隠かくしさんちの月つき子こさんだ。

　自分で仕掛けた目覚ましに不満をもらして、四角い小箱状の時計のスイッチにぺしぺしとお仕置きする。きっとなにかいい夢でも見ていたのだろう。

　その体勢のまま、ぼんやりと周囲を見回して、ふと眼めがあった。

「……っ！」

「動いちゃだめー」

　ほんわかさまに完全に抱きしめられている格好のぼくとね。
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　暗黒魔王の瞳がぱちぱちと瞬まばたく。

　これは魔王ポイントでいうところの何億ポイントに該当するんですか。どんな命の償いをすれば借金返済できるんですか。魔王ポイントは命よりも重い……！

　パブロフの犬的な条件反射で震えだしたぼくをよそに、筒つつ隠かくしはいたって普通の態度でぺこりと頭を下げる。

「おはようございます。昨日はありがとうございました」

「あ、う、いえいえ……」

「本日もよろしくお願いします」

　そしてたったか立ち上がって、洗面所に向かった。

　その後ろ姿は、快活で健康的でどこまでもすっきりしていた。管理や調教なんて単語とはまるで無縁。原っぱで気ままに追いかけっこしてくれる仔こ猫ねこのよう。

　全身から力が抜ける。

　そうだよな。ぼくは副部長の姿なんだ。いくら月つき子こちゃんが月子ちゃんでも、暗黒魔王の一番監査基準表は適用されないよな。

「動いちゃだめーって言ったのにー。結びなおしだよう」

　……ほんわかさまに優しくぎゅうぎゅうされながら、一瞬、本当に一瞬だけ。

　この人生はすごく気楽だな、と思ってしまった。




　ちなみに。

「──ふがっ！　……あらごるん……ごらむっごらむっ……」

　小豆あずき梓あずさは部屋のど真ん中でずっと寝こけていたよ。

　へそから涎よだれまでフルオープンの寝相でもって、えへえへ笑いながらすさまじいイビキをかいていたことを、後世のためにここに記しておく。
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　ほんわかさまの朝散歩の誘いを断って、ぼくは五階まで階段を登った。

　そこは女子立ち入り禁止。汗と怨えん嗟さの充満する、むくつけき男子階だ。

　さすがに夜と違って、早朝は教師たちの監視の眼めも厳しくない。

　浴衣姿で階段付近に佇たたずんでいると、剣道部の男子連中が前を通過していった。仲間うちではバンカラを気取って普段は「押お忍す」としか言わないようなやつらが、それとなく寝癖を直したり背筋を伸ばしたりしながら、バレバレの目線でぼくをちら見していく。

　ここで浴衣の裾をからげたら面白いことになるな、と一瞬思ったけれどさすがに他ひ人と様さまの大事な身体からだでそんな破廉恥なことはできません。

　しばらく待っているうちに、『鶴の間』のドアが開いた。

　どやどやと三四人の男子がなかから出てくる。

　ひょっとしたら全員そろって徹夜したのかもしれない。みんな赤い眼めを擦こすって、あくびばかり。だれからともなく口を開く。

「最近さー」「おー」「横よこ寺でらって言われてるより変態じゃなくね？　とか思ってたんだけど」「やっぱり半端ねーだろアイツ」「だなー」「靴下を妊娠させたいとか意味わかんねーもん」「あいつヤベーよなーガチで」「だなー」「全裸でああいうことされるとなー」「下着と交尾する方法なんて普通知らねーよマジで」「だなー」

　その後ろから、腕組みする男子生徒の影がひとつ。

「こんなので変態とかお里が知れる。また今夜来い。本物の変態というやつを見せてやる。ますよ」

　副部長だ。正確に言えば、横寺くんの皮をかぶった副部長だ。

「まだ先があんのかよっ」「犯罪ぽいなーリアルに」「ねーわー」

　ほうほうのていで、男子たちは各々の部屋に散らばっていく。

「ネクストステージにいっちまっても、おれたちゃ親友だとは思ってたけどよ」

　そのなかにはポン太たの姿すらもあった。

「おまえさんの煩悩、異次元方向に進化しちまったなあ。さすがのおれもそろそろ堪かん忍にん信しな濃のの善ぜん行こう寺じってな。とめやしねえけどよ、一般人相手にゃお手柔らかに頼むぜ」

　かつて煩悩道を誓い合った幼なじみが、横寺くんボディと眼を合わせてくれないままに、くたびれきった姿で帰っていってしまう。

　どうやら副部長さんは昨夜、鶴の間でオンステージ状態だったらしい。他ひ人と様さまの大事な身体からだを使って、いったいどんな妄想を具現化させてくれやがったんですかね……。

　ぼくに気づくと、

「や」

　副部長はずいぶん慣れ親しんだ態ていで、横寺くんボディの片手をあげる。

　朝っぱらからいきいきしていて、眼のなかで活気に満ちた光が躍っていた。




　廊下の端、非常階段の扉のまえまで副部長を引っ張っていく。

「……なんの用」

「わかってるくせに」

　すっとぼける彼女もしくは彼に、ぼくは彼ひ我がの身体を指さした。袂たもとから猫の駒こまをちらと取り出してみせる。

　昨日はうやむやになったけど、いつまでもこのままでいいわけがない。

「あたしはべつに。なんの不都合も感じていない」

　副部長はそっぽを向いた。

　自分の女の子ボディがぼくにいいように使われるのは、不都合のうちに入らないらしい。これぞ漢である。いや女か。

「男子はみんなばか。同い年の女子よりずっとばか。おかげでなにを言っても後腐れなく付き合える」

「後に腐るのが主に横よこ寺でらくんの交友関係だからでしょ!?」

「それだけじゃない。昨日の夕飯だってそう」

「夕飯って、大広間の？　あれから食べに行ったの？」

「小豆あずきといろいろ楽しんだ。後輩からひっきりなしにメールが着信した。部長からも一度電話がかかってきた。おまえはやっぱりすごい。楽しかった」

「おおう……」

　容易に想像がつく。

　脳裏に情景が浮かんだとたん、喉がきゅっとしまった。

　みんなとそれぞれ話すのは楽しくてたまらないのに。今のぼくがその状況に置かれたら──楽しかったと言いきれるだろうか？　本当に？

「あたしたちには時間が必要。自分の人生を考える時間。戻るのはいつでもできる」

「そうかもしれないけど……」

「もう少しだけこのまま。だめ？」

　副部長は窺うかがうようにちろりとぼくを見てきた。珍しい仕し種ぐさである。それほどまでにエンジョイライフの機会を手放したくないらしい。

「……」

　ぼくは考える。

　あるいは、考えるふりか。

「……どうしてもっていうなら、だめ、じゃないけど」

　束つかの間まのゆるゆるの温ぬくもりが、まだ背中にじんわりと残っている。

　後先を考えなくていい、幸せな安息所。ほんわかした人間関係、のんびりした高校生活、現状維持のモラトリアム。ぼくの求める、平穏無事のすべて。

「よし」

　副部長は拳を短くにぎって、ちらと振り返った。

　廊下の角から覗のぞき見みしていた男子連中の頭が、ばっと引っ込む。

「ならそろそろ行っていいか。一緒に帰ってみんなに噂うわさとかされると恥ずかしいし」

「男の子のくせにそんなこと言うな！　いや待て、君はもともと女の子だからいいのか……？　いやいや、なんかおかしい……」

「おまえは女子みたいな仕種がだいぶ板についてきた」

「喜んでいいのかどうか微妙なことを言わないで！」

「喜ぶ選択肢がある時点で重症だ変態」

　いつものようなやりとりを交わしながら、副部長は小さな声で言う。

「……おまえの人生は楽しい」

「……副部長の人生も楽だよ」

　ぼくらはまるで正反対なのに、似た者同士みたいだった。

　副部長は横よこ寺でらくんの顔で笑い、ぼくはぼくなりに笑った。さすがに握手はしなかったけれども。
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　修学旅行二日目。

　いよいよ我らが高校名物、班別地域研究の開始である。

　みんなのテンションは最高潮で、

『北信地方の天気は快晴ときどき猛吹雪！　傘なんてどうせゴミになるのであきらめましょう！　はーっくしょん！　みんなもワタシみたいに風邪だけは引かないようにね！　はっくしょん、はっくしん、ほくしんっ！　北信テレビからでしたー！』

　ロビーのテレビに映るお天気お姉さんも絶好調だった。

　形ばかりの注意事項を先生から受け、グループごとにてんでばらばらに出発。永遠に出発しないでごろごろする予定のグループも一部に存在します。

　ぼくらは計画通り、中央駅まで出ると、バスに乗って兎と隠がくし地方へ。

　となりの小豆あずき梓あずさの座高が急に高くなっていて驚いたけど、行きのバスのときよりぼくの目線が少し低くなっただけだった。なかなかに新鮮だ。

「……どうかしたかしら？」

「なんでもない。昨日はよく眠れた？　中つ国の夢でも見た？」

「そう、すっごい大冒険だったんだから！　……あら？　でも、舞まい牧まきさんにその話をしたかしら」

　小豆梓がきょとんと首をかしげる。

「あ、い、いやっ！　ぼ、あたし、たしかに副部長！　プリンが好きな十七歳！」

「同い年なのは知ってるけど……」

「へんたいがいつもうるさく小豆のことを話す！　つい覚えてしまった！　あたしつんでるだから！」

「横寺がそんなにこっちの話をしてくれたの！」

「…………」

　とたんに喜色を浮かべる小豆あずき梓あずさと裏腹に、副部長は『なにそのモノマネ喧けん嘩か売ってるの？　ばかなの？　しぬの？』みたいな半眼をする。

「…………げへげへ。どうも横よこ寺でらだ。そのとおり。小豆梓のパンツの話とかよくする」

　やがて仕方なさそうに投げやりな応答をしてくれた。ありがとう！　なんだかんだいって付き合ってくれる君が好きです！　でもその話題のチョイスはないな！

「ぱ、ぱんつ……」

　小豆梓は微妙に固まって、顔をほのかに染める。もぞもぞとスカートの皺しわを正すように座り直す。なんだこれ、ちょろい！

「──横寺先輩は冗談が過ぎるですね」

　ふと、黒々としたオーラが近づいてくるのを察してぼくは可及的速やかに口を閉じた。

「公共の場ですから。まったくもう」

　たまたま同乗していた筒つつ隠かくしが後ろの席から移動してきた。ちゃっかり副部長──いや、横寺くんボディのとなりに陣取る。

　せっかく来たからには、筒隠も一緒に旅しないとつまらない。この小さな後輩がぼくらと行動をともにすることは、今朝の時点で全会一致で決まっていた。

「よろしくお願いします。今日はどちらへ行くのですか」

「ふふふー。デートスポットだよう」

「ですか。デートスポット。ふむ……」

　ほんわかさまの返事に、筒隠の眼めが妖あやしく光った、気がした。




　紆う余よ曲きよく折せつの末、我々Ｃ─七班の表向きテーマは、

『中部地方の少子化問題対策手段実行調査（はーと）』

　と決まった。小豆梓が提案し、ほんわかさまがハートマークをつけた。

『将来ぜったい参考になるはずだもん！』と小豆梓がぼくを見ながら力強く主張し、

『女の子同士でも子どもつくれるといーのにねー』とほんわかさまがほんわか同意した。

『テーマはどうでもいいがおまえたちはおかしい』と副部長は棄権した。

　多数決という民主主義の暴力のまえでは、もはや理性的意見など塵じん芥かいに等しい。

　かくして、子ども連れや若いカップル御ご用よう達たしのスポットに集中して観光──いや、地域研究することになったわけである。

　最初の目的地は兎と隠がくし忍にん者じや村むらだ。

　鎌倉時代より、兎隠は忍者を輩出する里として有名だったらしい。それをアピールするべく造られたテーマパークが兎隠チビっこ忍者村で、なかでも一番人気、からくり忍者屋敷は大人であっても脱出困難と謳うたわれるほどに本格的だという。

　そうと聞いちゃ黙っていられない。ぼくも忍者には一家言があるんだ。筒隠を尾行する隠形の術とか習慣だし、筒つつ隠かくしの写真をゲットする諜ちよう報ほう活動とか得意だし、天井裏に潜んで筒隠を見守る護衛任務とか妄想するし。あと、なにかのイベントで忍者コスプレをする筒隠の夢とかもまれによく見る。可愛かわいいな忍者さすがかわいい。

　そういう意味ではもはや、忍者村に行かずして忍者を名乗っても許されるはず。兎と隠がくし忍にん者じや村むらやぶれたり！
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　霊山として評判らしい兎隠山の麓あたり、うねうねとカーブが続く国道沿いに、とつぜん山を切り開かれてつくられた巨大な駐車場が広がる。

　おそろしい勢いで自家用車やレンタカーが来襲しては駐車場のおじさんに誘導されていき、ひっきりなしに観光バスが停車してはツアー客をどかどか吐き出していく。

　ぼくらもバス停で降りてから知ったのだけれど、忍者村は兎隠五社の一、兎隠奥社に道をはさんで相対していた。

　これがまた結構な歴史を持つ神社であり、要するに兎隠忍者村はこちらのお客目当てに建設されているといっても過言ではないようだ。女の子ビデオの通販サイトでもよく目にするところの『こちらもいかがですか？』商法、あると思います！

「こーいうのは最初に一番人気に並ぶのが鉄則だよねー」

「あら、そうなのかしら？　こっちはあんまりそういうの詳しくなくて……」

「ふふー。まかせてー」

　テーマパークの料金を払って、コートやマフラーで着ぶくれした家族連れたちといっしょに列に並ぶ。

　道端には除雪されてできた白い堤防が並んでいる。山が近いここは、年末から二月の厳寒期にかけて閉園するほど雪が積もるらしい。

　休業寸前のそんな冬のさなかでも長蛇の列ができるほど、忍者屋敷は人気である。みんなどれだけ忍者になりたいんだ。どうせ忍者になって懇意の女の子にストーカーしたり天井裏に忍びこんだりするつもりなんだろう。許しがたいな。

「……一時間かけて脱出できないとか、マジありえないじゃーん」

「囲い炉ろ裏りの下の隠し通路を抜ける以外に、どんなルートがあるのっていうかぁ？」

「学校サボってまできたのに超ムカつくじゃーん……」

「でもリトライするのも負けた気がするっていうかぁ……」

　並んでいる最中、二人組の女子高生が、途中退出口からしょんぼりと出てくる。

　ほかにも何組もリタイアしているのを目にした。やはり容易に脱出できないことは確実。一度に入場できるのが四人ずつで、同じグループであっても時間をおかなければいけないあたり、敵も本気である。

「これは気合を入れないといけないようですね。わたしの腕の見せ所です」

　ダッフルコートのなかで身体からだをふくらませて、無表情の筒つつ隠かくしはなにやらオーラを高めている。頼もしいね！　こういうときの月つき子こちゃんは本当にやることをやる娘こだもんね！

　いよいよぼくらの番が来た瞬間のことである。

　筒隠はするりと身体をすべらせて、後方にいた横よこ寺でらくんボディの腕をとった。忍者もかくやといわんばかりの、全員の虚を衝つく動作であった。

「……ん。え？」

　当の副部長ですら、一拍遅れて眼めをぱちぱちとさせてからようやく、自分の右腕が確保されたことに気づいたぐらいだ。

「どうしたの月子ちゃ……いや、筒隠さん」

　ぼくが問うと、筒隠は何気ない仕し種ぐさで案内板を示した。

「この施設は一度に四人しか入場できません。わたしたちは五人ですね」

「ああ、うん、そうだね」

「四人と一人に分けたら一人になった方がかわいそうですから、二人と三人で分けるのがベターでしょう」

「ああ、うん、おっしゃるとおり」

「いちいちじゃんけんをして後ろの人を待たせるのもなんですし、並び順どおりでいいのではないですか。おやなんというぐうぜん。ちょうどふたりとさんにんに分かれているようですね……」

「ああ、うん、……うん？」

「それではわたしと横寺先輩はあとから入場するですから、みなさんはお先にどうぞ」

　アリ一匹逃げ出す隙もない完璧な論理でもって、ぼくと小豆あずき梓あずさとほんわかさまは忍者屋敷のなかに送り出された。

「え。え。え？」

　取り残された横寺くんボディの、罠わなにかかったキツネみたいな眼が実に印象的でした。




　忍者屋敷のなかはなるほど、仕掛け扉に隠し階段、どんでん返しに滑り床と仕掛けが満載だった。

　そのからくりといったら、どうにも筆舌につくしがたい。つくしがたいので、ここには書けない。みんなも実際に行って楽しんできてください。

　二階の迷路のなかをあてもなく往復しながら、ほんわかさまはぽつりと言った。

「アズアズ、がんばらないと取られちゃうかもー」

「な、なんのことかしら!?」

「ふふー。わかってるくせにー。ツッツーはずいぶん積極的だよう」

　脇腹をつつかれて、小豆あずき梓あずさは「あうう……」と呻うめく。

　ついでに落とし穴にもはまりこんで「へうう……」とも呻いた。

　でもしばらくして、隠し階段からぶらさがる縄なわ梯子ばしごを登りながら、

「そういうのは、向こうの決めることだもん。無理にじたばたしたって、なんだかこっちの気持ちを押しつけてるみたいでイヤじゃない」

　きっぱりと言った。

「ほんとー？　やらない後悔よりやる後悔って言うよう」

「後悔なんてしないわ。横よこ寺でらが本当の本当に考えてきちんと出した答えなら、どんな結果でも受け入れられると思う。それに、あの人はああ見えて、どこまでも優しい人なの。ぜったいに、ひどいことなんかしないわ」

「…………」

　にっこりと笑った小豆梓を見て、ぼくらは黙りこんだ。

　それは嵐のなかでも気高く、凛りんと咲くコスモスみたいな笑顔だったんだ。

「……な、なに？　や、やっぱりこっちみたいなのが言うのはおかしかったかしら！　ごめんなさい！」

「そんなことないよう。アズアズ、とことん惚ほれきってるんだー……って感心しただけー」

「……た、建前もあるのよ、もちろん！　暴れんぼうのシャチみたいにがつがついくときはいくし！　なにかいいアピール方法なんてないかしら！」

　小豆梓は照れたように手をぱたぱたと振り回す。

　その拍子に回転扉に押しだされて、「ひうう!?」と一回転。手をばたばたさせながら必死に戻ってきた。思わず笑ってしまう。

「……よしよーし。恋愛経験五十段さんがとくべつに男の子のすごーい落とし方を伝授してあげるよう」

　ほんわかさまもほんわか笑った。背伸びして、だぶだぶの袖で小豆梓の頭を撫なでている。

「わ、わーい！　教えて教えて！」

「それはぼく、いや、あたしも興味あるな……」

「王子くんはすごーくえっちだからー。まず服を脱ぎます。おわりー」

「待てこらそこ！」

「きゃー。なんでマイマイが怒るのー」

「な、なるほど……服を脱いで、それで最初はどっちから……？」

「小豆梓もメモしない！」

　女の子のおしゃべりってやつは、砂糖菓子みたいにふわふわきらきらしている。中身が案外ざらざらしているところもそっくりだ。おいしかったです。

　そんなふうにぼくらはわいわい騒ぎながら、トラップ満載の忍者屋敷をゴールまですっかり満喫した。まさか最後の仕掛けにアモントン＝クーロンの法則をもってくるとは思わなかったね。




　で。

「……ぜんぜん出てこないんですけど……」

　ぼくらが忍者屋敷を脱出してから待つこと一時間。

　副部長と筒つつ隠かくしの姿は出口にも途中退出口にもさっぱり現れなかった。

　いやたぶん、からくり仕掛けに苦しんでいるだけですよね。もちろんそうですとも。だれですか、月つき子こちゃんが仕掛けを利用して横よこ寺でらくんボディを監禁調教しているに違いないとか思ったのは！

　念のため横寺くんのケータイに電話してみたら、

『すみません、先輩が正しい道をわかるまでもう少しかかりそうです』

　筒隠がていねいに応対してくれたので、間違いなくそういうことなんだと思います。なんで電話に持ち主が出ないのかなんて、深く考えてはいけない。

「あのねあのね、なんと、あそこに前の学校の友だちがいたの！　友だちが！　ちょっと友だちと話してきていいかしら？　友だちと！　友だちと！」

　小豆あずき梓あずさは自分に友だちがいることを最大限にアピールして、二人組の女子高生のほうにわしゃわしゃと走っていった。縄張りを駆け回るわんこのようであった。

　ほほえましく見守っていると、横からそっと手が伸びてくる。

「……マイマイー、だいじょーぶー？　まだ待てるー？」

「へ？　なんでさ」

「ほらー、朝ちょーっぴり調子わるそーだったでしょー」

　ぼくの額に、ほんわかさまの掌てのひらが押し当てられる。

　指先がぞっとするほど冷たかった。

　反射的に顔を横に向けつつ、クロールの要領で両手を上下に動かすぼく。

「だいじょぶ！　元気！　快調！　万全！　あたし無敵の女の子、きゃぴっ！」

「んんんー……んんー……」

　ほんわかさまは妙な視線で妙な唸うなり声ごえをあげていたけれど、やがて肩をすぼめた。

「……りょーかーい。ここで待っててー。お茶買ってきてあげるよう」

　ほんわかした笑みを浮かべると、自販機を求めてゆるゆると歩いていく。やはりぼくの完璧なモノマネが功を奏してくれたに違いないな。

　そうして、ぼくはひとりで忍者村の東あずま屋やのベンチに腰かける。

　竹垣の向こう、国道の反対側。

　天を衝つくばかりの大鳥居と、黒々と立ち並ぶ杉並木が見える。

　あれは兎と隠がくし神じん社じやだ。樹齢云うん百びやく年ねんもの天然記念物が何百本もならんで、奥社への参道をつくっているそうだ。神様への白い雪道を人間が登っていく様を、彼らは静かに見守り続けているのだろう。

　空には薄くて柔らかい雲が浮かんでいる。喧けん騒そうとは無縁の、ふわふわのモラトリアムに満ち満ちた時間だった。

　杉の数を指さし数えてぼんやりしているあいだに、

「イエスイエスイエス！　ジャパニーズファッションファッキンベリーゴッド！　ストップモーションプリーズクダサイ！」

　一眼レフカメラを構えた外国人のお友だちと、

「ぎにゃー！　ついてくんなー！　まきびしまきびし！」

　必死に手裏剣を投げつけまくるちびっこ忍者が、視界の端を慌ただしく横切っていくハプニングがあった。

　あの髪の色はエミに似ている気がする……というか、エミ本人な気もしないでもないけど気のせいだと思うことにする。

　今のぼくは、ぼくであってぼくではない。

　この身体からだにはコスプレエミも飛びついてこない。勉強しない鋼こう鉄てつさんも電話をかけてこない。小豆あずき梓あずさのお散歩用にリードも握らない。筒つつ隠かくしの魔王ポイントもたまらない。

　だれに求められることもない。だれを苦しめることもない。

　もしかしたらこのままずっと、みんなを幸せにすることができるのかもしれない。

「ああ、平和だなあ……」




『──本当にそうかな？』




　とつぜん、ダンディなバリトンボイスが下方から聞こえた。

　横を向くと、そこにあるのは黒猫のパペット。

　毛並みはアラジンの絨じゆう毯たんのように艶つややかで、瞳は湖面に落とされた水晶石のよう。ヒゲをぴーんと伸ばしたハンサムな面構えで、ぼくの膝のあたりから仰あおぎこむようにしゃべっている。

『君は大事なことから眼めを逸そらしているんじゃないかな？』

「……えっと……」

『いったいぜんたい、いつになったら、笑わない娘こに大切なものを取り戻してあげるつもりなのかな？』

「──なっ、なんですか、いきなり!?」

　もちろんパペットがしゃべるはずもない。

　いつのまにか、東あずま屋やのベンチのとなりには男が座っている。

　落ちくぼんだ眼めをした、年齢不詳の男だ。

　顔立ちだけは人気ハリウッドスターか有名フットボーラーのお忍び姿にも感じられるけれども、それにしたってもう少し服装に気を使うだろう。

　皺しわの寄ったパーカーを着こんで、ほつれたフードを目深にかぶって、大きなマスクをして、イヤな色の双そう眸ぼうだけを垂らした前髪の間から覗のぞかせている。

　そいつが左手をパペットに差しこんで黒猫を操っている、のだとは思う。

　けれども男は前方を見据えてこちらを一顧だにしないし、マスクに覆おおわれた口元が動いているようには見えないし、聞こえる声は紳士然とした丁寧なバリトンだしで、なんだか黒猫自身に魂が宿っているような気さえしてくる。

『僕は怪しいものじゃないよ。見てのとおり、わからないかな？』

「見てもさっぱりわからないし、自分で怪しくないとか言っちゃう人間にろくなやつはいないよ！」

『君と話がしたいんだ。悪い家神、祟たたりつきの家神、不幸をもたらす家神について。君も興味のある分野じゃないかな？』

「それは──いや、あなたはそもそも何なんですか!?」

『今日はあれを調査に来ただけだよ。見えるかな？』

　黒猫は尻尾をお洒落しやれにくねらせて、兎と隠がくしの大地に威容を誇る奥社の大鳥居を示した。

『この地は未いまだ太古の力を有している。神憑つきの血筋にかかわるものと交わったとき、複雑な事象を引き起こすようだ。もっとも──すでに経験ずみかな？』

「……なんで……」

『混迷に陥おちいっている君の状況には心から同情する。けれども、いつまでもみんなを騙だまして逃げ続けるわけにもいかないんじゃないかな？』

　黒猫は行儀めかした所作で腕組みしてみせた。

　……この奇妙な黒猫遣いが何者なのか、ぼくにはさっぱりわからない。テニスプレイヤーだろうとハリウッドスターだろうとレースドライバーだろうとフットボーラーだろうと、はたまたどこぞの大学教授だろうとどうでもいい。一分後に黄色い救急車が到着して、「市民にご迷惑をおかけしました」と連行していってくれても驚かない。

　ただ──なぜだかわからないが、唾を飲みこむ喉が無性に痛い。

　ぼくは口の中がからからに干上がっているのを感じた。

『いろいろ君の話を聞いているよ。いずれまた、本家本元にかかわる問題も起きるだろう。しかるべきときまでに、自分のスタンスをはっきりさせておくといいんじゃないかな？』

　黒猫はまるで親身になって励はげますかのごとく、ぼくの膝をぺんぺんと尻尾でたたく。そうして魔法のようにふわりと宙に浮き上がった。

　いや、男が立ち上がったのだった。

　昏くらい眼孔の奥、たまらなく特徴的な例の眼めつきでぼくをじっと眺めて、やっぱり何も言わずに歩き去っていった。
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　筒つつ隠かくしと副部長が忍者屋敷から出てきたのは、それからずいぶん経たってからのことだった。

　月つき子こちゃんはとってもツヤツヤのお肌をしていた。揺れるしっぽ髪から甘い香りを立ち上らせて、

「お待たせしました」

　とぺこりと礼をする。

　その手に抱えているのはお馴な染じみジャポニカがくしゅーちょー。いわゆる暗黒魔王の閻えん魔ま帳ちようである。今日もちゃんと持参していたんだね！

　横よこ寺でらくんボディの副部長は、南極大陸に島流しにあったようにがたがた震えていた。

「いちばん……いちばん……」

　壊れたレコーダーのように同じ文句を繰り返すばかり。

　恐怖の暗黒忍者屋敷でなにがあったのかは、永遠の謎である。いやもちろん、迷っていただけに決まっているんですけどネ！

　それから兎と隠がくし奥社を軽く参拝して、昼食を食べ、バスで戻り、今度は電車を使って、噴水の凍った回顧園やら不思議な看板の立つピラミッド山やらを地か域ん研こ究うしてまわるあいだ、横寺くんボディは常にサンドイッチされていた。

「ねえねえ横寺！　このご神木のまえでお祈りすると、仲良し金魚の夫婦みたいに一生いっしょに暮らせるんだって聞いたわ！　ためしにお祈りしてみない？　ふ、深い意味はないんだけど！」

「先輩。この野沢菜がおいしいです。やはり旅行はご飯がおいしくあるべきです。日々料理する身として強く思います。そういえばぜんぜん関係ないですが、お嫁さんには料理のうまい人を選ぶべきだとも聞くですね……」

　追尾性能に優れた筒隠と、暴れんぼうのシャチ見習いの小豆あずき梓あずさとで、婉えん曲きよくかつストレートな仁義なきバトルが繰り広げられていたみたいだが、基本的にぼくとは関係ないところで完結していたのでよく知らない。

　いつしか空は墨をぶちまけたように暗くなってきている。

　天気予報のお姉さんがいっていた、雪の時間が近づいてきたのだろう。

　降り出すまえに帰りの電車に乗りこんだ。

　車窓には田んぼと林と山々の風景が変わりばんこに映る。それらはやがて来る吹雪の前触れのように、固く静まり返っていた。

「マイマイ元気ないよう。やっぱりお腹なか痛くなっちゃったのー？」

「あ、違う違う。考えごとをしていただけ」

「……ふーん？」

　中央駅で降りて旅館に戻る途中、ほんわかさまがぼくの顔を覗のぞきこんでくる。

　歩道と車道の境目のない、小さな道路だ。前を見て歩くことに集中していたら、すぐに視線は逸それた。

　そのままぼくらは肩を並べて、違うところに目線をやりながら歩いていく。

「マイマイー」

「うん」

「……マイマイー」

「……なに？」

「すごーくすごーく仲良くなって、もー二年もたつのにー」

　彼女は独り言のようなタイミングで、ぽつりと口にする。

「マイマイはどこまでいってもどこかに壁があるよう。大事なところで大事なことを話してもらえてないなーっていうか。ちょっぴりさびしー」

「……い、いや。それは」

「なーんちゃってー！　わーきーばーらー、シェイプー！」

「ぐあー！　やめてやめてやめてぇ！」

「マイマイだまされてるー。じょーだんじょーだん。だよう」

　たまらず振り払うと、ほんわかさまはいつものように笑う。いつものように袖をゆるく振り回す。いつものような独特の歩き方で、副部長ボディのとなりにいる。

　でも──笑顔と別の感情が同居できるタイプの娘こなんだ、彼女は。

　歩道と車道の境目、見えないラインの向こう側。

　ほんわかした表情のなかで、なんだかひどく傷ついたように、眉だけがわずかに下がっていた。

　横目で見ていると瞼まぶたがちかちかしてきて、ぼくはやっぱり前を向く。

　……たぶん今の言葉は、ぼくが聞いてはいけなかった。

　ぼくじゃなくて、うしろで筒つつ隠かくしと小豆あずき梓あずさにはさまれてあっぷあっぷしている副部長が聞かなきゃいけなかった。

　修学旅行なんかちっとも楽しみじゃない、なんてあきらめちゃうまえにさ。

　ほんわかさまのことをなんにも知らない、なんて逃げ出しちゃうよりもさ。

　目の前の問題から眼めを逸らさずに、副部長は自分と自分の友だちのことにきちんと向き合うべきだったんだ。

　──自分と自分の友だちのことにきちんと向き合う？

　ははは。どの口がそんなことを言うんだろう。

　冷たく身を切る寒風から逃れるために、ぼくはマフラーのなかに顔の半分をうずめる。

『──いつまでもみんなを騙だまして逃げ続けるわけにもいかないんじゃないかな？』

　黒猫のバリトンボイスが頭のなかに蘇よみがえる。

　そんなことは、とっくの昔にわかっていたはずなのに。

　ぼくの胸が、ぼくのものではありえない胸が、針で突き刺されたように痛む。

　その痛みが果たして、ほんわかさまを騙していることへの罪悪感なのか、あるいは副部長へのよくわからない嫉妬心なのか、それともぼく自身へのどうしようもない苛いら立だちなのか──ぼくには区別することができなかった。
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　宿についた時間は予定より早く、夕飯まではずいぶん時間があった。

　空模様に追い立てられたのだろう。他の班の人たちも戦利品を両手に続々と帰ってきていて、旅館のロビーはちょっとした戦後の闇市みたいな活況を呈ていしている。

　旅行班というくくりで細かく分けられていた人間関係が、大きなサラダボウルのなかで再び混ぜあわされていくようだ。

　陸上部の女の子グループに話しかけられてあたふたしたり、剣道部の男子連中にうっかり話しかけてあたふたされたりしているうちに、筒つつ隠かくしや小豆あずき梓あずさとはぐれてしまった。

「ブレーキ役の麻ま衣いがいなかったからついついお菓子を買いすぎちゃったんだ、もう！」「すかんぴーん」「みんなで分けるしかないし？」

　Ｃ─六班の女の子たちに請われて、ほんわかさまは五班六班の集まる談話室へ行くと言った。

「マイマイも食べよーよう。マイマイの好きなプリンあるよう」

「いいねいいねでもごめんねちょっとあれがそれでこれだから」

「どれなのー……」

　ぼくも誘われたけれども固辞しておく。というか、ナチュラルにぼくが誘われたと思っちゃうところがそろそろ怖い。ほんわかさまのほんわかした笑顔で話しかけられるのがそろそろ辛い。

「あーっと。かわりに、よこでら、が行きたがってたよ」

「えー……ぜんぜんかわりにならないよう」

「そこをなんとか！　行ってらっしゃい！」

　ほんわかさまに頼みこんだら、副部長のほうから「ちょっと待て」と異議がかかった。

「なんのつもり。女子と話すのが楽しくなくなったのか」

「違うよ」

　副部長をロビーの柱の陰に引っ張り、ほんわかさまの眼めを盗んで作戦会議。

「ぼくは君の人生が楽しくてたまらないんだけどさ、それじゃやっぱり、ダメなんだよ。ぼくのためにも君のためにもならない。ぼくたちは自分のことにちゃんと向き合わないといけないんだよ。君の友だちのためにも」

「……それは」

「あとたまには横よこ寺でらくんの身体からだのほうにも女の子パラダイスを味わわせてあげたいんだ！　ぼくのハートのほうだけいい眼を見て、ぼくのボディが可哀かわい想そうだと思わないのか！」

「ぜんぜん思わない。変態は死ねばいいのにとは思う」

　副部長は白い眼をしていたが、ぼくが押して押して押しまくるとしぶしぶ、ほんわかさまと一緒にお菓子会に向かった。

　べつに副部長に塩を送ったわけじゃない。

　むしろ簡単に女の子たちに受け入れられたら問題は横寺くんの外見ではなく中身だったということが一層明らかになってしまうわけでさ、ぼくの精神の名誉のためにも、いつもどおり排斥されることを願わないでもないんだからね！　いやマジで。
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　筒つつ隠かくしと小豆あずき梓あずさを捜したら、ふたりは遊戯室のなかで見つかった。

　家族連れも多く、一般生徒と一般客との判別が容易ならざる混雑のなかに、着替えた浴衣姿で完全にまぎれこんでいる。

　その手ににぎるのは卓球のラケット。

「──ねこだましあたっく」

「きゃー！　うう、また筒隠さんにポイントを取られちゃった……」

「まだまだこれからですよ」

　どうやら夕飯までに温泉に入るつもりで、ついでに準備運動をしていたらしい。

　畳んだ浴衣とアメニティグッズをパイプ椅子に置き、ふたり仲良く時間交替制の卓球にいそしんでいる。

「──ねこそぎあたっく」

「やー！　また届かない！　こっちがテナガザルに進化できたら拾えたのに！」

「今のは返されていたら負けだったですね」

　無表情と表情豊かの違いはあれど、ともに額に汗かき、浴衣の裾を乱し。ふたりの卓球女子は、やたらと楽しそうである。

　おいおい、なんでぼくを誘ってくれなかったんだ……。旅館で浴衣で卓球とか、ロマンイベントの香りしかしない。いやーんピンポン玉が浴衣の隙間に入っちゃったーんとか、そういう深夜番組感あふれるシチュエーションをぼく抜きでやることになんの意味があるというのかね。

　……憤慨してみたけれども、窓ガラスに映るぼくの姿は副部長のままで、ふたりのあいだに割りこむ資格は微み塵じんも持ち合わせていないのだった。

「やれやれ……」

「む。舞まい牧まき先輩はお疲れですか」

　ため息をついたぼくに、筒つつ隠かくしは振り返った。

　左手にピンポン玉を載せ、ちょこんと頭を下げる。

「おかげで今日は有意義な時間を過ごせました。ありがとうございます」

「いやいや、ぼ、あたしはなにも。……ところで、ちょっと訊きいてもいいかな」

「なんでしょうか」

「忍者屋敷で、よこでらとなにをしてたの？」

「迷いながらこんこんとお話ししただけです。現代社会の正しい秩序と序列と支配層の果たすべき役割について」
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「まじめだ!?」

　ただ、そこはかとなく不穏な空気があるのはなんでだろうね。

「そして調査の結果、もうひとり、社会の序列についてきっちりきちんときちきちにお話ししなければいけない人がいることもわかりました」

　ふんす、と息を吸いこむ意い気き軒けん昂こうな筒つつ隠かくし。きつくにぎったラケットを振りかぶり、

「──どろぼうねこあたっく」

「あうっ！　またやられちゃったわ……！」

　スマッシュの向かう先は、ラケットをくわえたチワワみたいにあたふた動く小豆あずき梓あずさ。額とラケットでピンポン玉をお手玉しながら、楽しそうに騒いでいる。

　そういえば。

　副部長は小豆梓のことを横よこ寺でらくんのカノジョだと誤認していたような──。

「わたしはどうやら甘かったようです。わたしが手を抜くからこんなことになってしまうのですね。秩序と序列と一番をはっきりさせて、完全完璧完膚なきまでに全璧ぱきぺきにしてくるです」

「話をするのにすさまじく穏当じゃない表現があるんですけど!?」

「そろそろ交代の時間ですし、温泉に入りましょう」

　ぼくの声にかぶせて、筒隠は小豆梓を誘いにかかる。

　武闘派ピンポンマスターのしっぽ髪が、漆黒のギロチンのようにゆらゆら揺れている。あれはまさしく、身の程知らずの二号さんを一刀に断ち切る地獄の鎌。小豆梓逃げて、超逃げて！

「あら、もうそんな時間？　温泉旅館で卓球するなんて初めてだったから、すっごく熱中しちゃったわ！」

「汗もたっぷりかいたですからね。露天風呂でじっくりゆっくりお話しするですよ。景色を見るついでに、今後の人生でも見つめ直しながら」

「うん！　今日は本当に楽しいこといっぱい……えへへ、うれしいな。子どもクジラの初泳ぎみたいね！」

　危機察知能力がぽんこつの小豆梓さんは、暗黒魔王ちゃんの黒々としたオーラなどてんで感じ取れていない。無む垢くな天使の笑顔でお花畑を咲かせるのみだ。

「くうっ……」

　問題。

　腹ペコ魔王月つき子こちゃんと純白天使の小豆梓さんを、ふたりだけでひとつ檻おりのなかに閉じこめたらどうなるでしょう。

　答え。

　とくになにも変わりません。

　魔王さんにむしゃむしゃされて、天使の小豆あずき梓あずさが名実ともにリアル天使さんになってしまうだけだからね！

　筒つつ隠かくしと小豆梓がジャッジの介入もなしにぶつかった場合、どう贔ひい屓き目めに見ても戦いにはなりえない。あまりにも無残な結末が克明に予想できて、思わず身震いした。

　立ち上がる。選択の余地なんかなかった。

「ぼ、あたしも温泉いっしょに行く！　準備してくるから少しだけ待ってて！」

　ぼくは遊戯室を飛び出し、着替えと手ぬぐいを用意するべく梅の間へ走る。

　……女の子と一緒に女湯に入るのはただの豚？　変態としての美学に欠ける？

　寝言は寝て言えろくでなし！　小豆チワワさんが危ないんだ！　人命は地球よりも重いんだぞ！　せめて骨だけは拾って供養してあげないと！
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　みんな考えることは同じなんだろう。

　夕飯前、二階の温泉は脱衣所からして満杯だった。

　あっちを向いてもこっちを向いても女の子。服を脱いでもタオルを着てもパラダイス。魅惑のウィンターロケーションはとても筆舌につくしがたい。つくしがたいので、ここには書けない。みんなも実際に女の子になって楽しんできてください。

　万一ぼくの騎士道精神なかりせば、世界に横よこ寺でらくんの子どもが爆発的に産みだされていた可能性大である。地球の人口増加問題にぼくはまたひとつ貢献してしまったわけで、そろそろ国連平和大使として表彰されてもおかしくない。

　来るべき表彰式に備えて世界中の女の子の胸を打つスピーチを頭のなかで構築することで心頭滅却、副部長ボディのやんちゃな部分をクールダウンさせることに成功。

　かけ湯をしてまずは露天へ。

　砂と岩の散らばる空間は、どこかの日本庭園を模しているのかもしれない。露天風呂だけでもいくつも用意されていて、あちこちの角度から景色を楽しめるようになっていた。

　真っ暗な空からは小雪がちらつき始めている。湯船からぽわぽわと浮かぶ湯気が雪のかけらと混ざりあって、霧のように漂っていく。

　東京ではなかなか見られない風情だった。

「こんなに広いと、羽を伸ばしたペンギンみたいな気分になるわね」

「天気がよければもっとよかったですね。大昔の罪人も最期の夜には窓辺から月を望む権利があったと言うですが」

「へええ！　ところで、なんで今そんな話をするのかしら……」

　筒隠と小豆梓も無防備についてきた。すべすべラインとつやつやラインが視界の端にちらちら映る。

　ぼくらが選んだ露天の湯は最初は熱すぎると思ったけれど、外気の寒さを考えるとこれぐらいがちょうどいいのだろう。意識せずともため息が漏れてしまう。

「ふう──いいお湯ね」

「効能は、お肌の活性化でしたか……」

　でも、ぼくのすぐ目の前で小豆あずき梓あずさは暢気のんきに両足をぱしゃぱしゃやらないでほしいし、筒つつ隠かくしは熱心に自分のぺたぺたの胸にぺたぺたお湯を塗りこまないでいただきたい。

　ふたりともあまりに警戒心が弱くて困る。もしこの場に、女の子の身体からだに成り代わってまで裸を覗のぞきたがる変態がいたらどうするつもりだったのだろう。やはりぼくがついていてあげないとダメだな。片時もそばを離れないぞ！

「──むかーしむかし、神様をてんで信じやがらねえ媼おうながおったとな」

　高い板塀をはさんだ男湯のほうから、ポン太たの声が聞こえる。

「そいつがある日、牛に引っかけられて長い道程を走ったらば、来て見て驚き山さん椒しようの木、なんと行きついた先が善ぜん行こう寺じってんで腰を抜かしやがったとな。つまるところ、おれたちゃ信じる信じないにかかわらず、神様と善行からは逃げられねえってこって──」

　朗々と連なる名調子が遠く高く響く。

　露天風呂に浸つかりながら、仲間にありがたい講釈を垂れているらしい。

　いつもならまたポン太一流の趣味話が始まったと思うところだけど、今なら信じられる。神様はここにいるよ。あいつら基本的に女湯にいる。

「しあわせだなあ……」

　ぼくは眼めを閉じた。温泉にはなんの罪もない。ないのだが、うっかり気分を弛し緩かんさせてしまうあたり罪は重い。

　筒隠が小豆梓となんの話をしているのか、最初はよくわからなかった。




「それではたとえ話をしましょう。ここにＡ子さんとＢ男くんとＣ美さんがいるとします」

「うんうん！　動物でたとえるとどんなイメージかしら？」

「む……むむ……猫と王子さんと犬みたいな感じでしょうか」

「王子さまはケモノ扱いなの？」

「Ａ子さんとＢ男くんは一つ屋根の下で夜をともにしたこともある仲なのですが」

「立派なケダモノだったわ……！」

「一睡もできないどきどきの夜でした。しかし最近困ったことに、立場をわきまえないＣ美さんが割りこんできているのです」

「ああ……お邪魔虫ってどこの世界にもいるものよね」

「でもＡ子さんはＢ男くんの一番だということがすでに決定されているですから。勝負は端はなから明らかなのです」

「Ｃ美さんの敗北は約束されているのね！　ふふ、かわいそう！」

　淡々と語っていく筒つつ隠かくしと、朗らかに相あい槌づちを打つ小豆あずき梓あずさ。

　一方、

「…………」

　細ささめ雪ゆきの舞うなか、湯に沈んでがったがた震えるぼく。

　気がついたときには、話がとんでもなく恐ろしい方向に進んでいました。

　月つき子こちゃんは武闘派にして策士である。百六十キロの剛速球を思いっきりキャッチャーミットにたたきこむと同時に、バッターボックスに落とし穴を掘ってバットを振らせるチャンスすら与えないタイプだ。

　でもさすがにド直球すぎないですかね、このたとえ話とやらは！

「Ｃ美さんはあくまでも二番さんだということを自覚して、部活に応援に行ったり旅行先でべったりするのを控えるべきではないでしょうか」

「あら、ちょっと待って……どこかで聞いたことがあるわねその状況……」

　小豆梓がふいに顔を曇らせた。額に手を当てて、なにかを連想しようとしている。

　もうダメだ。もう限界だ。もう無理だ。

　ああ神様、神様、女湯の神様、ぼくにその手を汚せというんですか。それしか正義の道は残されていないんですか！

「それはッ！　ぼ──」

　眼めを瞑つぶって立ち上がろうとした瞬間、

「そう──小公女ガメラ！」

　小豆梓はぱあっと笑う。筒隠が「む」と首を横に倒した。

『小公女ガメラ』。

　小豆梓がバイブルにしていて、一時期ぼくらのグループ内でも爆発的に流は行やった、少女マンガの金字塔だ。

　主人公のガメラはいじめ問題をお嬢様プラズマで爆砕したりなんだりできる孤高のヒーローなのだが、掲載媒体は少女マンガ誌であるからして、サブキャラ同士のカップリングがどろどろねっとりして実に熱い。

「その三角関係、こないだ外伝で読んだわ！　なあんだ、ガメラのお話だったのね！」

　人生で大切なことはすべてガメラが教えてくれた。これ小豆梓のキャッチコピーとして積極的に使っていいよ。

　小豆梓はわくわくしたように身を乗り出す。

「三角関係の決着の付け方が確かに賛否両論だったのよね。筒隠さんは亜あ子こちゃんファンだったのね！」

「……まあ。そうです。あの。外伝キャラの固有名詞を出されてもわから──いえ、キャラ名で語ると他のカップリング推しの方と揉もめるかもしれませんのでやはりイニシャルトークにしましょう」

「無用なトラブルを引き起こさないファンの知恵！　さすが筒つつ隠かくしさんだわ！　推奨カップリングが違ってもファンの心はひとつ、よね！」

「ええまあ。はい。そうですね。それでＡ子さんたちの話なのですが」

「そもそも一番二番ってだれが決めたのかしら？　外伝にそんなことが書いてあった？」

「わた、Ａ子さんです。Ａ子さんがそんなことを決めているような感じがしました」

「じゃあ意味ないわ。それはＢ男くんが決めることだもの」

「よう、Ｂ男くんもＡ子さんが一番大切だと力強く断言していたです」

「一番大切……」

「あず、Ｃ美さんとＡ子さんとの差は完璧ぱきぺきですね。そうですね」

「そういえばそんなセリフがあったような──でも、それって後の展開にぜんぜん関係なかったんじゃないかしら？」

「えっ」

「大切なんてなんとでも使える便利な言葉だもの。本当は、大切のあとに続く言葉こそが大切なのよ。一番大切で放ほうっておけない？　一番大切でかわいい？　一番大切な後輩？　一番大切でそばにいたい？　一番大切で結婚したい？　一番大切な友だち？　結局、なんなの？」

「…………」

　虚を衝つかれたように、筒隠がはじめて黙りこんだ。

「たとえば本編でも、Ｃ美さんはお母さんから一番大切に思われているような描写があるけど、お母さんとはぜったいに結婚しないでしょ。一番大切、で、どうなのか。続く言葉がわからなければ意味がないんじゃないかしら」

　小豆あずき梓あずさは朗らかに人差し指を立てる。

　専門分野を語りだすとイノシシのごとく止まらなくなる人っているよね。大好きなマンガ談義ができて、彼女もどんどんうきうきし始めちゃったらしい。

「た、たしかに一番大切としか言われていないですが。いないですが……」

　筒隠は自分の額をおさえて口ごもった。今まで信じて疑わなかった定理を反証された物理学者のような顔つきだ。

　やがて訝いぶかるような視線を板塀のほうに向ける。板塀の向こうは男湯だ。だれかさんに疑念をぶつけるように、じいっとそっちを見つめている。

「で、でも」

　気を取り直したように、首をぷるぷると振った。

「Ｂ男くんがＣ美さんにやったことは一から十までＡ子さんにもやっているのです。Ｃ美さんがキスをされたらＡ子さんもキスされそうになる。頭を撫なでられたら撫でられる。手をつないだらつなぐ。Ｃ美さんにやったことで、Ａ子さんにやらなかったことはありません。Ｂ男くんはきちんと調整されているのです」

「そんな描写あったかしら……」

　小豆あずき梓あずさはわずかに首をかしげたけれど、すぐに肩をすくめた。

「それはＡ子さん有利の証明にはならないわね」

「なぜですか」

「動物だって、強いものが最初にご馳ち走そうを食べるでしょ。話を聞いているかぎり、Ａ子さんはＣ美さんのおこぼれをこそこそもらっているだけじゃないかしら」

「………………」

　筒つつ隠かくしは今度こそ完全に黙りこんだ。

　そういえば。なぜわたしのほうが後から隠れて真ま似ねをしているのですか。これは一番というより二号さんのやることなのでは。

　そんなテレパシーが如実に伝わってくる。

　やったね、ぼくらの無敵のコミュニケーション能力が復活したよ。ただし一方通行だし、できれば届いてほしくなかった感じの通信である。

「あ、あの、そろそろ雪がひどくなってきたし、内湯に戻るとか……」

「………………」

　ぼくが水を向けても答えてくれやしない。

　筒隠はふらりと露天風呂から半身を晒さらし、雪の結晶を肩に溶かしている。そうやって男湯の方向を見ながらずうっと停止している。

　板塀のまえで考えこまないでください！　そこにＢ男くんはいません！　千の風になってあなたのすぐそばにいます！

「少しお湯が熱くなってきちゃった？　大丈夫かしら？」

「……わたしが一番……わたしが一番、そう、そうです。わたしが一番Ｂ男くんのことを管理できるんです」

「筒隠さん？　あの、本当に、大丈夫かしら……？」

「とＡ子さんが言ってました」

「……Ａ子さんには悪いけれど。それは思いこみよ」

「おもい、こみ……」

「相手のことを管理したいなんて、恋愛の初期も初期の錯覚だわ。手の届かないことがあるのを認めるところから、ふたりは近づいていくんだもの」

　どの恋愛マンガもそうだったわ、とマンガフリークの小豆梓は照れたように付け加えたけれど。

　ふらふら状態の筒つつ隠かくしはすでに聞いちゃいなかった。

「でも。でも。でも。Ａ子さんにとってもいつもＢ男くんのことが一番で」

「Ａ子さん、好きって気持ちを押しつけているだけじゃないかしら。あのね、本編を読んだときから思っていたんだけど。Ａ子さんがＢ男くんを好きになるきっかけはちゃんと描写されていた？」

「えっ」

「Ｃ美さんには、ちゃんとＢ男くんに惹ひかれるにふさわしいエピソードが用意されていたじゃない？　でもＡ子さんのほうときたら、ほのかな初恋系の雰囲気描写がメインじゃなかった？」

「ふんいき……そんな──」

「相手を好きな理由が薄弱だから、好きなこと自体が好きになっているんじゃないかしら。『好き』と『恋愛』は違うわ。恋愛は相手のすべてを受け入れること。強制したり管理したりすることとは真ま逆ぎやくにあるの」

　小豆あずき梓あずさは慎重に言葉を選びながらしゃべる。たぶん、今まで読んだ大量のマンガの知識を脳内に引き出しているのだろう。

「薄弱──恋……真逆……」

　その言葉のひとつひとつが、筒隠の顎あごを、レバーを、鳩尾みぞおちを、強したたかに殴りつけていくのが幻視された。

　ジャブ、ジャブ、フック、ストレート！　軽量級最強の戦闘力を誇ったリトルボクサー月つき子こちゃんは、いまや防御もままならない。小刻みに揺れて跳ねて、ぴくぴく震えだしている。

　なんだこれは。なにが起きているんだ。

　牙を研ぐ化け猫とぷるぷる震えるチワワとの戦いかと思っていたら、巨大チワワがいまやリングの隅まで追いつめて、棒立ちの仔こ猫ねこに猛ラッシュをかけているじゃないか。

「Ｂ男くんどうこうの問題じゃないわ。Ａ子さんはまだスタートラインにも立っていないんだもの」

「たっ……てな……」

「恋する女の子ならだれでもすぐにわかること。筒隠さんもそこはおかしいなって思わなかった？」

「……も、も……もひ……ろん……」

「でしょでしょ！　やっぱりわかってくれてよかった、えへへ！」

　しかも本人はぜんぜん気づいていないままにね。もうやめたげてよう！

「ふたりとも！　そろそろ！　内湯に！」

　ジャッジ横よこ寺でらの制止は、しかし間に合わない。




「たぶんＡ子さんは、本当の意味で恋したことがないのよね──かわいそう」




　それが、とどめ。

　なにもかもを粉砕するアッパーカット。

「…………ぐむっ…………」

　顎の跳ね上がった筒つつ隠かくしが宙に仰のけ反ぞる。きれいな放物線を描いて、露天風呂のなかにゆっくりと倒れていく。派手な水しぶきが巻き起こる。

　ぼくが慌てて助けに入ると、ぶくぶくぶく、と月つき子こちゃんの貴重な泡吹きシーンが展開されていた。

　正真正銘の轟ごう沈ちんである。

「きゃあああああ！　つ、筒隠さん!?　どうしたのどうしようどうすれば!?　ゆ、湯あたりかしら!?」

　月の煙る雪景色の下、今こ宵よいの王者は高らかに咆ほう哮こうをあげた。

　カンカンカンカーン、とゴングの音がどこからともなく響いてくる。

　Ａ子さん　×──○　Ｃ美さん（三ラウンド二十八秒ＴＫＯ）。
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　あまりにも無残な、世紀の大番狂わせであった。
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　ひとまず筒つつ隠かくしに浴衣を羽織らせ、小豆あずき梓あずさと梅の間まで緊急搬送した。

　布団の上に寝かせて、額に濡ぬれタオルを当てる。

「あう……あう……牙が──牙が、がぶがぶって……あう──」

　筒隠は意識がないまま、なにか恐ろしい狂犬に追われているかのごとく、しばらく意味を持たない譫言うわごととともにうなされていた。手足は大の字にくたりと広がって、茹ゆで上あがったヒトデみたいだった。

　雪は重さを増して、窓の外にしんしんと降り積もっていく。

　カーテンを閉めると、世界にはファンヒーターの回転する音と、苦しげな吐息ばかりが満ち満ちている。

「よしよし、よしよし」

「……あう……」

　汗をハンカチで拭いて、瞼まぶたにぺたんと貼りついた黒髪をよりわけてやる。その頬ほおは温泉の熱でぽうっと赤く染まっている。

　こうしていると、どこから見ても普通の女の子だった。ちっちゃな身体からだに大ダメージを食らった女の子。

「ものすごいしっぺ返しだったなあ……」

　悪意のない小豆梓が、完全完璧完膚なきまでに筒隠をぱきぺきたたきのめすことになるとは思ってもみなかった。今後の軽量級戦線の波乱は必至。世界中のプロモーターが上を下への大騒ぎだね。

「やっぱり、こっちがお風呂で偉そうなことをさんざん言ったから、筒隠さんは具合を悪くしちゃったのかしら……」

　無自覚な勝者が泣き出しそうな顔をする。

「そんなことないよ。君は悪くない。悪いのはむしろ──」

「むしろ？」

「……いや、なんでもない。とにかく君が心配することなんかないよ」

　ぼくは自分の女の子みたいな手の甲を見下ろして、ぶるりと首を振った。

　しばしして顔を上げると、小豆梓がぼくをじっと見ていた。

「変ね。舞まい牧まきさんって本当は──」

「う、うん？」

「……横よこ寺でらみたいね。見た目も声もぜんぜん違うのに」

「そ、そうかな!?　あいつへんたいだから！　勘違いだ心外！」

「うん……言われてみると、横よこ寺でらはシャツだけ着たお馬さんみたいにぜんぜんもっといやらしい気もするけど」

「そこまでいやらしくはない心外！」

「どっちなのよう……」

　小豆あずき梓あずさは困ったように眉尻を下げる。

　それから、でもね、とつぶやく。

「優しいところとか、やわらかいしゃべりかたとか。なんだかすっごく似ていて、少しうれしいなって」

「……そう、かな」

「ごめんなさい、変なことを言って」

「あのさ。見た目が違っても、本当にぼ──いや、横寺に似てるって感じる？」

「感じるわ。横寺のことは、こっちにはわからないことも多いけど。それでも大切な中身のことぐらい、わかってあげたいなって思うの」

　きらきらした瞳を伏せて、静かに笑う。

　ぼくの胸が、また、小さく鳴った。
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　念のため氷ひよう嚢のうをもらってくると言って、小豆梓は部屋を出て行った。

「……やれやれ」

　彼女の笑顔がいつまでも頭のなかに残っている気がして、ぼくはため息をつく。

　そろそろ覚悟を決めなくちゃいけない。いつまでも観客席からボクシング見物ばかりしているわけにもいかないのだ。

　それはわかっている。痛いほどにわかっているんだ、本当に。

　体温の高いつつかくしほっぺをもちもち撫なでていると、梅の間の扉が開く音がする。

「早いね、なにか忘れ物──って、あれ？」

　小豆梓が出戻ったのかと思ったけれど、戸口に立っているのは副部長。

　本来女子階にいてはならない横寺くんボディが、周囲を窺うかがうようにこっそり梅の間に滑りこんでくる。

「なんだどうした。後輩は湯あたり？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめる。その胸元には、どうしたわけか仔こ猫ねこを抱えていた。

「そんなところかな。君こそ、どうしたの？」

　人懐こいぶちの猫だ。尻尾の先端だけが白い。

　よくよく見れば、昨日、旅館の向かいの神社でかわいがっていた猫に似ている。

「お菓子会のバーターでこいつを連れて行った」

「バーター？」

「変態の評価が悪すぎて門前払いだったからセットで売りこみ。猫は変態に勝つ。おかげでこいつもたくさんお菓子を食べた」

　副部長は慣れた手つきで、ぶちの猫の顎下を撫なでた。

　その手があったか……！

　今度から女子更衣室にお邪魔するときは猫を抱えていくことにしよう。これで女の子の警戒心もなくなるね！

「おい変態。頭のおかしい変態」

「なぜ考えていることがわかった……！」

「変態以外のことを考えているときがあるのか。ちょっと」

　手招きに応じて、筒つつ隠かくしのもちもち頬ほおいじりをいったん休む。濡ぬれタオルの具合をたしかめてから、襖ふすまを閉めて出入り口のほうに行った。




　副部長はなかなか切り出してこなかった。

　やたらと猫に視線を落としている。ぶちの猫は撫でられながら、きょろきょろとあたりを見回した。まだ食べ足りないのか、にゃあとねだるような鳴き声をあげる。人間の食べ物の味を覚えてしまったのかもしれない。

「それにしても、猫を連れていく発想はなかったな。そういう地道なところから攻めるのが女の子にモテる秘ひ訣けつなのかしらん」

「知らない」

　副部長はそっけなく言うけれども、横よこ寺でらくんボディというハンデを負っても、立派に女の子たちと交流できるわけである。横寺くんが排斥されるのは中身が原因だという調査結果がまた増えてしまったわけだが、ぼくの精神衛生上のためにその問題はこれ以上追及しないようにしましょうね。

「それで、ちゃんと、深いところで仲良くなれた？」

　ぼくのほうから訊きくと、副部長は微妙に顔をしかめた。

「……そもそも仲良いという状態がどういうことか実はよくわからない」

「女の子の付き合いってややこしいところがあるもんね。でもさ、なんというか」

「なに」

「贅ぜい沢たくだ」

　まえに言われたことをそのまま言い返す。

　副部長は苦笑いした。

「……あたしは他人と深くつながれないと言ったけど」

「うん」

「それがどんなに難しいことなのかわかってなかった。わかっているつもりだったけどぜんぜんわかっていなかった。あたしにおまえの真ま似ねはできない。忍者屋敷で思った。おまえの人生は難しすぎる」

「ははは……」

「相当こんがらかっている。がんじがらめだ。出口がない」

　副部長は首を振る。案外冗談ではないのかもしれない。いったい忍者屋敷でなにをされたんでしょうね。

「おまえとあたしは違う。最初からぜんぜん違っていた。あたしがおまえになってもあたしはおまえになれない。土台からしてまちがっていた」

「……そうだね」

　こんなやり方が正しいはずがない。

　副部長の問題は副部長が解決するべき問題で、ぼくの問題はぼくが眼めをそらしてはいけない問題だ。だれに言われるまでもなく、そんなことは当たり前のことだ。

　おたがいがおたがいになってもなお、ぼくたちは一つになれないんだから。

「思ったけど」

　副部長は言いにくそうに髪をいじっていたけれど、やがて小さな声で言った。

「やっぱりもとに戻りたい。……どうもありがと」

「こちらこそどうも」

　ぼくは少し笑った。きちんと言葉に出さなくちゃ気がすまないあたり、副部長らしいのかもしれないね。

「笑うな。ばか」

　副部長はむすっとして横を向く。ぼくのまえでそんな顔をしているぼくを見るのも、きっとこれが見納めだ。

「……どうすればそんなふうに笑える」

　彼女もしくは彼は横を向いたまま、自分の頬ほおを引っ張っていた。

　こっちのセリフである。ぼくらは似た者同士だから、同じことを考えていたんだろう。

「じゃあ前のときみたいに」

「しておこうか」

「うん」

　おもむろに、副部長は制服のポケットから猫の駒こまを取り出した。

　ぼくも浴衣の袂たもとから駒を取り出す。

　そして深呼吸。駒と駒をコツンとぶつけ、眼を伏せて祈る。

　もう充分です。副部長をうらやんだりしない。ぼくはぼくのままがいい。ぼくのままでいなければいけない。

　一瞬、世界からすべての光が落とされ、真っ暗なトンネルのなかで薄い膜に身をもぐらせる感覚がある。

「──っ！」

　軋きしむ視界を抑えつける。呼吸のやり方を思い出す。

　水面の向こうはもう、いつもの世界だった。

　首筋にかかる髪の質感がなくなり、胸の妙な重たさも消きえ失うせ、ベルトで締め付けられる感覚が腰にある。

　ぼくのまえには副部長。副部長の浴衣を着て副部長の顔をした副部長。

　ようこそぼくの身体からだ。離れてみてわかったけれども、この腕もこの脚もこの顔もまあまあそこそこ愛いとおしい──って、

「あ、あつつつ、身体の節ふし々ぶしが痛いんだけど！　ていうか口に出せないところが猛烈に痛いんだけど!?」

「昨日は少し無理した」

「なにをしたんだよう!?」

　のたうちまわるぼくを嫌がって、ぶちの猫が床に飛び降りた。

「有効活用してやった。ざまみろ」

　にたにた笑う副部長はしかし、ふいに笑いをおさめる。

　浴衣のなかを見下ろして、愕がく然ぜんとしたようにつぶやく。

「…………下着が違う」

「まあ、そりゃ着替えたからね」

「え」

「男のトランクスより生地が薄くて、なんだか変な感覚だったよ」

「おい。おま。どういうこと。人の。した。下着。着替え。着替えを。勝手に。勝手に勝手に勝手に」

「だってお風呂とか入ったし！　お手洗いとか行くしさ！」

「お手洗い？　お手洗い。まさかあのお手洗い？　いやそんなばか。うそ。冗談。なんだ冗談かよかった。お手洗いに行くとかまさかそんな」

「普通に行くよ！　生理現象だもん。いまさらなにを言ってるのさ」

「うそ。うそうそうそ。うそうそうそうそ」

　副部長のつっけんどんな頬ほおに赤みが差していく。熱だけにとどまらず、あわわぐにゃりと口がゆがみ始める。

　どうやら他人の身体を好き放題に楽しむくせに、自分の身体があれこれされることは想定していなかったらしい。変態パラメーターが攻撃ステータスに偏重しすぎだろ……。

「いいかい、副部長。他人をお手洗いに行かせていいのは、自分もお手洗いに行くことを覚悟したものだけ──痛いよ!?」

「信じられない信じられない信じられない信じられない変態変態変態変態変態ばかばかばかばかばかっ」

　久しぶりに見る副部長ボディの副部長は耳まで真っ赤になって、ぼくの胸をたたいた。

　なんだか二重の意味で新鮮だった。ぼくは笑い、またたたかれた。




　……そんなふうに、ご歓談していましたものだから。

　いつのまにか、ぶちの猫がぼくらの周りから姿を消していることに気づくのが、ずいぶん遅れてしまった。

　猫は暖かいところに集まる習性の生き物だ。

　旅館の廊下は寒い。扉一枚で隔へだてられた部屋の入口も寒い。ここでは人間の体温が一番熱を発している。

　なのに、ぼくらに抱かれていないということは、近くにもっと暖かい場所があるということで──。

「あ」

　副部長が眼めを丸くさせる。

「え？」

　ぼくは首をひねり、

「……つ、筒つつ隠かくし──！」

　腰を抜かした。

　布団に仰ぎよう臥がしていたはずの筒隠が、襖ふすまの隙間から、ぼくらを見ている。

　温泉色に染まった頬ほおはそのままに、ただわずかに口を開けて。

　足元ではぶちの猫が尻尾をくねらせている。室内のファンヒーターからぽかぽかと吐き出される暖気が、ぼくらのほうまでゆっくりと流れてきているのが、いまさらになって感じられた。

「い、いつから聞いて……いや！　筒隠は寝てないとダメだよ！」

「……いま。先輩、もとに戻ったとおっしゃって……」

「幻聴だよそれは！　熱で変なものを聞いたんだよ！」

　敵はバッドステータス状態！　押しきれば勝てる！

　と思ったら、

「思い出してみれば、温泉の舞まい牧まきさん。いつもの先輩と同じように、足の爪先から洗っていたですが……」

「なんでぼくの身体からだの洗い順を把握している!?　って、さっきはかけ湯しただけだぞ！　騙だまされない！」

「……やっぱり……」

「あっ」

　バッドステータスなんか利かない魔王さんの機転のおかげで、なにもかもご破算。ついでに素っ裸観察罪も露見。

　ばか、と副部長が口だけ動かしてため息をついていた。
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　布団のまえで三人が三人、三人のやりかたで座る。ぼくは正座。筒つつ隠かくしはぺたんとお尻を畳につけた女の子座り。副部長は片膝を立てて。

　筒隠が震える指先でぼくらを交互に指さす。

「──先輩は。舞まい牧まきさんで。舞牧さんが。先輩で」

「あ、あの、話せばめちゃくちゃ長くなるんだけどさ！」

「……入れ替わっていた、のですか」

「そう！　どうしよう八文字で説明が終わってしまった！」

　ぼくは猫の駒こまを畳の縁に置く。副部長も自分の駒をとなりに置いた。

　向かい合う、手の向きが反対の猫たち。これがそれであれがどれでこうなったんです。不慮の事故だったんです。

　筒隠はふたつの猫を見つめて黙りこくった。ゴムでまとめられていない、下ろされた髪がはらりと猫像に降りかかる。

「いつからですか」

「さ、昨夜から……」

「それでは今日はずっと本当の先輩が舞牧さんで」

　ゆらりと立ち上がる。おぼつかない足取りで、おぼつかない眼めつきで、ぼくらを見る。

　だれもなにも言えない。

　ぶちの猫だけが緊張などどこ吹く風だ。筒隠の脚にすりよって、お菓子をねだるように甘えている。

　筒隠はそいつに視線を落とす。崩れ落ちるように、しゃがみこむ。

「この猫さんみたいに。わたしは相手がだれかもわからずにお菓子をねだるだけで」

「つ、筒隠……安静にしていないと……」

「先輩のことが一番だなんて大おお見み得え切ったくせに。気づくことすらもできなくて。見た目ばかりに惑わされて。偉そうなことばかり言って。肝心なところはなにも。大切なことはなにも。わたしにはなにも。なんにもなくて」

　ただでさえちっちゃい身体からだが丸まって、どんどんどんどんちっちゃくなる。

「わたしなんて。こんなわたしなんて──」

　ふらふらの頭で、ふらふらと誘われるように。

「──……──」

　レプリカの猫の前で、なにかをつぶやいた。

　ちっとも構ってもらえないぶちの猫が、拗すねたように鳴く。お菓子を食べたい、もっと食べたいと鳴く。

　畳の縁の上のふたつの猫が押されて倒れ、コツンと頭をぶつける。

　筒つつ隠かくしの輪郭と猫の姿が重なり合い──




　瞬間、部屋の電気が落ちた。




　視界が真っ暗になる。

　ファンヒーターも止まる。一瞬の静寂。近くの部屋から悲鳴が聞こえる。騒ぎ声がする。ドアが開く。廊下を駆け出す足音。電灯がまたたく。ヒーターが点つく。文明の力を取り戻す。館内放送が流れる。ただいま雪の影響で瞬時電圧低下が発生いたしました。すでに復旧いたしております。ご迷惑をおかけいたしまして誠に申し訳ございません──。

「……おい」

　明るくなった部屋のなかで、副部長が顔をしかめる。

　布団の上には、うつぶせになったぶちの猫。

　筒隠の姿はどこにもなかった。
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４．ひとつとひとり




　学校生活でテンションの上がる日を問うた、全国無作為アンケート調査がある。

　結果いわく、一に一学期終業式、二に文化祭の朝。

　三四がなくて五に修学旅行最終夜、らしい。

　プール開きとか衣替え初日とか、眼がん福ぷくにつながるイベントがランクインしていないのは女の子ウォッチャーとして遺い憾かんなところだし、そもそも三四がないという時点でそれもうアンケートじゃないと思うんだけども、まあまあ、大筋として同意したい。

　だから、今現在──旅行二日目の夜。

　テンションを御しきれなくなった同級生たちが、ロビーで少しずつ話し声を大きくさせているのも仕方のないことだった。

　彼ら彼女らは絶えず動き回って、青春のエントロピーを無限に増幅させていく。

「もう明日は帰らなきゃだねー」「なにこの写真すごーい！」「あとで雪だるまつくろうぜ」「モトコがシュウにコクられたってマジ？」「ローンチートイドラドラアカアカウラウラ」「ガイドさんに着拒されたんだが」「このお土産、喜んでもらえるかなあ？」「あんま女子と仲良くなれなかったわ……」「へへっ、ケンタくんのメアド聞いちゃった」「夕飯後にこっそり集まってさー……」

　班行動を満喫したグループ。不完全燃焼だったグループ。恋のぱやぱやが生まれたグループ。ぎくしゃくし始めたグループ。ぐだぐだ過ごしたグループ。

　グループごとにランチパックにされていた青春が、ロビーという容器で混ざりあい、奇妙な興奮と焦燥感とを集団中に拡大させている。

　高校二年生、最後の修学旅行の最後の夜。

　──悔いはないか、満足したか？　未来に誇れる思い出をつくったか？

　──なにかが足りない。こんなものじゃない。もっとなにかがあったはずだ。

　そんな青春の囁ささやきに背中を押された連中が、夜中にこっそり女子階に忍びこんで見回り教師に見つかって朝まで廊下に正座させられて意中の女子にくすくす笑われつつもそれから妙に意識しあってクリスマスデートして正式に付き合い始める黄金の方程式があったりするんだから！　と小豆あずき梓あずさ恋愛博士までマンガ片手に熱心に主張していた。

　そこまで言われちゃ仕方がない。

　ぼくもその方程式にのっかって女子部屋に潜もぐりこみ、任意の月つき子こちゃんの滑らかボディを微分して頂点からの傾き具合を夜の関数グラフに描びよう出しゆつしようかさあ服を脱いで──と考えた夜もあったけれど。

　今はとても、そんな場合ではなかった。

「──どこだ……」

　ロビーにあふれる生徒たちに眼めをこらし、しっぽ髪の少女の姿を捜す。ちっちゃい身体からだを見落とすといけないから、ソファの下やクッションの中も入念にチェック。

　でも、どこにもいない。

　梅の間を抜け出して以降、廊下にも三階にも四階にも五階にも浴場にも──つまりぼくらのまえに、筒つつ隠かくしはまったく姿を見せなかった。




「たぶん、きっとどこかで迷っているだけよ……」

　喧けん騒そううずまくロビーの隅。

　小豆あずき梓あずさは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「……かも」

　副部長も言葉少なに顔をしかめる。

　ぼくら三人で筒隠極秘捜索班を結成するにあたり、小豆梓にもだいたいの事情は説明しておいた。副部長とのことは一部省略してね。

　筒隠は猫像のまえで、明らかになにかをつぶやいた。

　それがなにかの祈りだった場合、ただ捜すだけではすまなくなってくる。

　また、逆に筒隠がなにも祈ってなかったとしても、それはそれでなおさら問題だ。

　今この状況は、筒隠が自ら望んで姿を隠しているということだから。要するに、ぼくらへの拒絶に他ならない。

　おまけに知り合いの二年生や教師に見つかりでもしたら、ことはさらに面倒になる。

　いくらぼくらの地域研究がフリーダムだとしても、それは学年内での話だ。

　上級生の旅行に無断で参加したなんてバレたら、ただではすまされまい。おまけに、せっかく匿かくまってくれたほんわかさまや同室の女の子たちにも迷惑がかかる。

「まずいな……」

　考えなくちゃいけない可能性が多すぎる。

　あの意地っ張りの女の子は、いったいどこにいるのだろう。

　ガラス越しに見える玄関前の道路は、電でん燈とうの薄明かりのなかでぼうっと雪を降り積もらせている。

　この天気ならさすがに外へは飛び出さないとは思うけど、でもまさか──。

「……あら、ごめんなさい。遊んであげられないのよ」

　ふと視線を下に落とすと、ぶちの猫が小豆梓の足にくるりくるりとまとわりついていた。

　副部長がお菓子会のために持ちこんだ猫だ。

　人間への懐きっぷりから考えて、やはりだれかのペットなのだろう。

　梅の間で出会ってからこっち、熱心に追いかけてきてくれていたのだけれども、筒隠を捜すのに忙しくて無視していたら今度は小豆梓に狙いを切り替えたらしい。

　──にゃあ。

　ぶちの猫はなにか訴えるように鳴く。

　自分の前まえ肢あしを舐なめる。ぱたぱたと水に浸つかるような素振りをする。どっかりと地面に落ち着く。猫ぱんち。なにかと闘い始める。猫ぱんち。猫ぱんち。棒立ち。仰のけ反ぞる。倒れる。大の字。ぐったり。そして最後に、自分のことを尻尾で示す。

　にゃあ。にゃあにゃあ。

　小豆あずき梓あずさを見上げて、何度もそれを繰り返した。

　実に複雑なモーションである。知性の目覚めが感じられる。残念ながらこの肉体言語を完全に解読するには、我々の文明の進化を待たねばなるまい。

「ううう、かわいい！　お持ち帰りしたい！　……かわ……かわ……ううん！　今はダメなのよう！」

　ネット上で、動物大好き！　というハンドルネームまで所持する小豆梓は、にゃんこの必死のアピールに涙目で首を背ける。

　ぎりぎりのところで筒つつ隠かくしへの心配が勝ったようだ。動物大好き！　さんの普段の行動を考えたら、これは感動的なことですよ。

「筒隠さんが見つかったら、いっぱい遊びましょうね」

　にゃあにゃあにゃあ！

　ぶちの猫は小豆梓の声に興奮して今までになく鳴き始めた。友だちを想おもう小豆梓の真心が伝わったのかもしれない。ああ、美しきかな友情！

　やがてぶちの猫は興奮の捌はけ口ぐちを探す女の子たちにつかまって、

「にゃんこだにゃんこ！　可愛かわいいなあもう！」「くらえー」「だれのペットだし？」

　顎やらお腹なかやら脚の間やらめちゃくちゃに撫なでまわされて、ぴくぴく震えていた。




「──それにしてもご飯遅いなあ、もう」

　女の子たちの一人がつぶやく。

　腹が減っては青春できぬ。最後の夜をいかように過ごすとしても、まずは腹ごしらえが急務である。それがみんなの統一見解みたいだったけれど、旅館の夕飯の用意はずいぶん遅れていた。

　大時計を見れば、時刻はすでに七時になろうとしている。

「ねーねー、すごーいこと聞いちゃったよう」

　別のグループと話していたほんわかさまが、梅の間メンバーのところにゆるゆる袖を振り回してきた。

「旅館に幽霊が出たんだってー」

「……幽霊？」

「廊下にのた打ち回ってごーろごろしたり、階段をありえない速度で飛び跳ねたり、人とは思えない動きをする幽霊だよう。どうだー」

「ど、どうだって言われても……」

「すごーくこわいでしょー？」

「……見た人が疲れていただけなんじゃないかしら！　ゆ、幽霊なんかいないもの！」

　小豆あずき梓あずさが微妙に顔をひきつらせながら、なんとか苦笑いすると、「ぶーぶー」とほんわかさまは不満そうに頬ほおをふくらませた。

「──それ、俺も聞いたぜ」

　ちらちらちらちらこっちを見ていた剣道部のバンカラ男子が、ついに口を出してきた。仲間から短い口笛を吹かれて、微妙に顔を赤くする。

　それでもどうにか、ほんわかさまや副部長に向かって、

「教師たちの刺身料理を食っちまったんだと。だから夕飯が遅れてんだとよ」

「なにそれちょーウケるんですけどー」

　髪をカールさせることに余念のない美化委員の女の子が、横脇から鼻で笑う。「ユーレイっつーかただのドロボーじゃないですかー？」

「泥棒というには随分若かった、とうかがいました」

　眼鏡をかけた手芸部のクラスメイトが控えめに手をあげる。「視認した方によれば、あるいは小学校高学年ぐらいの体格だったと」

「それってやっぱり幽霊！　幽霊だよ幽霊！」

　小柄な旅行委員長がはしゃぐように飛び跳ねる。「これは旅行委員の緊急会合を開いてもいい事案じゃないかな！　ないかな！」

　みんな、なにかに飢えていたのだろう。

　普段ならろくに話したこともなさそうな連中が、班と班との垣根を越えて、バケツリレーのように噂うわさを伝でん播ぱさせていく。

　あちこちで目撃情報があるらしい。

　それとも、目撃したと主張する人がいるのか。

　いわく、奇き矯きようなしゃべりかたをする。いわく、すばしっこくて天井まで跳ね回る。いわく、食べ物ならなんでも口に入れる。いわく、四足で走る。いわく、その顔はだれも知らない。

　たぶん幽霊。いやいや泥棒。おそらくマナーを知らない外国の子ども。空腹による幻覚。兎と隠がくしからやってきた妖怪。呪われた宿泊客。女将おかみの悪戯いたずら。自殺した少女の幽霊。旅行委員の用意したイベント。

　みんなが独自の見解を披露する。不確かな伝言ゲームと罪のないジョークとが混ざり合って、真実虚構が渾こん然ぜん一いつ体たいと化す。ロビーをうろつくだれもかれもが、謎の少女の話題で持ちきりだ。

　結局のところ、面白ければなんでもいいのだ。

　修学旅行の最終夜にくすぶる、興奮の種に火をつけられるなら。

「──あの。あの、まさか」

　小豆あずき梓あずさが本格的に顔を青ざめさせていた。

「うん……かもしれない」

　小さな声でうなずく。ぼくの手もわなないている。

　もちろん、幽霊とやらを怖がっているわけではない。

　首をかしげる副部長に、月つき子こちゃん、と声に出さない唇の動かし方で伝える。

「……え。どういうこと」

　副部長の眼めが丸くなった。

「どうもこうも！　厨ちゆう房ぼうの食材をまるごと食べたっていうでしょ！　月子ちゃんだよ！」

「いやいやいや。なに言ってる」

「これ以上、変な噂うわさが立たないうちに確保しないと！」

「待て。待てってば。え？　え……あれはそういう後輩なのか」

「そういう娘こだよ！」

「えー……」

「というのは冗談としても、旅館の人にご飯を分けてもらって食べすぎたのが、変なふうに話が広がったってのは充分ありえる線だよ」

　やけになった月子ちゃんの腹ペコ具合ときたら、三千世界の沃よく野やを草木一本生えぬ荒野に干からびさせてもなお有り余る。

　ちくしょう、なんで一番に厨房を当たらなかったんだ。当たり前の行先じゃないか──と歯は噛がみしていると。

　べんべんべん！

　思考に割りこむような形で、ぼくの足が猛烈に猫パンチされていた。

　やっぱりお馴な染じみ、ぶちの猫だ。女の子たちの魔の手から逃亡してきたらしい。

　ぼくと猫とのあいだでは言葉も通じないし、ボディランゲージも複雑すぎて伝わらないから、コミュニケーションのしようもないのだけれども。

　このときこの瞬間、猫の気持ちは不思議とよくわかった。

　ぼくが怒られ慣れていたおかげかもしれない。

　無表情の娘が怒ったときにそっくりだったんだ。吸引力のある瞳でぼくをじいっと眺めて、地面をばんばんたたくのである。

　これじゃあまるで月子ちゃんそのもの──いや、そんな、まさか、いや、まさか。

　背筋に冷たいものが走る。

　それとときを同じくして、

「──おまえら、他のお客さんに迷惑だ！　いったん部屋に戻れ！」

　ヒゲダルマがロビーに足音荒くやってきた。追い立てられて蜘く蛛もの子を散らすように、階段をどやどやと登っていく興奮の粒子たち。

　かくしてロビーの狂騒は各々の部屋に配分されていく。




　あとから聞いたところによれば、謎の少女の追跡に教師陣も協力を申し出たらしい。

『もしもうちの生徒にかかわりがあるとするなら、相応の処分を下さなければなりませんもの。おヒゲ先生ほど甘くはいたしません』

　学年主任のオールドミスが眼鏡を光らせていたと、小柄な旅行委員長が語っていた。

　だから、一般生徒のほうまで監督する余裕が失うせてしまったんだろう。

　ただでさえ、謎の幽霊出現というホットワードを共有したおかげで、男子と女子の垣根が低くなっていたのだ。

　アプローチをかけていた女子部屋にもぐりこむテニス部連中や、男子たちに誘われてまんざらでもなさそうに階段を登るオシャレ系女子たちの姿をあちらこちらで見かけた。全旅館的に青春の花が咲き乱れる予感がするね。

　我らが梅の間メンバーにも、追加でひとり。

「……だから、なんで王子くんはこっちの部屋を目指すのかわからないよう……」

　横よこ寺でらくんもしれっと混じろうとしたけど、まあ見事に失敗したよね。

　ぶちの猫を抱えてぼくは首をすくめる。猫の駒こま、梅の間に置いてきてしまったんだ。

「ちょっと確認したいことがあって」

「仕方ないなあ、もう！　ちょっとだけだよ！」「にゃんこにゃんこにゃんにゃんこー」「猫を連れてくればなんでもいいと思ってるし……」

　でも安心！　副部長の努力のおかげで、ほかの女の子たちとすっかり仲良くなっていました！　これぞコミュニケーション術の一、人の築いた信頼にただ乗り。ろくでなしのやり方である。

　そうやって梅の間に戻ってみたら、

「え……？」

　思いもよらぬ光景にだれもが絶句した。

　ああ、なんということでしょう。

　敷かれた布団の上に、すやすやと眠る月つき子こちゃんがいたのです。

　枕元には、厨ちゆう房ぼうから略奪せしめた刺身の残骸が転がっていた。
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　筒つつ隠かくしを取り囲んで、即席弾だん劾がい裁判が開廷した。

　陪審員の女の子たちが困惑したように顔を見合わせる。

「やっぱり筒つつ隠かくしちゃんが暴れていたのかなあ？」「火をみるよりもだいばくはつ」「けど犯人は小学生ってことになってなかったし？」「それはこの体型を見たら、もう……」「むーざんむざん」「なんでこんなことになってるし……」

　筒隠は眠りながら口をもぐもぐさせている。

　たらふく食べたら満足して巣に帰ってきたらしい。まるで猫のようである。というか猫なのである。

　浴衣はほとんど羽織る程度だ。ぺったんこの身体からだのラインのなかで、ぽっこりとお腹なかだけがふくれあがる。

　もはや状況証拠にはまっくろくろすけに埋めつくされるレベルで黒。女の子たちの心証が加速度的に悪化していく。

「……参ったな……」

　ぼくは頬ほおをぽりぽりかいて、傍かたわらに視線をやる。

　ロビーから無理やりに連れてきたぶちの猫。

　そいつがいまなにをしているのかといえば、部屋の隅っこで座布団の下に頭を突っこんでいた。

　短い前まえ肢あしで自分の耳を押さえつけて、尻尾しつぽだけをぷるぷる小刻みに震えさせる。たぶん見ざる聞かざる言わざる、猫バージョンだ。

　現実から眼めを背けて全部なかったことにする概念をも会得したなんて、猫族の文化はもはや現代日本の高校生に匹敵するな。

　──いや、そうじゃなくて、やっぱりこれは。

　ぼくはぎゅっと猫の尻尾をにぎってみる。

　とたん、ふにゃー！　と四し肢しがぴんと突っ張った。

　手を離してみる。ぶちの胴体がぐったり、畳に横たわる。

　再び尻尾をにぎってみる。ふにゃー！　手を離す。ぐったり。にぎる。ふにゃー！　ぐったり。ふにゃー！　ぐったり。ふにゃー！

　やめられないとまらない下半身弄いじり。楽しい……。

　この感覚には覚えがある。バーバラさんにもぐりこんでいた女の子の足にさんざっぱら悪戯いたずらしたときと同じだ。

　なので、このあとに起きることも正しく予想できる。

　悶もだえ苦しんでいたぶちの猫が反転する。アーモンド形の瞳が爛らん々らんと燃えている。手をがじがじがぶがぶ噛かまれてしばし反省。

　それから、ぼくは布団の上に横たわる筒隠ボディを指さす。ぶちの猫ボディを指さす。両方を交互に指さす。

「──にゃあ！　にゃあにゃあ！」

　筒つつ隠かくし猫は、こくこくとうなずいた。

　なぜこんなことになったのか──なんて、考えるまでもない。

　畳の上には、鋼こう鉄てつさんお手製の猫の駒こまが一対、素知らぬ顔で転がっている。

　ぼくは副部長を見る。小豆あずき梓あずさがぼくを見る。副部長は猫の駒を見る。そして三人、ほとんど同時に視線を交わした。

　ぼくらはこの瞬間、筒隠に起きた悲劇のすべてを理解したのだった。




「──やっぱり、先生に相談してみる？」「はなせばわかるー」「どいつなら穏便にすませてくれると思うし？」

　筒隠猫とのコミュニケーションに努めているあいだに、事態の収拾策がまとまっていた。

　めでたくも、謎の少女事件の重要参考人にして真犯人の筒隠ボディは、先生に突き出されることに決まったようだ。

　自分たちが無断で下級生を部屋に隠いん匿とくしていたことよりも、下級生が教師たちの刺身料理を食べたことのほうがはるかに問題。犯人をかばったせいで自分たちまで巻きこまれるよりも、切り離したほうがはるかに得策だ──という判断があったんだと思う。もちろん、表だってそれを言う子はいないけれど。

「ちょっと待って！　筒隠さんを簡単に犯人だと断定するのはいかがなものかしら」

　Ｃ─六班の女の子たちに孤軍奮闘するは、頼もしき友軍小豆梓。

「でもこの食べかす、厨ちゆう房ぼうから持ってきた刺身だし？」

「……果たして、本当に刺身と言えるのかしら」

「刺身のように見えるし」

「仮に刺身じゃなかったとしたらどう？」

「考えてみたけどやっぱり刺身だと思うし」

「そもそもどこからどこまでを刺身と定義するの？」

「刺身がどうあれこの刺身は刺身だし」

「もしかしたら刺身じゃない刺身もあるかもしれないわ」

「……刺身じゃない刺身？」

「そもそも刺身という言い方にも問題があるわね。海を泳ぐお魚さんの立場にもなって！　これがなにかを問うまえに、魚に配慮した新しい言葉をいっしょに考えましょう！」

「…………」

　小豆梓なりに論議の引き延ばしにやっきになっていた。敵が鋼鉄さんだったら三日三晩は持ちこたえられたと思う。

　でも、相手は普通の女の子たちだ。

「とりあえず先生を呼んでくればいいんじゃないかな、もう」「刺身しすとも自由はしせず？」「そういうわけで、ちょっと行ってくるし……」

　三人はそそくさと立ち上がる。

「ま、待って！　筒つつ隠かくしさんは意味もなくこんなことをする人じゃないわよ！」

「そうだよ！　きっと化け猫の霊に乗り移られちゃったとかだよ！」

「化け猫っていうか普通の猫に乗り移られたっていうかよ！」

「猫に乗り移られたっていうか入れ替わったっていうかさ！」

「猫に入れ替わったっていうか猫に入れ替えられたっていうか！」

　わたわたと取りすがる小豆あずき梓あずさにぼくも加勢する。同士討ちになってる気もしたけどともかく必死なのである。

　事情を一から説明するのは、とても信じてもらえまい。けれどもこの狼ろう藉ぜきの咎とがをすべて月つき子こちゃんに背負わせるのは、あまりにも酷というものだ。

「そういうのもふくめて、先生を呼んだほうがいいし？」

　けれど、あいまいな笑顔で受け流されて終わり。コミュニケーションは断絶する。

　筒隠とは昨日今日会ったような人たちだ。

　ぼくらの見る筒隠と女の子たちの見る筒隠が異なるのも道理。ほとんど違う世界の住人のようなものだから。

　薄い膜のような壁がぼくらのあいだに頑として立ちふさがっている。

「まーまー、頭から犯人扱いしているわけじゃないよう。先生のまえできちんと説明してくれればいいだけだよう」

　それでも、ほんわかさまなら。

　班別旅行でずっと行動をともにしていたほんわかさまなら、あるいは──

「……王子くん、そこどいてくれないと通れないよう」

「いや、なんというかさ、ほら。先生が来る時点で面倒なことになっちゃうから。本人に事情を聞いてからにしよう！」

「王子くんはなにか確信があるのー？」

「説明は難しいけど、筒隠は悪くないんだ！　お願い！　ぼくを信じて！」

「んー……」

　ほんわかさまは、しばらくためらうようにぼくを見ていたけれど。

　やがて首を振って、笑う。

「信じるには、ちょーっぴり……王子くんはいい加減なところがあるよう。ごめんね」

　それはいつものゆるくてほんわかした、横よこ寺でらくん向けの笑い方だ。

　副部長ボディに向けていた、困ったような傷ついたような笑い方とはまるで違う。

　よくもわるくも、ぼくに対してのスタンスは揺るがない。班を組んだあの瞬間から、彼女はずっと一定の立場をキープしている。

　廊下に出ていくほんわかさまの背中を見つめて、ぼくはその場に立ちつくす。

　……まあ、そうか。そうなっちゃうよね。

　そのあとにぼんやり、苦笑いした。

　こういうところで、日ごろの行いがものを言うのだ。二年間で存分に積み上げたブロック塀の隙間のご褒美体験が今になって仇あだとなる。

　結局、薄っぺらい言葉だけじゃ誰とも何ともつながれない。たかだか二週間と少しのコミュニケーションで、他人の立場を借りていた身で、なにかを共有した気になるのが間違いだったんだ。

　だれとも究極的にはわかりあえない。ぼくらはどうしてもひとつになれない。

　そうして、部屋にはぼくらだけが残される。
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「どうしようどうしようどうしよう！　どうなるのかしら！」

　小豆あずき梓あずさが部屋の中央でぐるぐる回っている。

　真ん中には相も変わらず暢気のんきに寝ている筒つつ隠かくしボディがいて、傍かたわらでやっぱりくるくる回っているぶちの猫がいる。

「さあ。停学。とか」

　副部長は投げやりに言った。床の間に腰かけて、ぼくらの様子を等分に見ている。

　女の子たちについていかなかった理由はわからなかった。

　乗りかかった船ということなのかもしれないし、筒隠に申し訳ないと思ったのかもしれない。単純に面白そうだから残ったのかもしれない。ぼくに副部長のことはわからない。

「て、停学……っ？」

　副部長の声を繰り返して、小豆梓はわなわなと震える。

「一緒に旅行したのはともかく。先生の食事を食べたのがよくない。悪戯いたずらですまされるかどうか」

「で、でも、でも、あれは猫に乗り移られたせいだってちゃんと説明すれば！」

「みんなにも信じてもらえなかったのに。先生が信じると思う」

「う……」

　小豆梓は言葉につまる。そして持ってきた大量の荷物を次から次へと引っくり返す。

「どうしようどうしようどうしようどうしよう！　どうすればいいかしら！　なにかないのかしら！」

　テントに寝袋、ガイドブックと釣つり竿ざお、ザイルにアイゼン、水着に花飾り、各種マンガとカップラーメン、ミネラルウォーター空き缶猫缶非常食。

　役に立ちそうなものはなにひとつない。未来の猫型ロボットのような、都合のいい道具は用意されてやしない。八方ふさがりとはこのことだ。

　いずれ女の子たちが先生に事情を説明する。先生たちが駆けつける。筒つつ隠かくしが連行される。真相を理解してもらえないままに処罰を受ける。めでたしめでたし。これがぼくらの修学旅行だというのか。

「で」

　副部長がぼくを見る。

「どうするの」

　つっけんどんで、単刀直入で、どこまでも正しい質問だった。

　ぼくはいったい、どうしたいんだろう？

　そんなの筒隠を助けたいに決まっている。

　幸せにしたいんだ。だれひとり不幸になんかさせたくない。

　だけど──本当の意味で、みんなを助ける資格がぼくにあるんだろうか。

　いずれ思い出がなくなってしまうぼくでも？　知らずにだれかを不幸にさせるかもしれないぼくでも？

　向き合わなければいけない問題が、決めなければならない覚悟が、背負いきれない質量をもって押し寄せてくる。

　ぼくは自分の掌てのひらを見つめて口ごもり、

「──これを見ろ。ばか」

「っつう!?」

　頭に鋭利なものを当てられる。ノートの角だ。

　投げつけてきた副部長は、それを示して顎をしゃくった。

　昔懐かしきデザインの緑のノートだ。ボストンバッグのなかからこぼれ落ちてきたものらしい。

　ぼくには見覚えがある。怖いぐらいに見覚えがある。

　そう──暗黒魔王の閻えん魔ま帳ちようだ。

「……これは？　なにか解決するヒントが!?」

　藁わらにもすがるように、溺れる小豆あずき梓あずさが拾い上げる。

「待って！　それ以上見てはいけない！」

　籠ろう城じよう戦をするまえに、部屋のなかで血みどろの内部抗争が引き起こされちゃうよ！

　けれど制止むなしくノートは開かれ、

「……ふんふん……ふん……あら……」

　小豆梓はすぐに眼めをぎゅっとつむった。そのままぼくに突き出してくる。

「ごめんなさい！　横よこ寺でらの日記帳ちようだったのね！　なんにも関係ないじゃない！」

「……え？」

　ぼくもノートに視線を落とす。

　書かれていたのは、もちろん、一番監査基準表に参照されるぼくの行動だ。

　そこまでは知っている。

　だけど、どう書かれていたのかは知らなかった。

　何月何日、小豆あずきさんにこれこれこんなことを言って頭を撫なでる。何月何日、姉さんとボードゲームしながら参考書の何ページまで教える。何月何日、エミさんと魔法少女についてトーク。何月何日、ぼくがだれだれとなになにする。ぼくがだれかとなにする。ぼくがどこでどうした。ぼくが。ぼくが。ぼくが。

　延々と延々と、対象の区別なく、軽重の区分けなく、ぼくのすべての行動が克明に記載されている。

　──まるでぼくの思い出を、ぼくのかわりに刻みつけてくれているかのごとく。

『わたしなんて、なにもできることがないですから』

　いつかの筒つつ隠かくしの言葉を思い出す。

　あのとき紡がれなかった続きのセリフは、たぶん──。

「忍者屋敷でこの子に訊きかれた。いろんなこと訊かれた。ぜんぶ全部記録された。せめてこれぐらいはするって」

　──なにもできないから、せめてぼくのかわりに。

　未来の思い出を積み重ねていってくれるのだ。

　副部長はもう一度、ぼくの眼めを見て、「このばか」と言った。

「おまえの人生は怖い。でももう少し誇っていい。そしてちゃんと向き合え。あたしに言ったように」

　頬ほおがはたかれたような錯覚がある。

　頭のなかがじんわりと痺しびれている。

　心臓だけが、激しく脈打っている。

「あの……だ、大丈夫？　どうしちゃったのかしら!?」

　小豆梓あずさに問われて、ぼくは自分が頭をがしがしかいていることに気がついた。

　たとえぼくに思い出が残らなくたって、関係ないんだ。こうして留とどめておこうとしてくれる女の子がいる。できることなんかなにもないと言いながら、ぼくのかわりに、覚えておこうとしてくれる子がいる。

　ぼくたちはわかり合えない。だから回り道ばかりする。ぼくが落ちこんでいたから、こんなことまでさせてしまったんだ。

　ぼくらはどこまでいってもひとつになれないけど。

　ぼくらはどこであろうとひとりじゃない。

「……ごめんね」

　ぼくはぶちの猫を撫なでる。ぶちの猫はうつむいてばかりだったけれども。

　オーライ、覚悟は決まった。




「ねえ、ねえ！　なんで横よこ寺でらはそんなに落ち着いているのよ！　筒つつ隠かくしさんがいま大変なんだからぁ……！」

　小豆あずき梓あずさはほとんど泣きそうだった。パニックに弱すぎる娘こなんだけど、でも、それはパニックになるまで筒隠のことを心配してくれているということだ。

「よしよし、大丈夫だよ、大丈夫」

「ううう……！」

　小豆梓の頭を撫でると、彼女は少し回復した。

「あの、あの、やっぱり、舞まい牧まきさんといっしょに先生のところに行ってくる……？」

　副部長は仕方なさそうに肩をすくめる。

「やれというならやるけど」

　副部長なら、確かにそれができるかもしれない。

　信頼と実績の旅行委員であり、女の子たちともコミュニケーションができる。

　でもそれは、どこまでいっても副部長のやり方だ。借り物に過ぎない。ぼくはぼくのやり方で、ぼくの身体からだで、コミュニケーションしないといけないんだ。

　ぼくは深呼吸する。

　事態を解決する方法は、ちゃんとある。

「とめなくていい。むしろ思いっきり騒いで、先生以外にもみんなをいっぱい呼んで」

「……いっぱい？」

「うん。メールでもなんでも使って、梅の間でなにかすごいことが起きそうだ、あの変態がなにか変なことをやってるって広めてくれるかな」

「自分からオオゴトにしてどうする」

「チャップリンが映画で言ってたよ。一人殺したら悪党だけど、百万人殺したら英雄だって。それと同じだよ」

「おまえがなにを考えているのかわからない。どこまでいってもあたしにおまえのことはわからない」

　副部長は顔をしかめて、それから少し笑った。

「……でも。きっとなにかするんだと思っちゃう。変態なのに」

「変態は余計だよ！」

「あたしもどうかしてる。変態菌が感染したかもしれない。治療費を要求する。靴下につめてよこせ」

「どう考えても君のはもとからだし、おまけに手遅れだろう！」

「はいはい。じゃあね」

　手を気楽にひらひらさせて、副部長は部屋を出て行く。

「…………？」

　小豆あずき梓あずさはどこか不思議そうにぼくと副部長を見たけれど、ぱたぱたと急いであとについていった。




「さて、と」

　いちおう部屋に鍵をかけた。

　ラスボスと戦うまえに、肝心なことをやっておかなければいけない。

　筒つつ隠かくしボディを揺さぶると、寝がえりを打つ。もう一度揺さぶると、また寝がえりを打つ。三度揺さぶると、ようやく眠たげに眼めを開ける。

　ぱんぱんのお腹なかを擦さすりながら、猫月つき子こちゃんはごろごろとぼくにまとわりついてきた。

「──にゃーん……」

　ノーガードで頬ほおずりしてくる姿が常になくかわいい。おまけに浴衣を開はだけさせているものだから、身体からだの前面がフルオープンで開かい帳ちようされている。やわらかな部分がぼくのあちこちに擦こすりつけられてあわわわ。
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　このままなにもかも忘れて押し倒して、ここには書けないやりかたで男子の本懐を遂げて幸せな家庭を築くことも検討してみたが、それはまたの機会にしておこうね。

　筒つつ隠かくしボディに無理やり浴衣を直させてみると、またうっとうしそうに身体からだをゆする。肌にまとわりつく感覚が気に入らないらしい。ぶちの猫が必死にジャンプして、すっとんとんボディの大事なところを覆おおい隠す涙ぐましい努力を続けている。

　着させる。脱ぐ。着させる。脱ぐ。着させる。暴れる。着させる。暴れる。

　聞き分けのない幼児の着替えのような果てのない戦いを繰り返していたら、筒隠ボディは喉の奥から不快そうな唸うなり声ごえを出した。

「そんなに服を着たくないんだったら、とっとと猫の姿に戻るといいよ」

　ぼくがぶちの猫のほうを示すと、筒隠ボディはしぶしぶといったていで受け入れた。実に気楽なものである。




　筒隠は再び、筒隠ボディを取り戻した。

　猫と人間の精神が入れ替わる過程においてはきわめて魔術的なエッセンスが用いられ、ありていにいえば魔法少女の変身シーンよろしく全裸になるご褒美カットがふんだんに挿入されていたのだが、今はとてもそんなことを描写している場合ではないので割愛したい。迫りくるタイムリミットはときに貴重なサービスシーンを犠牲にしてしまうんだ。

「……ごめんなさいでした」

　筒隠はうなだれて、よろよろと立ち上がる。

　廊下のほうから、騒々しい音が近づいてくるのが聞こえる。

　死刑執行人の足音だ。

　こちらと眼めを合わそうとしないままに、彼女はしょんぼりと戸口に向かった。

「わたしは自分の気持ちばかり押しつけていて。先輩のためになることはなんにもできなくて。いつもご迷惑ばかり。考えてみればいつも。いつもいつも。いつもいつもいつも。わたしなんか。わたしなんて」

「そんなことないよ」

「そんなことあるのです。たまには責任をとらなくちゃいけないです」

　筒隠は蚊の鳴くような声でつぶやく。ただでさえ小さな身体がいっそう縮こまる様は、まるで首つり台にあがる囚人のよう。

「でもさ。ぼくはそんな月つき子このことが好きだよ」

「──ふぁっ？」

　筒隠は頭からすっ転んだ。

　呼吸困難の金魚みたいに口をぱくぱくさせて、ぼくのほうに振り返る。

「小豆あずき梓あずさも放ほうっておけないし、鋼こう鉄てつさんも面倒かわいい。エミも撫なでまわしたい。副部長……はまあいいや。でもともかく、筒つつ隠かくしのことが好きなんだ」

「え、え、え──」

「ぼくは君に迷惑かけてもらったほうがうれしいよ。生きているって実感できる。これから積み重ねていく想おもいのために、ありったけの迷惑をかけてほしい」

「………………」

　返事はなかった。

　返事を聞くために言ったのでもなかった。

　やがて荒々しく部屋のドアがたたかれる。

「カギを開けなさい！　ここを開けなさい！」

　その場にへたりこんでしまった筒隠の華きや奢しやな肩をぽんぽんとたたいて、ぼくなりに笑いかけて、傍かたわらを通り過ぎる。

　そうして呼び出されるままに執行人のもとへと向かう。

　お待たせ青春、チケットは持ったぞ。清く正しき青年淑しゆく女じよの端くれとして、ぼくもバスに乗せてくれ。

　走れや走れ、急げや急げ、未来に悔いを残さないために。生涯忘れえぬ思い出をあげるために。

　修学旅行の最後の夜を、精一杯盛り上げてやろうじゃないか。
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　部屋の外には学年主任を中心にした教師陣と、興味本位の野や次じ馬うまと化した同級生たちの姿があった。

　男子も女子ももはや関係なし。修学旅行の最後を締めくくる大捕り物を見てやろうと、みんなが期待した眼めでぼくを見ている。

　後ろ手に部屋のカギをかけ、外と中とを一枚板で隔絶させて、ぼくは問う。

「呼びました？　これはいったいなんの騒ぎなんですか？」

「……またあなたですか」

　学年主任のオールドミスはこめかみを押さえた。

　ぼくのことが嫌いで嫌いでたまらないといった表情だった。

「当たり前のように女子部屋にいることについては、あとで反省文を書きなさいな。ひとまずそこを退きなさい」

　汚らわしいものを遠ざけるかのごとく、顎あごの動きで指示してくる。

　どっこいぼくが頑としてドアから動かないので、見るからに肩をいからせた。

「……なんのつもりですか。庇かばい立たてするならこちらにも考えがありますよ」

「先生こそなんのつもりですか」

「え？」

「まだ修学旅行は終わっていません。ぼくの地域研究を邪魔しないでください」

「いまはそんなことを言っている場合ではないでしょう!?　冗談もいい加減になさい！」

「冗談なんかじゃありません。ひょっとしてぼくの班のテーマをご存じないんですか？」

「ですからそれは今関係ないでしょうに！」

「関係あります。大アリです。テーマはこうです──『中部地方の少子化問題対策手段実行調査（はーと）』。わかりませんか？」

　野や次じ馬うまのだれかが息をのむ。だれかが笑いをこらえている。だれかが面白そうなささやきを交わす。

『変態王子』としての発言を期待して、だれもがぼくに仮初の役割を求めている。

　ご希望にこたえて、ぼくは舌なめずり。

　具体例ならすでに示されている。

　あの娘このモノマネを意識して、モノマネのモノマネをする。

　みんなが期待するように。

　みんなの世界に適した横よこ寺でらくんを演じるために。

「げへげへ──これがぼくの地域研究なんだよ！　女の子と遊んで産めよ増やせよ、子どもづくり！　いま少子化対策に励はげんでいる最中なんだから邪魔するな！」

「な、な、な──それ以上言ったら、しかるべき処分を下しますよ……！」

「正しい子づくりには滋養強壮が必須！　食べたらやって、やったら食べて！　女の子にとらせて女の子の身体からだに載せて女の子と一緒に食べた刺身はめちゃくちゃ旨うまかったぜ！　げへげへ！」

「へ、へんたい……！」

「変態だよ！　それがどうした！」

　一拍の静寂のあと──大歓声が起きた。

　おそらくは期待通りの宣言を受けて、みんながいっせいに騒ぎだす。

「変態だよ」「変態がいる」「やっぱり変態」「やると思った」「修学旅行だから」「みんなこっち来いよ」「またあいつが」「いいなあ」「ああはなりたくねえよな」「頭おかしい」「変態だから」「キングオブ変態」「変態」「変態」「変態」

　口々にぼくを称え、ぼくを非難し、ぼくを軽蔑し、ぼくを崇あがめ奉たてまつる。

　自分たちに足りなかったこと。無意識に求めたなにかの、はるか延長線上にあること。けれど望んではいけないこと。

　そういう理性的な判断の一切を飛び越えて、横寺くんはみんなの望むことを軽々とやってのけるんだ。

　それがみんなの世界の変態王子なんだろ？

「──違う」

　思いもよらぬところから、思いもよらぬ声がかかった。

　ぼくと学年主任はほとんど同時に横を見る。

　人垣のなかから出てくるのは──。

「ちょいと待ってくれ。どちらさんも頭を冷やしてくれねえか」

「ポン太た……？」

「おれは横よこ寺でらをよく知ってる。確かにこいつはネクストステージに行っちまったけどよ、誰彼かまわず噛かみつく野郎じゃあねえんだ。やたらめったら騒ぎ立てるってことは、逆に、なんかの事情があるんじゃねえかな」

　見飽きるぐらいに見飽きた顔と、聞き飽きるぐらいに聞き飽きた声。細い瞳に意思の強そうな鼻筋があり、薄い唇は独特の喋り方をする。

　ぼくの幼なじみが、ぼくらの間に割り入ってきていた。

「部外者は黙ってなさい……！」

　学年主任の切り捨てるような声に、ポン太はぽりぽりと頬ほおをかく。

「まあまあ、そう言ってくれなさんな」

　声高に反抗するでもなく、うっすらと媚こびるでもなく。

　飄々と貫き通すは自分の声質。

「これでもこちとら旅行委員だ。我が校の地域研究は、生徒の自立心を育むためにこそある──ってな、お題目が耳タコだぜ。委員の職権は神聖にして侵すべからず。旅行中のいざこざはおれらに任せてくれるはずだろうよ」

「任せてなにができるんですか！」

「少なくとも頭ごなしに叱り飛ばすよりかは、真相の解明にご協力できるぜ」

　ポン太はぼくの眼めをまっすぐに見つめた。

「な、悪いようにはしねえよ。なんか事情があんだろ？」

　だから、意固地になるな。

　本当のこと言っちまえよ、と落ち着いた視線がぼくに語っている。

　今まで一番長く付き合ってきた幼なじみが、だれよりもぼくに親身になってくれている。

　見えない壁を飛び越えて、だれよりもぼくをわかろうとしてくれている。

　でも──。

「……そこらの女の子と子づくりするのに、情欲以外に理由がいるのか？」

　ぼくは首を振る。

　違うんだ、ポン太。それじゃダメなんだ。

　どんな些細なことであろうとも、筒つつ隠かくしを表舞台に引っ張り出すわけにはいかない。

　今の彼女には耐えられない。すべての傷を小さな身体からだの内側にためこんで、ぱちんと弾はじけてしまいかねない。

「おいおい、頼むぜ……。おれたちゃ腐ってもダチだろう？」

　ポン太たが苦い顔になる。

　いいんだ。

　わかってくれなくて、いいんだよ。

　無理にひとつになろうとしなくたっていいんだ。

　だれかのためにやることは、だれにもわかってもらえるわけじゃない。だれかにわかってもらうために、だれかになにかをやるんじゃない。

　幸福な王子の善行は、ただ、なにかをやるためになにかをやるんだ。

「なあ、横の字よ──」

「──その変態になにを言っても無駄」

　言いすがるポン太にかぶせるようにして、つっけんどんな声が降ってきた。

「こいつは変態。ろくでもない変態。集団からの一刻も早い隔離が必要」

　学年主任の後ろで、副部長はそっぽを向いて腕組みしている。

　彼女はぼくを見ない。ポン太を見ない。学年主任を見ない。

「ここで四の五の言っていても仕方ない」

　高い壁に石をぶつけるようなやり方で、遠い星に石を投げつけるようなやり方で、壁も星もあるがままに認めながら、自分の言いたいことだけを口にする。




「だから──旅行委員として緊急会合を要請する」




　そうしてぶっきらぼうに乱痴気騒ぎの幕を引いた。

「緊急会合……」

　生徒たちが顔を見合わせる。囁ささやき声ごえがさざなみのように広がっていく。

　伝家の宝刀は使われないから宝刀なのであって、実際に抜かれたのを目にするのは、みんな初めてのことだろう。

「どこか部屋を借りたい。旅行委員のみんなでこいつをとっちめたい」

「ああ、いいね。ここでは話せないようなこともいろいろあるからね。女の子の味がする刺身の食べ方とかね」

　ぼくはうなずいて、一歩を踏み出した。

「でも、その場には当然先生も来てくれるんですよね？」

「……なぜです？　緊急会合に教師は必ずしも必要じゃありません。あなたたちのくだらない弁を借りるならね」

　学年主任は吐き捨てるように言った。

「…………」

　同級生たちのあいだでわずかにしらっとした空気が流れる。

　青春は排他的だ。バスに乗り遅れた人にはどこまでも容赦がない。

　学年主任のオールドミスはそんな無言の視線のまえに傲ごう然ぜんと立ちふさがり、ぼくの後ろ、梅の間のドアに眼めを向けている。

　どうやらまだ足りないらしい。

　ボヤ騒ぎが気にかかるなら、火炎放射器をぶっ放して実際に焼きつくしてしまえばいいんだ。どうせぼくの評価はもともと焼野原。いまさらどうなったって関係ないよ。

　ぼくはわかりやすく舌なめずりをする。

「げへげへ──先生だって本当は興味あるくせに」

「……え？」

「知ってるんですよ。ヒゲダルマとラブラブしてること！　自分たちの楽しみ方と生徒の楽しみ方のなにが違うか、教えてほしいでしょう？」

　いわれのない揶や揄ゆを耳にして、学年主任のオールドミスの顔は一瞬青くなり、すぐに真っ赤になった。

「あなたね！　い、言うにことかいて──よりにもよって、私に──いえ、そうじゃなくて──」

　あまりの怒りに、言葉を失って震えている。

　苦痛と憎悪に満ち満ちた眼がぼくをにらんだまま、

「おヒゲ先生もなにかおっしゃってくださいな！」

「お、お、おう──」

　後方に控えていたヒゲダルマが眼を白黒させている。「でもまあ、俺はなんだ、べつに先生とならその」

「ちょ──!?」

　叫んだのはだれだったか。

　マジで、知らなかった！　できてたの!?　いつから!?　そういえば前から怪しいと思ってた。ないわー。うっそヒゲダルマわりといいと思ってたのに。そうかあ？　教師と野獣みたいな感じ。まんまじゃん。子どもづくりしてたのかー。

　張りつめた熱気が再び爆発する。

　青春は排他的で、おまけに同化を求める。バスに乗り遅れた人間をひっつかまえて無賃乗車させるぐらいには強引だ。

　ありえないと騒ぐ声。いじらしいと褒めそやす声。うらやましいとねたむ声。えっちだえっちだと恥じらう声。おれたちもわたしたちもとしっぽり消えていく声。

　今年一番のビッグカップルの誕生に、もはや収拾なんてつかない。いまやヒゲダルマと学年主任は青春コースの先頭をひた走る。

　青春は絶対的に肯定されるものだ。それがどんなにくだらなくても。

　みんながバカみたいに騒いで、学年主任も呆ぼう然ぜんとあたりを見守っているばかり。

　だけど、比較的冷静な女の子たち──たとえば青春騒ぎどころじゃなかったＣ─六班の女の子たちがドン引いているのが見えた。

　顔を引きつらせて、こちらを見ないようにしながら仲間うちで首を振っている。たぶん「最低」「きもーい」「いくらなんでも言い方がありえないし」とかなんとか言っているんだろう。

　せっかく話せるようになった女の子たちともこれでおさらばだ。さようならバラ色の日々、こんにちは冬の学校生活！

　でも構うものか。

　ぼくはそれで結構、満足しているんだから！

「地域研究にのっとった実験調査データはたくさんあります！　なんならこの場で披露してあげましょうか。初心者にはちょっぴりハードですけど！」

「もう、もう──！」

　学年主任は身に降りかかる数々の声に耐え切れなくなったようにわななき、ぼくの手を引っ張った。

「あなたには、とことん、とことんとことん、反省してもらう必要があるようね……」

　当初の目的は四散して、世紀の大罪人を連行する。

　教師の詰所でどれだけ説教を受けて、どれだけ反省させられて、どれだけの処分を受けるものか、いやはや腕が鳴るね。

「そ、そうだなあ。とことん。とことんとことん……うん……」

　ぼくのもう片腕をヒゲダルマがいそいそと確保してきて、また笑いが巻き起こった。

　鍵で閉ざされた梅の間のほうは、もうだれも見ちゃいない。

　沸き立つ生徒たちのあいだに、何人か見知った顔がある。

　ポン太たが呆あきれた顔でぼくを見ている。小豆あずき梓あずさがなんだか泣き出しそうにぼくを見ている。月つき子こちゃんは、部屋でどんな顔をしているんだろう。

　副部長は、つっけんどんな態度でぼくを見る。

　へ、ん、た、い。

　口だけうごかして、キツネのような眼めが笑った。

　いつものように、いつもの調子で、ぼくを笑ってくれた。
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５．ひとつになれないぼくたちは




　そのあとに語るべきことは、ほとんどない。

　修学旅行は大盛況のうちに終わった。

　陸上部の後輩がぼくのことを噂うわさしているのをあとで聞いたから、地域研究で子づくりする頭のおかしい二年生は学校中の伝説になったらしい。

　変態王子の異名はいよいよもって強固なものとなり、あとになって発覚した、いくつかの旅館部屋における不純異性交遊も明らかにぼくが悪影響を与えたものとみなされた。もはや新世界のメシアを名乗るまである。……渡航したい、どこか遠くの国に。

　ぼくは大量の反省文と二週間の奉仕活動の処分を課された。

　ぎりぎりのところで停学にならなかったのは、ひとえにヒゲダルマのとりなしによる。

『おまえは補習のときに交わした指導の約束を覚えてくれていたんだなあ……』

　こっそり囁ささやかれて熱い握手までされたけれども、ぼくにはなんのことやらさっぱりわからない。わかる人、教えてください。

　なにはともあれ、ヒゲダルマと学年主任の今後に乞うご期待。

　修学旅行の最終夜にいくつも打ちあがった花火の陰にかくれて、ことの発端、謎の少女のことは皆の記憶から失われていったようだ。

　無事におとがめを逃れた彼女は、早朝に宿を抜け出して電車で帰っていった。

「──ごめんなさい」

　ぼくを見ずに頭を下げるばかりで、なんだかあんまり話せなかった。




　帰りのバスのなかは気だるく弛し緩かんした空気に満ち満ちている。

　みんな寝ている。先生も寝ている。ヒゲダルマと学年主任はとなりの席で寝ている模様。昨夜は長いことふたりで話していた。ぼくはまたもや少子化問題に貢献してしまったわけで、早くきてくれ国民栄誉賞！

　小豆あずき梓あずさも寝ている。

「──んが、んが……がんだるふっ！」

　などと寝言を言っていたので、そろそろ夢のなかでは魔法の指輪を火口に投げ捨てたあたりだと思われる。

　安寧に満ちた車内で、ぼくのまわりにはほとんどだれもいない。故郷よろしく、遠きにありて思うもの、みたいな扱いを受けている。でも故郷ってことはいずれみんなもここに帰ってくるってことだよね。ポジティブ大事。

「やほー、王子くん。余ったお菓子あげるよう」

　途中のサービスエリアで、ほんわかさまが前の席に移動してきた。

　あれだけの騒ぎを起こしてなお、彼女はぼくへ話しかけてくれる。

　視線すら合わせてくれないレベルに墜落したＣ─六班の女の子たちに比べて、よくもわるくも、そのスタンスは揺るがない。なかなか貴重な女の子さんですね。

　ぼくにスナック菓子をプレゼントしてくれたついでに、前の席に座る女の子にも手渡そうとして、ほんわかさまの笑顔がこわばった。

「……席に男物の下着が落ちてるよう……」

「それあたしの」

「えっ」

「集めるの好き。わりと」

　席の主は、窓を見ながら淡々と言う。

「……マイマイはそういう趣味の人なのー……」

　ほんわかさまは副部長を二度見する。

　それから、ほわんと笑った。

「ぜんぜん知らなかったよう。なんだか──なんだか、うれしいな」

「なんでうれしい。変態か」

「マイマイに言われたくないよう!?」

「それよりあたしはそっちの趣味知らない」

「ふふ。ふふふー。教えてあげるよう。わーきーばーらー」

「おいばかやめ」

「さいくろーん！」

「ばかばかばかばかやめやめやめばかやめばか」

　タヌキ似の女の子とキツネ系の女の子による、いちゃいちゃキャットファイト第三ラウンドが始まった。ふたりはとっても仲良し！

　いいなあ、とうらやましくなる。

　でも、もうそこに参加しようとは思わない。

　人には人の世界があり、ぼくにはぼくの世界があるのだ。

　ぼくの世界にはぼくにしかできないことがある。

　そこからもう、逃げたりなんかしないよ。

「……ところでさ。ぼくの荷物からトランクスが一切合財なくなっていたんですけど、これはどういうことですかねえ……」

「新しいの買え」

　ささやかな問いかけは、キャットファイト中の女の子によるごくごく短い回答で打ち切られた。この下着フェチ娘、ありえなさすぎるわ。

　仕方ないので、ぼくもポケットのなかに偶然転がっていたシュレディンガーの下着を自分のバッグに詰め直しておいた。これを等価交換の原則と言います。




　欲望を充分に満たして、充実した顔でほんわかさまがまた席を移動していったあと。

　ぜいぜいと荒い息まじりの、乱れた声が前の席からかかる。

「おい。あの後輩はどうした。ボストンバッグで帰ればよかったのに」

「……んー……気まずかったんじゃないかな。フラれたからね」

「へえ？」

「もちろんぼくは一緒に帰ろうって誘ったんだけど」

「うん」

「ごめんなさいって言われた。わたしには無理です、って」

　なんとなく、そんな気はしていた。

　筒つつ隠かくしは猫より戻ったあのときから、ぼくの眼めを見て会話してくれなくなった。

　嫌われたのかもしれない。食べ過ぎてお腹なかが痛かったのかもしれない。いたたまれなかったのかもしれない。怒っていたのかもしれない。わからない。他人の本当の気持ちを理解するのは、神様にだって難しい。

　ぼくらはコミュニケーションではどうしたってひとつになれない。

　だけど、コミュニケーションしなければ近づくことすらできない。

　ひとつになれないことを知りながら、ぼくらは必死に近づき続ける。どんなに分厚い壁が立ちはだかっていても、どんなに遠くで星が瞬またたいていても、どうしたって近づいていかなくちゃいけない。

　この世界はそういうふうにできている。




　いくらか沈黙があったあと。

「……当たり前だ。変態がどうにかできると思ったのか。生意気」

「これでもそれなりに傷ついてるんだから、わざわざ傷口をえぐるようなことを言わないでくれるかな!?」

「うるさいばか。横寺のくせに」

　ししし、と彼女はおかしそうに笑った。

　あえてきつい言葉をかけることによって逆説的に慰めようとしているわけでは、もちろんない。

　できたばかりの友だちの不幸を心底笑い飛ばしてくれているんだ。

　そういうやつである──舞まい牧まき麻ま衣いって名前の女の子はね。





（了）







あとがき




　台湾たいわん語で「月つき子こ」の意味は「産後ひと月の療養期間！」。

　おう……。

　世の中には想像妊娠なんて言葉がありますが、仮に「月子」というメインヒロインがいたとしたら、彼女はその段階をとっくに踏み越えていますよね。母体を療養させていますもんね。想像出産するヒロインはちょっとだけ新しいような気がしました。

　さらに言えば、台湾語では「月子」を「ユエツ」と発音するそうです。

　ゆえつ。

　愉悦……。

　想像出産して愉悦に浸ひたる女の子はメインヒロインとして大丈夫でしょうか。

　というわけで「月子」という名前を海外出版される小説に登場させるのはなかなかリスキーというか、そんなヒロインが現行ラノベにまさかいるなんてことはヘンティカン！　ヘンティカンヘンタイ！　（ここまで挨あい拶さつ）




　こんにちは、さがら総そうです。

　……本当は挨拶のまえに言わなければならないことがありました。

　長らくお待たせしてしまって、申し訳ございません。

　５巻を買って、またこうして６巻を買ってくださった方、すみませんでした。そしてありがとうございます。

　眠れない夜にいろいろ考えたりなんだりしましたが、やっぱりもう少し書きたいです。横よこ寺でらたちのお話はまだ続きます。

　５巻が過去の清算というターニングポイントだったとしたら、６巻は新しいステージのスタートラインを示すための巻でした。もっとも、スタートラインから逃げ出してしまったキャラクターもいるので、次巻でなんとかなればいいなあと思います。




　本巻の特装版にはドラマＣＤが付属しています。完全に独立した内容のようでいて、本編のどこかとこっそりリンクした書き下ろしシナリオになっておりますので、そちらをお聴きくださった方はどこで繋つながっているのか探していただけるとうれしいです。

　また、変猫コミック４巻と変猫スピンオフコミック「にゃ！」も同時発売です。お米こめ軒けん先生、華か師し先生、山やま田だ先生、ありがとうございます。「にゃ！」の巻末には文庫本八ページ程度の、横寺と月子の掌編みたいななにかを書かせていただきました。

　今回もなんだかすごい同時購入キャンペーンがあるようです。詳細につきましては、通常版では帯を、特装版では挟みこみ応募用紙をご確認ください。




　ところで既報のとおり、今年の四月から変猫のＴＶアニメが放送されます。

　こちらもライトノベルとコミックに続くひとつの「変猫。」の形として、どうぞ温かく見守ってやってくださいませ。

　他にもトレーディングカードゲームに参戦したりねんどろいどやフィギュアになったりどうもいろいろあるようです。もしどこかで変猫のキャラクターたちを見かけることがございましたら、お手にとってくださると幸いです。

　原作もがんばります。

　とくに「爽やか王子と笑わない猫。」という正式名称が定着するようにがんばります。

　爽猫・変猫の略称戦争にはすでに敗れました。




　カントク様、担当の岩いわ浅あさ様には多大なご迷惑をおかけいたしました。改めてお詫び申し上げます。いつも美麗すぎるイラストと厳しくも温かいご指導をいただくばかりで、慙ざん愧きに堪えない思いです。精進いたします。

　読者の皆様、願わくばまた次巻で会えますことを。

　ヘンティカンヘンタイ！　（挨あい拶さつ）


さがら総そう



[image: ]









　著者

　さがら総（さがら・そう）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　１９８６年生まれ、東京都在住。

　　趣味は将棋。今期王将戦の現地解説会にて、『次の一手クイズ』の賞品として記念扇子を頂戴いたしました。次の一手は当てられるのに、自分の明日が見えません。




　イラストレーター

　カントク

　　ゲーム原画、ライトノベル挿絵、その他ピンナップイラスト等を中心に活動。

　　丑の年の理系。埼玉県歴11年。




　　最近また胸が痛みだしたのですが、恋だよね。

　　肺気胸じゃないよね。アテテ…

















　　カバー・口絵・本文イラスト／カントク

　　装丁／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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